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「──実は五ご行ぎよう家とは縁を切ってきたんです」

　冬休みの昼下がり。オレが図書館に行っている間に、旅行バッグを持参してひとの自室にあがりこんでいた眩まばゆい容よう貌ぼうの女性──五行家のメイド、かおるんこと薫かおる。

　なにやら彼女はうちの母さんから許可を貰もらったとかで、『今日からわたくしもこの部屋で暮らします。忍しのぶ様のルームメイトですよ』などと妙なことを言い出したかと思ったら、今度は先程のセリフを笑顔で口にし、さすがにオレも些いささか戸惑いを覚えた。

　が、とりあえず事情を聞くべく、オレは改めてかおるんに目を向ける。

「五行家と縁を切ってきたって……一体なにがあったんだ？　またいつもの──」

　冗談なのか？　と続けようとしたのだが、不意に鳴り響いた携帯電話の着信音がこちらの声をかき消してしまった。ちなみにオレの携帯電話ではない。こちらが言葉を止める中、かおるんはメイド服のスカートから携帯を取り出しつつ、真顔で淡々と嘯うそぶく。

「文学的な状況描写を致しますと、わたくしの携帯が身み悶もだえするようにその肢体を震わせ、切ない嬌きよう声せいをあげています」

「……なかなか官能的だな。でもお前、あんまり文学を舐なめんなよ？」

　半ば呆あきれて突っ込むオレを他よ所そに、かおるんは着信に応じるように携帯を耳に押し当て、

「一体なによあんた！　こんなところにまで電話を掛けてきて！　言っておくけど、あんたのそのゴキブリをスリッパで叩たたき潰つぶしたような顔なんてもう見たくないし！　その中性的ないい声もいまはゴキブリを捻ひねり潰した時みたいな不快な音にしか聞こえないのよ！」

　電話に出るや否や、彼女は演技でもするように声音を変えて罵ば倒とうを並べ立てた。

「いい？　わかった？　わかったのなら二度と電話してこないで……え？　いまちょっと困っている？　そんなの知らないわよ！　これ以上あたしに構わないでちょうだい！」

　不愉快そうに眉まゆをひそめ、勢いよく電話を切ってしまうかおるん。なんとも辛しん辣らつな電話対応である。少し気に掛かり、オレは彼女の携帯電話に視線を向けた。

「……誰からだったんだ？」

「修しゆうくんというあだ名のライトＭからです。遺憾ながら五ご行ぎよう家の長男とも言いますね」

「お前の弟とも言うな」

　五行家の長男こと修君。彼の本名は五行修しゆう悟ご。オレの大切な友人、五行聖ひじりの実の弟だ。ちなみにライトＭ云うん々ぬんは初耳だが、退魔の稽けい古こを受ける際、五行家の道場で修君とは何度か会ったこともある。

「しかしなんだ、わりときついことを言ってたけど、おまえ修君と喧けん嘩かでもしたのか？」

「そんな生易しいものではありません。わたくしと修くんはいま戦争状態なのです」

「戦争とは穏やかじゃないな。まさかお前……それが原因でうちに来たのか？」

　軽い乗りで思いつきを口にしたところ、意外にもかおるんは大きく頷うなずいて返す。

「とりあえず宣戦布告とばかりに、『夜な夜な修くんがセクハラをしてくるのでもう耐えられません。五行家とは縁を切らせて頂きます。いままでお世話になりました。Ｐ．Ｓ．こちらの本は修くんのベッドの下に隠されていたお宝です。薫かおる』という置手紙と一緒に、メイドものと姉もののエッチな本を居間に置いて家を出て来ました」

「……弟の世間体を粉々にすんなよお前」

　呼び方がいつの間にか『お坊ちゃま』から『修くん』に変わっているのはいい。多分二人の関係がいい意味で変わったんだと思う。けれど喧嘩中とはいえ容赦がなさすぎる。

「もしかしてさっきの電話、修君からのＳＯＳだったんじゃ……」

「いえ、違いますよ。戦争中ですのでわたくしも素っ気なく電話に出てみたのですが、修くんは『いまちょっと困ってるんだ。薫さんの置手紙とあのエロ本のおかげで家族会議がはじまっちゃったよ』と嬉うれしそうに話していました」

「なんで嬉しそうなんだよ。家族会議なんだろう？　楽しむ要素がどこにあるんだ？」

「まあ、置手紙の内容を考えてくれたのも修くんですし、きっと家族会議という名のお仕置きタイムにわくわくを隠せないのでしょうね。我が家のライトＭは伊だ達てではありません」

「おいおい、ライトどころかドＭじゃねえか。というか、修君が手紙の内容を考えたってどういうことだ？　お前らは一体どんな喧けん嘩かをしているんだよ？」

　怪け訝げんに感じてこちらが首を傾かしげたところ、かおるんは場違いにもにっこりと微笑ほほえみ、すっと人差し指を立てた。

「さて忍しのぶ様、ここで問題です。いまの話の中で、どこにウソがあったでしょうか？」

「……なんだそのお茶目な顔は。冗談も大概にしろよお前。どうせ修しゆう君がライトＭだとか、手紙の文面を考えたとかそのあたりがウソなんだろう？」

「残念ながらそれは本当です」

「ほんとに残念だな」

「ちなみに正解は、わたくしと修くんが戦争状態であるというのがウソです。実際は喧嘩のふりをしているだけなんですよ。おそらく修くんからの電話も、『計画通り家族会議がはじまった』という報告だったんだと思います」

「計画通り？　なんだよそれ？　弟と仲良く悪戯いたずらか？」

「今回は悪戯ではありませんよ。わたくしはこれでも一応、五ご行ぎよう家のメイドですからね。一日や二日ならともかく、長いお休みを頂くためには何かしらの理由が必要だったんです」

　どうやら、いつもの悪ふざけで家を出て来たわけではなさそうだ。かおるんは静かに姿勢を正し、心持ち声音を真剣なものに変える。

「実は前々から、また忍様のうちでお世話になりたいと考えておりまして、思い切って聖ひじりちゃんと修くんに相談してみたんです。そのときには相談料の代わりとして、聖ちゃんには自作の忍様写真集を、修くんにはネットで購入したエッチなゲームを用意しました」

「……真面目まじめな顔をしているところ悪いんだが、妹と弟を買収しようとするなよお前。大体ゲームや妙な写真集がなくても、二人ともお前に協力してくれたんじゃないのか？」

「どうなんでしょうね？」

　ちょこんと小首を傾げ、かおるんは微かすかに頬ほおを緩める。

「修くんは『それなら僕と喧嘩したことにすればいいよ。父さんと母さんならうまく誤魔化しておくから、遠慮しないで行っておいで。あと別に薫かおるさんのためじゃないよ？　エッチなゲームが欲しいだけだからね。勘違いしないでね』とか言ってふざけてましたよ？」

「お前よりもずっとわかりやすい照れ隠しだと思うんだが……なるほどな。お前が家を出る理由を作るために喧嘩のふりをして、両親を誤魔化すために修君も変な置手紙を考えたわけか。姉思いのいい弟だな。それで、聖の方はなんて？」

「聖ちゃんなら、『はぁはぁ、私も薫さんと一緒に忍くんの家に行きたい。恥ずかしいけどちょっと強引に迫って忍くんとエッチなことがしたい。そのあとはふたりで夜明けのモーニングコーヒーを楽しむんだ』なんて妄想をしていました」

「……聖には『いやらしい妄想は控えなさい』というメールを送っておく」

「ちょっと待って下さい忍様！　そんなことをしたら聖ちゃんが泣いちゃいます！」

　携帯電話を取り出したオレに慌ててストップを掛けてくるかおるん。対してオレは小さく息を吐き出し、わずかに口調を正す。

「だけど、お前もただ遊びたくて家を飛び出して来たわけじゃないんだよな？　五ご行ぎよう家と縁を切るふりまでしたんだ。なにか目的があってうちに来たんだろう？」

　そろそろ当初の目的通り事情を聞いておこう。オレが再びかおるんに目を向けたところ、しばしの間のあと、彼女はぽつりとこぼした。

「……忍しのぶ様、あのときのことを覚えていますか？」

「ん？　あのときっていつだ？」

「先日のクリスマスの、少し前ですよ。忍様とエルニさん、聖ひじりちゃんとわたくしの四人で山の頂上まで足を運んで、皆さんと一緒に星を見たときのことです。そのときエルニさんが、あの素敵な場所をわたくしと聖ちゃんにプレゼントしてくれたでしょう？」

「そういえばお前……」

　話を聞いて少し前の出来事を思い出し、オレはそっと口を挟む。

「新しいメイドさんのことで悩んでいるとか言っていたよな？」

　確かみんなで星を眺めていたとき、かおるんはもうじき新しいメイドさんがうちに来るみたいなことを口にしていた。かおるんが大学の受験勉強に専念できるようにと、聖の父親、宗そう悟ごさんの取り計らいで五行家にやってくる新しいメイドさん。彼女のことで思うところがあるらしく、そういやかおるんも冬休みにでもオレに相談すると話してくれていた。

　などと思い返しつつ、オレは腕を組んで質問を続ける。

「もしかしてだけどな、新しいメイドさんのことと、お前がうちに来たこととなにか関係でもあるのか？」

「はい。彼女がうちに来る前に、一度ルナさん達のことを見ておきたかったんです」

「……ルナ達のことを？」

　オウム返しにそう訊たずねるオレに、かおるんは首肯で返し、言葉に想おもいを滲にじませる。

「ずっと考えていた事があるんです。わたくしはその答えを見つけるために来ました。このうちにいれば、ルナさん達の姿を見ていれば、きっと何かわかるはずなんです」

　真しん摯しで真まっ直すぐな瞳ひとみ。そこにウソや冗談の色は微み塵じんも感じられなかった。けれど彼女はふと瞳を揺らし、「ですから忍様」と躊躇ためらいがちに言葉を続ける。

「ご迷惑かも知れませんが、しばらくこのうちに置いて頂けないでしょうか？」

「お前のことを迷惑だなんて、本気でそう思ったことは一度もないよ」

　多分、かおるんなりに色々と悩んでいたんだと思う。正直、詳しい事情はわからない。しかし、それは彼女が自分から話してくれるまで待てばいいだけだろうし、そもそもそんなことを聞かなくても、はじめからこちらの答えは決まっている。

　オレは迷いなく頷うなずいて返し、彼女の目をしっかりと見つめた。

「気の済むまでうちにいてくれていい。なにかあったら遠慮なくオレに声を掛けてくれてもいい。ただ、その代わりと言ってはなんだが──ひとつだけ条件がある」

「……わたくしにエッチなことをするつもりですね」

「そう、お前にいやらしいことを強要する──わけないだろうが。ひとが真面目まじめに話しているときに冗談をぶっ込んでくるなよ。間違ってもそんな条件は出さないから安心しろ」

「忍しのぶ様、別に強がらなくてもいいんですよ？」

　先程までの真剣な面持ちはどこへやら。なにを勘違いしたのか、かおるんは微かすかに頬ほおを上気させ、その表情を艶つややかなものに変える。

「今日からわたくしもこの部屋に住まわせて頂いて、夜には一緒のお布団で眠るわけでしょう？　ですから忍様が望まれるのでしたら……わたくしの口や胸やお尻しり、身体からだのどんなところでも好きに使ってくれていいんですよ？　いつでもどこでも構いません」

　色っぽい微笑ほほえみと共に前まえ屈かがみとなり、両腕を使って胸元を強調させはじめるかおるん。

　なかなか刺激的な仕草である。両腕に挟まれた美乳はむっちりと形を変え、そのまま悩ましくサイズアップ。さらに、かおるんは弾力感を見せつけるかのように自身の乳房を柔らかく揺らし、上目遣いにこちらを見つめてくる。

「ふふ、これから毎日、お姉さんが優しくご奉仕してあげますからね」

















「……盛り上がっているところ悪いが、これから毎日、お前は客間で生活してくれ。それがオレからの条件だ。お前と同じ部屋にいると身の危険を感じるからな」

　というよりも、こんな蠱こ惑わく的な女性と一緒に寝たりしたら、やはり色んな意味でオレがもたないと思う。だがそれを悟られぬよう言葉尻じりにジョークを乗せたところ、かおるんは小さく唇を尖らせてぷいっと背中を向け、自分が持参してきた旅行バッグに手を伸ばした。

「……わたくしはそろそろルナさん達にも挨あい拶さつをしてきますが、忍しのぶ様がそんないけずなことをおっしゃるのなら、もう夜よ這ばいになんて来てあげませんからね。あとで泣いても知りませんよ？　エッチなサービスもなしです。ただ……」

　歩みを進めた先。扉の前でくるりと振り返り、かおるんは色っぽく投げキスをひとつ。

「もしわたくしのことが恋しくてたまらなくなってしまったら、いつでも部屋に遊びに来て下さい。そのときには……たくさんサービスしてあげてもいいですよ？」

　そう言われても返答に困ったので、とりあえず愛想笑いで誤魔化しておいた。けれどかおるんは特に気にした様子もなく、今度はセクシーにウインクをして部屋を出て行き、残されたオレは自室のベッドに腰を下ろし、小さく肩をすくめた。

　五ご行ぎよう家の変態メイドことかおるん。もちろん彼女のことは嫌いじゃない。しかし悪戯いたずら好きの彼女のことだ。またとんでもないことをしでかす可能性は高いだろうし、ひょっとしたらこれからさらに楽しく……いや、騒がしくなって大変かも知れない。

　と、嫌な予感を覚えつつも、オレは緩みそうになる頬ほおを抑えることができなかった。








第一章　アルバムの中のふたり



　……どうやら先日の嫌な予感は外れてしまったらしい。

　確かにはじめのうちは、かおるんが泊まりに来たこともあって少々騒がしかった。ただこの数日の間、うちで明るく暮らすルナたちを目の当たりにしてなにを思ったのだろう？

　時折かおるんは表情を曇らせることがあり、さらにいつもみたいな悪戯を仕掛けることもなく、気がつくとよくひとりでため息をついていた。

　明らかに様子がおかしい。そして歯は痒がゆいことにその理由がよくわからない。けれど少しでも元気付けてやれればと思い、とある日の午後。オレはお勧めの小説を四冊ほど小こ脇わきに抱え、自室を出てかおるんが寝泊まりしている客間へと足を伸ばした。

　確かかおるんも本が好きだったはずだ。読書で多少なりとも気が紛れればいい。そう考えて客間に来てはみたものの、タイミングが悪かったのか、部屋にかおるんの姿はなく、ふと玄関のあたりから扉が閉まるような音が微かすかに聞こえてきた。

　……誰だれか出掛けたのか？　ちょっと気になって足を向けると、なにやら今度はリビングからルナとマキナの話し声が聞こえてきた。

　ふむ、とりあえずかおるんがどこにいるのかふたりにも訊きいてみよう。オレはリビングの扉を開け、「なあ、かおるんなんだけど……」と声を掛けようとしたのだが、思わず言葉が途中で止まった。一応だが予想通りリビングにはふたりの女性の姿。

　ひとりは輝く容よう貌ぼうの金髪美女ことルナ。清せい楚そな雰囲気に似合わず、彼女は悪魔だったりもするが、我が家の頼れるお姉さんであることに変わりはない。

　また、もうひとりの赤髪の女性、目の覚めるような美び貌ぼうの彼女はマキナ・リーベライ・オランジェロ。ルナの義理の妹であり、半人半魔の悪魔。そして我が家の住人でもある。

　が、彼女たちは一体なにをやっているのだろう？

　リビングであるのにも拘かかわらず、ルナは身に纏まとっている上着を大胆にも捲りあげており、白のブラジャーに包まれた量感たっぷりの乳房が露あらわになっている。こうして横から見ると豊かな胸の膨らみがよくわかるわけだが、目線は自然とマキナの手元へと移っていった。

　果たしてこれからなにをするつもりなのか、ルナの背後に回っているマキナ。彼女はルナのブラジャーに手を掛けている上に、よく見たらブラのホックが見事に外れていた。

　……かおるんを捜していただけなのに、こいつはとんでもない場面に出くわしてしまったな。うっかり抱えていた小説たちを床に落としてしまったところ、ルナとマキナはこちらを認めるや否や揃そろって目を瞬しばたかせ、そのまま互いに動きを止める。

　一方オレは敢あえて曖あい昧まいな笑みを作り、冗談半分でふたりから目を逸そらした。

「……すまん。邪魔をしたな。どうぞごゆるりと」

　言いながらリビングのドアを半分ほど閉め、チラリと様子を窺うかがったところ、案の定ふたりは見る見るうちに赤くなり、いち早くルナが裏返った声をあげた。

「待ってください忍しのぶさん！　なにか勘違いをしていませんか！　これは薫かおるさんが──」

「ちょ、ちょっとお姉さま、そんなに動いたらブラが──あっ……」

　ブラのホックが外れている状態のまま、オレを止めるためか勢いよく振り返るルナ。

　察するによほど慌てていたのだろう。マキナの制止も虚むなしく、ルナの動きに合わせてたわわな果実が刺激的に揺れ動き、ぷるんとブラからこぼれるようにして顔を出す。

　もう隠すものはなにもない。大ぶりのメロンを彷ほう彿ふつとさせるふたつの丘。まろやかな乳房は重力の干渉を受けていないのか、なんとも誇らしそうにそそり立ち、その頂では可か憐れんに色づいたピンクの蕾つぼみが……って、状況も忘れて見とれている場合ではなかった。

　さすがにこれはまずい。おそらくマキナもオレと同じことを考えたのだろう。彼女はさっとブラのホックから手を離し、後ろから鷲わし掴づかみにするようにしてルナの胸を隠した。

　しかしルナの乳房は圧倒的なボリュームを誇っている。当然ながらマキナの小さな掌に収まるわけもなく、瑞みず々みずしい上乳や下乳が露出したままだった。

　……かなり際どくあでやかな手ブラである。

　きっとマキナも動揺していたに違いない。彼女が手を離したことで白のブラがはらりと床に落ち、さらに両胸を掴つかまれたせいか、ルナがびくんと細い肩を震わせた。

「やぁん……マキナ……そんなにぎゅっとしたら……うぅん……」

「あっ、ごめんなさいお姉さま、痛かった……って、すごいわねこれ」

　謝罪の途中で軽く目を見張り、小さく感嘆の声をもらすマキナ。なにやら両胸の感触に心を惹ひかれたらしく、彼女はルナの肩に顎あごを載せ、弾力を確かめるように、手ブラの状態のまま豊満な乳房をたゆんたゆんと揺らしはじめ……もはやあまり手ブラの意味がない。

　柔らかな乳房は波打つように揺れ惑い、マキナの手の隙すき間まから時折ピンクの蕾つぼみが誘うようにチラリと顔を覗のぞかせている。多分ルナもそれに気づいたのだろう。恥じらうように頬ほおを染めながらも、やんわりとマキナをたしなめる。

「んぅ、マキナ、もうおっぱいに悪戯いたずらしちゃダメですよ。忍しのぶさんに見られちゃいます」

「大丈夫よお姉さま。どうせ忍のことだから目を逸そらして──って、ガン見してる!?」

　……はい。見てました。ごめんなさい。ついかおるんのことを訊きくのも忘れ、悩ましい膨らみに魅了されていたところ、マキナはオレへと視線を移し、わずかに声を低くする。

「……あたしが言うのもなんだけど、さっきから忍はドアの前でなにをしているの？」

「見ての通り芸術品の鑑賞中だ。悪いが静かにしてくれ。気が散ってしまう」

「あっ、邪魔してごめんなさい。どうぞごゆっくり──なんて言うわけがないでしょう！　なにが鑑賞よ！　ふてぶてしい顔をしてお姉さまの胸を見ているだけじゃない！　もう部屋に入るなら入るでいいから、早くドアを閉めて後ろでも向いてて！」

　……部屋に入ってもいいのか。なかなか寛大な処置だ。少し驚きつつも、オレは「ほんとすいませんでした」と頭を下げて背中を向け、言われた通りリビングの扉を閉める。そのついでに先程落とした小説たちを拾い、当初の予定通り後ろのふたりに質問を投げた。

「なあ、いつものようにいちゃついているところ悪いんだけど、お前らかおるんを見なかったか？　部屋にもいないみたいなんだが……」

「えっと、別にいちゃついているわけじゃないんですけど……入れ違いになっちゃったのかも知れませんね。薫かおるさんならいまさっき出掛けちゃいました」

　そいつはなんとも間が悪い。こちらが胸中でため息をつく中、話している間に着替えを済ませたらしく、ルナが「忍さん、もうこっちを向いてもいいですよ」と声を掛けてくれたので、ひとまずオレは扉の前で振り返る。

　と、何な故ぜかルナもマキナも微妙に表情を翳かげらせていた。

　どうかしたのか？　怪け訝げんに感じながらも、一いつ旦たんオレはリビングのソファーに腰を下ろし、持っていた小説たちをテーブルの上に置いていたところ、ふたりは顔を見合わせたのち、ルナが「あの忍さん」と控え目に切り出した。

「さっきマキナとも話していたんですけど、やっぱり最近の薫さん、少し変ですよね？」

「まあ確かに、最近は変態メイドというよりも、憂いを帯びた綺き麗れいなお姉さんみたいになっているからな。妙な悪戯を仕掛けることもないし……」と、ルナに同意するように言葉を返したところ、傍そばにいたマキナも心持ち眉まゆ尻じりを下げ、「そうよね」と口を挟む。

「少し前まで薫かおるもリビングにいたんだけど、やっぱり元気がないように見えたのよ。それでお姉さまが『どうしたんです。大丈夫ですか』って声を掛けたの。そうしたら……」

　一度言葉を止め、マキナはため息混じりに続ける。

「なにを思ったのか、薫ったら『わたくしならちゃらへっちゃらです』なんて冗談めかして、いきなりお姉さまのブラのホックを外したのよ」

「……あいつは服の上からホックを外したのか？　だとしたらすごいテクニックだとは思うが、かおるんにしては下手な誤魔化し方だな」

　しかしなるほど。それでマキナがブラをつける手伝いをしていたわけか。胸中でオレがひとり頷うなずく中、どうしてかマキナは沈んだ面持ちで声を落とす。

「下手な誤魔化し方でも、あたしは気づかなかったのよ。つい普段みたいに『なにをしているのよ！』って怒っちゃったの」

「いや、そんな落ち込まなくても、別に注意ぐらいしてもいいと思うぞ？」

「でもあたしが怒ったら、あの薫が冗談も言わないで素直に頭を下げたのよ？　その上しょんぼりしながら『お詫わびに夕食の買い出しに行ってきます』とか言って止める間もなく出掛けちゃったの。なんだか注意したこっちまで申し訳なくなっちゃったわよ」

「……かおるんがそんな風だと、確かに調子が狂うな」

　軽く肩をすくめてマキナに相あい槌づちを打ち、オレは腕を組んで天井を見上げる。

　さて、マキナの話によるとかおるんは夕食の買い出しに行ったみたいだが……やはり近くの商店街だろうか？　それなら散歩ついでに様子を見に行ってみよう。もしかおるんに会えたら荷物運びを手伝えばいいし、会えなかったら本屋にでも寄ればいいだろう。

　などと考えていたところ、なにやらルナがテーブルに置いた小説たちに目を落としていたので、「気に入ったのがあれば、一冊持っていってもいいぞ」と声を掛けたのち、オレは早々に家を出て商店街に足を伸ばした……。



　どこか物憂うげな夕暮れ時。オレンジの淡い空の下、オレはひとり家路を辿たどる。

　あれから家を出てはみたものの、スーパーや商店街でかおるんとすれ違うこともなく、用事もないのに携帯で連絡を取るのもどうかと思い、仕方がないので本屋に顔を出し、こうして帰宅したわけなのだが……今度はどこで入れ違いになったのだろう？

　買い出しから戻ってきたところらしく、視線の先ではスーパーの買い物袋を手にしたかおるんの姿。しかし彼女はなにをやっているのか、うちの門から覗のぞき見るようにして、じっと我が家の庭の様子を窺うかがっている。

　なんだか不審者みたいだな。苦笑をもらしてオレが歩みを進めたところ、かおるんもこちらに気づいたようだ。ふと彼女はオレに視線を移し、そのまま小さく会釈をひとつ。

「おかえりなさいませ忍しのぶ様。お出掛けだったんですね」

「ああ、ずっとお前の笑顔を捜していたんだ」

「はあ、それはご苦労様です……」

　え？　なにその反応？　普段のようにこちらの冗談に合わせることも鋭い突っ込みを入れることもなく、気のない返事と共に覗のぞき見を再開させるかおるん。一体なにを見ているんだ？　少し興味を惹ひかれ、オレも彼女に倣うようにして庭先へと目を向ける。

　ちなみに、現在我が家の庭にはルナが製作した花壇があり、おそらく手入れの最中なのだろう。かおるんの視線の先を追うと、庭の花壇の前には笑顔のルナ。また、彼女の隣で明るく微笑ほほえむ銀髪の少女の姿が見えた。

　夕日を浴びて輝く銀の髪。それをツインテールに纏まとめた少女はエルニ。我が家のボケ担当かつムードメーカー。そして優しい次女でもある。

　そんなエルニはルナと一緒に花壇の前で腰を屈かがめ、どうやらふたりで談笑を楽しんでいるようだ。こちらが様子を見守る中、ルナはエルニに目を向け、笑顔のまま声を弾ませる。

「いまから楽しみですね。きっと春にはたくさんの花が咲いてくれると思いますよ」

「たくさん咲くのか。それは本当に楽しみだな。ところでその花……食べられるのか？」

「エ、エルニちゃん？　そんな風にじっと見てもダメですよ？　お腹なかを壊しちゃったらどうするんです？　お願いだから食べないでくださいね？」

　ちょっぴり慌てつつも、ルナはやんわりとエルニに言葉を掛ける。

「せっかく咲いてくれるんですから、食べるよりも見て楽しみませんか？　おうちの庭に花が咲くんですよ？　明るくて華やかになって素敵だと思うんです。それを見て忍さんたちが笑ってくれたらって考えると、すごく幸せな気持ちになりませんか？」

「う～ん、今ちょっとその絵を想像したら、なんかこう、急に春が待ち遠しくなってきたぞ！　まあ、わたしの頭の中はいつでも春なんだけどな！」

「暖かくていいですね」

「う、うん！　ぽかぽかしていていいんだぞ！　そのうち頭の中でも花が咲くかもな！」

　にっこりと笑顔でエルニのボケをスルーしたルナ。おそらく本人に悪気はないのだろうが、エルニは曖あい昧まいに笑い、「それよりも」とぎこちなく話題を変えた。

「ルナはよく花壇の手入れをしているけど、やっぱり花が好きなのか？」

「はい。心を込めてお世話をしたら、花も綺き麗れいに咲いてくれるでしょう？　ちゃんと気持ちに応こたえてくれているみたいで、なんだかそれが嬉うれしいんです」

「ルナの気持ちにならわたしだって応えるぞ？　わたしのことも心を込めて愛してくれ」

　花に対抗するように、ぎゅっとルナに抱きつくエルニ。

　なにやらクリスマスの日を境に、あんな風に彼女もオレたち家族とスキンシップを取る機会が増えてきたような気がする。そんなエルニの変化を受け、抱擁に応じるみたいにルナは彼女の頬ほおに軽くキスをひとつ。続いて満面の笑みを浮かべた。

「エルニちゃん、実は私、花は見るのも育てるのも大好きなんですよ？　エルニちゃんは向日葵ひまわりの花みたいですから、ずっとこうして傍そばで見ていたいです」

「それだと忍しのぶに嫉しつ妬とされちゃいそうだけど……そうか、花を見るのも好きなのか」

　小さく相あい槌づちを挟み、エルニは顎あごに手を当てたのち、声音にぬくもりを溢あふれさせた。

「それならルナにも見せてあげたいな。わたしはこれまで世界各地を旅してきたんだけどな、ある所で綺き麗れいな向日葵畑を見たんだ。明るい黄色の花が辺り一面に咲き誇っていて、まるで太陽の笑顔みたいに思えて、今でも覚えている。こんなにも大きな向日葵畑なんだ」

　両手を目一杯に広げ、エルニは頬を緩めて「他ほかにも」と夕暮れの空を見上げる。

「鮮やかなチューリップ畑。なずなが好きそうな、猫がたくさんいるお城。夕日が今みたいな橙だいだいじゃなくて、本当に真っ赤に見える国。世界には素敵な場所がいっぱいあるんだ。わたしが見てきた大好きなものを、皆にも見せてあげたいな。今度は皆と一緒に見たいな」

　穏やかに言葉を紡ぎ、ふと口を閉ざしたかと思ったら、エルニは「そうだ」と声をあげて勢いよく立ちあがり、そのままルナに笑顔を向ける。

「なあルナ、今ちょっと思ったんだけどな、いつか皆で海外旅行に行かないか？　忍たちが高校を卒業するときでもいいし、それに大学生の休みは長いんだろう？　この先旅行を楽しむ機会はたくさんあると思うんだ」

「ふふ、そうですね。私もエルニちゃんが大好きなものを見てみたいです」

「そうか！　それなら絶対に見せてあげるからな！　忍にルナにマキナ、なずなと巴ともえお母さんと一緒に家族旅行だ！　もちろん聖ひじりとかおるんも誘うぞ！　ちなみに旅費の心配ならいらない！　わたしがお金を稼いで何とかするからな！　大好きな皆にプレゼントだ！」

「えっと、でもエルニちゃんひとりだと大変でしょう？　よかったら協力させてください。私も忍さんたちになにかお返しがしたいです」

「よし！　それじゃあ二人で協力しよう！　家族旅行でもいい思い出をいっぱい作ろうな！　ふふ、それで最初はどこから行こう？　お勧めの場所がいっぱいあって迷うな……」

　柔らかな朱の陽が差し込む庭先。夕日に照らされながら互いに笑みを絶やさず、花壇の前で談笑を続けるルナとエルニ。そんな姉妹のようなふたりの姿を見て……やはり思うところがあったのだろう。

「……エルニさんは、少し変わりましたね」

　門の前で足を止めたまま、かおるんはぽつりとこぼす。

「前までなずなちゃんのことは友達みたいに、『なずにゃん』と呼んでいましたが、今は妹に接するように名前で呼んでいます。巴さんのことも『お母さん』と呼んで、たまに甘えるように抱きついたりして……エルニさんも、このうちの家族になれたんですね」

「わりと時間は掛かったけどな」

　頬ほおを緩めてそう口を挟むと、かおるんはこちらに視線を移し、どこか淡く微笑ほほえんだ。

「忍しのぶ様はすごい人と家族になれましたね。きっとエルニさんなら、家族にも色んなことができるんだと思います。一緒に笑ったり泣いたり、時には家族を支えたり、それにあの明るい笑顔が待っていると考えたら、それだけで毎日うちに帰るのが楽しくなりそうですね」

「……お前も、エルニに負けてないと思うぞ？」

　オレがルナたちのことを自慢の家族だと感じているように、聖ひじりもかおるんのことを大切な姉だと考えているに違いない。それは自信を持って言える。しかしオレの言葉は、いまのかおるんにとって負担にしかならなかったのかも知れない。

「ダメなんですよ……」

　力なく首を横に振り、彼女は手に持っていた買い物袋を強く握り締める。

「わたくしは……エルニさんやルナさんたちみたいには……なれそうにありません」

　掠かすれかけた小さな声。いまにも崩れそうな微笑み。こちらがなにか言葉を掛けるよりも早く、会話を打ち切るようにかおるんは庭先へと足を伸ばしていく。

　と、そこで、ルナもエルニも彼女に気づいたらしい。

　ふたりは揃ってかおるんへと駆け寄り、『おかえり』という言葉のあと、夕食を話題にそれぞれ口を開き……それは一見和やかな光景のようにも思える。けれど、かおるんはどこか羨うらやむようにルナたちを眺めていて、彼女の表情が晴れることはなかった……。



　……元気付けるどころか落ち込ませてどうする。

　先程のかおるんとの会話を思い返して少し反省。庭先で日課の稽けい古こを終えて気持ちを切り替えつつ、今度こそかおるんに小説でも勧めてみようと考え、オレは客間へと足を運ぶ。

　ちなみにその途中、昼間リビングに置いていた四冊の小説。そのうちの一冊を借りたと、ルナが声を掛けてくれ、なんでも彼女は夕食の支度をかおるんに代わって貰もらったらしいのだが、まあそれはともかく。問題はまたしてもかおるんが客間にいなかったということだ。

　一応軽く家の中を見て回ったものの、彼女の姿が見当たらず、仕方ないので小説を抱えてひとまず自室に戻ったところ……なにやら電気が点ついている上に人の気配までした。

　……誰だれかいるのか？　首をひねりながら気配を辿たどると、どうやらこんなところにいたようだ。さっきまで捜していたかおるん。彼女は部屋のベッドに潜り込み、オレの枕まくらに頬を預け、心なしかほんわかと口元を緩めていた。ちょっぴり幸せそうである。

　思わず苦笑をこぼして歩みを進めたところ、彼女はオレに気づいてもベッドから出ることもなく、枕に頬を預けたままどこかぼんやりと口を開く。

「いらっしゃいませ忍様。少々狭いところですが、どうぞ遠慮なくおくつろぎ下さい」

「……なかなかご挨あい拶さつだなお前は」

　少し狭くても愛いとしのマイルームなんだよ。というか、お前はひとのベッドでなにをやっているんだ？　なんて突っ込みは控え、オレは心持ち柔らかく言葉を続ける。

「しかしどうしたんだ？　こんなところで休憩中か？」

「はい、エッチな意味でのご休憩中なのです──と、言いたいところなのですが、実はここのところ色々とありまして、わたくしはいま傷心中なんです。ですから癒いやしを求め、こうして忍しのぶ様の甘い匂においに包まれているというわけですね」

「程々にしてくれよ？　お前の匂いが移ったら寝るときにドキドキして困るからな」

「……忍様、もうちょっと気の利いたことが言えないんですか？」

　これでも気を遣ったつもりなのだが、かおるんは小さく唇を尖とがらせてしまった。

「わたくしがこんなにも傷ついているんですよ？　ここはわたくしをがばっと抱き寄せながら、『薫かおる、匂いなら直接かぎな』とワイルドに迫るところでしょう？」

「あ、いや、でもさっき稽けい古こで汗をかいちゃったから……」

「それでは『愛してるぜ薫』と艶つややかに囁ささやき、優しくおでこにキスしてください。この際ですからおっぱいにキスでもいいです」

「悪いんだけど、今日は不思議とお尻しりの気分なんだよ」

「わたくしとしてはそちらの方が嬉うれしいですね」

「……もう返す言葉もなくなっちまったよ」

　そしてそのまま会話もなくなった。

　普段のように冗談を飛ばしてくるかおるんだったが、彼女の声には張りがなく、そのせいかこちらの突っ込みもボケも冴さえないままだ。オレは苦笑を濃くしつつ、一いつ旦たん抱えていた小説を机の上へと移す。それからベッドの端に腰掛け、そっとかおるんに手を伸ばした。

　本人は傷心中だと口にしていたが、どう慰めたらいいのかよくわからない。ただ無言で頭を撫なでてやることしかできなかった。それでもかおるんは微かすかに頬ほおを染め、掛け布団で顔を半分程隠しつつも特に抵抗はせず、しばしの間のあと、小さく言葉を紡ぐ。

「……忍様、こう見えてもと言いますか、見ての通りわたくしは大抵のことはそつなくこなす、頭脳明めい晰せき、眉び目もく秀麗、スポーツ万能の完かん璧ぺきメイドでしょう？」

「多少遺憾ではあるが、確かに否定はできないな」

「そうでしょう？　ですからなんでも出来るはずなんです。けれど、なりたいものにはなれそうにありません。このうちに来たらなにかわかると思ったんですが……わかったことといえば、自分に足りないところばかりでした」

　微かに声を落とし、かおるんは少しだけ寂しそうに目を細める。

「わたくしも、もっと変わりたいんですけどね」

「……お前なら、別に無理して変わる必要はないんじゃないのか？」

「ですがエルニさんは変わられましたよ？　ルナさんもマキナもそうです。皆さんはこのうちのお姉さんになられました。その変化は、忍様にとっても嬉しいものだったはずです」

　どこか力なく反論して、掛け布団の裾すそをぎゅっと握り、

「きっと聖ひじりちゃんだって、もしわたくしがルナさんたちのようになれたら……」

　滲にじみかけた表情を見られたくなかったのだろう。すっと掛け布団を上げて完全に顔を隠してしまうかおるん。彼女はそのままわずかな間だけ口を閉ざしてはいたものの、場の雰囲気を変えるように、不意に布団越しからわざとらしいため息をついた。

「もう色々とあって自己嫌悪で泣きそうになって、勢い余って忍しのぶ様の部屋に来てみたんですが、気がつくとエッチな本はないかと探索していました。わたくしも重症ですね」

「お前の場合は重症なんだか正常なんだかよくわからないな」

「……普段のわたくしなら、エッチな本よりも先にベッドに行くところですよ？　ただ、最近は聖ちゃんから『元気にしているかな？』なんてメールがよく来ますから……」

「あの犬の絵文字が入っているやつか？」

「はい。あの可愛かわいらしいメールがよく来るんです。それで落ち込んでいることがバレないように、『忍様の部屋に隠されたエッチな本を朗読中。ナウ』なんてメールを送りたかったのですが、どこをどう探しても肝心のお宝が見当たりませんでした」

「この部屋にオレ以上の宝はないということだ。残念だが諦あきらめろ」と、ジョークめかして言葉を返したところ、どうしてか布団越しにかおるんが不満そうな声をあげた。

「もうがっかりです！　それでは思い通りのメールが打てない上に、聖ちゃんに忍様の趣味を教えてあげることもできないではありませんか！　一体どうしてくれるんです！」

「……逆に聞くが、オレにどうしろというんだ？」

「これから聖ちゃんに、『忍様のベッドでご休憩中。ナウ。忍様が隣で優しく頭を撫なでてくれています。今夜は眠れそうにありませんね♡』というメールを送りますので、どうかそれを笑顔で黙認して下さい」

「布団の中でなにをしているんだよお前は。波乱万丈な予感しかしないからやめてくれ」

　だけどまあ、これだけ冗談が言えるのだ。そろそろ大丈夫だろう。オレは突っ込みと同時に手を伸ばし、勢いよく布団を引ひっ剥ぱがす。と、予想に反してかおるんの手に携帯はなく、代わりに彼女は胸に一冊のアルバムを抱いていた。

　さっきから隠し持っていたのだろうか？　アルバムに目を落とすと、『忍君の儚はかなくも切なく美しいようなそんなメモリーズ　序章編　～爆誕から早数年、思い出は伝説に変わるかも知れない～』などと父さんが適当に銘打った長いタイトルが確認できた。

　そんなアルバムを胸に抱いたまま上体を起こし、かおるんは控え目に口を開く。

「先程エッチな本を探しているときに発見したのですが、よろしければ舐なめるようにして見てもいいですか？」

「……普通に見る分には構わんぞ？」

　というか、勝手にエロ本の探索はしても、アルバムを見るときはちゃんと許可を求めるんだな。礼儀があるのかないのか微妙だが、とりあえず頷うなずいて応じると、かおるんは興味津々な様子でアルバムを広げ、オレは微苦笑混じりに彼女の手元を覗のぞき込んだ。

　するとアルバムには在りし日のオレの姿。おそらく五、六歳ぐらいの頃ころだろう。幼い日のオレがまるで天使の如ごとく微笑ほほえんでいたわけなのだが、その写真を見てなにを思ったのか、かおるんは不思議そうに小首を傾かしげた。

「これは忍しのぶ様のアルバムなんですよね？　初っ端から忍様が写っていませんよ？　こちらのプリティーな男の子はどなたなんです？」

「ちょっとこっちを向いてみろ。そうすればそのプリチーな少年にすぐ出会える」

「……歳月は残酷ですね。なんですかその魔王みたいな顔は。キュートの欠片かけらもありませんよ？　まあ、わたくしはいまの忍様の方が好きなんですけどね」

　こちらに目を向け、暴言を吐きつつもウインクをひとつ。続いて彼女は手元に視線を戻し、ゆっくりとページを捲っていき……アルバムを眺めながらくすりと笑みをこぼした。

「なんだか、なずなちゃんと一緒に写っている写真が多いですね。家の中でも外でもなずなちゃんが隣にいて、よく忍様に抱きついています」

「あいつは昔から、『お兄ちゃんがいないとはじまらないの』なんてよくわからないことを言って、しょっちゅうオレの後ろをくっついてきたからな」

　こちらが温かく相あい槌づちを挟む中、かおるんはアルバムを眺めたまま笑みを濃くして、声音にぬくもりを乗せる。

「きっと少しでも長くお兄ちゃんの傍そばにいたかったんでしょうね。写真の中で忍様と一緒にいるとき、なずなちゃんはいつも幸せそうに笑っていて……って、あら？　この写真だとなずなちゃんが大泣きしていますよ？　なにかあったんですか？」

　はたとページを捲めくる手を止めるかおるん。彼女の視線を追うと、確かに写真の中でなずなが大きく口を開け、瞳ひとみからとめどなく涙を溢あふれさせていた。そしてなずなの傍にいる少年。幼い頃のオレは何な故ぜか涙目で妹の頭を撫なでていて……どうにもクールじゃない。

　なんでオレまで泣きそうなんだよ？　ちょっと呆あきれて写真を眺めていたところ、ふと当時の記憶が蘇よみがえり、思わずオレは軽く噴き出してしまった。

「これはあれだ、オレが蜂はちに刺されたときのやつだな。そういやあのとき、なずなが『お兄ちゃん！　蜂さんだよ！　いまから人を刺すぜみたいな目でこっちを見ているの！』とか叫んで、慌ててオレのところまで逃げて来たんだったっけ……」

「なずなちゃんは子供の頃から面白い娘こだったんですね」

「ちょっとアホだけどな。もっとも、あのときはオレの方がアホだったか」

　当時のことを思い出しているうちに、自然とため息がこぼれた。

「正直オレも蜂は怖かったんだが、やっぱり妹の前だからな。見み栄えを張って『いいかなずな、蜂は人を刺す前に一度警告する。その警告さえ見逃さなければ大丈夫だ。問題ない』なんて聞きかじった知識をひけらかしている間に……思いっ切り蜂はちに刺された」

「それはなんと言いますか……残念でしたね」

「ああ、格好悪い上に滅め茶ちや苦く茶ちや痛くてな、色んな意味で泣きそうになっていたら、なずなが顔を蒼あおくして『お兄ちゃんが死んじゃうよお！』とか言って大泣きしちまって、そのとき傍そばにいた父さんが……大爆笑して写真を撮った」

「なかなか愉快なお父様だとは思いますが……」

　微苦笑と共に再び写真に目を落とし、かおるんは穏やかに言葉を続ける。

「なずなちゃんが泣いてしまうのも無理はありませんね。大好きなお兄ちゃんになにかあったらって考えたら、もうどうしていいのかわからなくて、心配で仕方がなくて、それでこんな風に涙を……」

　不意に柔らかな表情から一転。オレが蜂に刺されてなずなが大泣きしている写真。それを眺めながら表情を変え、今度は無言でアルバムに目を通していくかおるん。そんな彼女の反応に少し戸惑いを覚え、オレは首をひねってかおるんに声を掛けた。

「……急にどうしたんだ？　そんな真顔で見るものじゃないと思うぞ？」

「あっ、いえ、少し昔のことを思い出しまして……」

　そう返事をしつつも顔を上げることはなく、かおるんは目を凝らして写真を眺め続けていて……その後オレが小説を勧めてみてもあまり興味を示してくれず、彼女は夕食の時間まで何度もアルバムを見返していた。しかしなにがそんなにも気になったのだろう？

　アルバムを見てからというもの、かおるんの様子がますますおかしくなってしまった。

　夕食の席ではずっと上の空。ルナたちに話し掛けられても、彼女は気のない生返事ばかりを繰り返し、それから夕飯もほとんど残してしまい、なにか考え事でもしていたのか、お風ふ呂ろでのぼせてしまったりと……もうこちらとしても心配で堪たまらない。

　けれどやはり考え事をしているらしく、オレがなにを言ってもあまり効果はなかった。相変わらず彼女は生返事でしか応じてくれず、結局オレは「なにかあったらいつでも声を掛けてくれ」とだけ言い残して自室に戻り、ベッドの上で先程のアルバムを広げる。

　……このアルバムがどうしたというんだ？　アルバムを見てからかおるんはおかしくなってしまった。どうにも少し気に掛かる。彼女の不調の原因を探るべく、オレは眠りにつくまでベッドの上でアルバムに目を落としていた……。
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　昔のアルバムを眺めていたせいか、久しぶりに子供の頃ころの夢を見た。

　妹と比べて武術の才能もなく、ひどく弱い自分。爺じいちゃんの道場でいじめられて、そこから逃げ出した先でも……変わらずオレは弱いままだった。

　自分のせいでなずなが交通事故に遭って、お見舞いに来てくれた大切な幼おさな馴な染じみも傷つけて、今思えば、そんな自分が許せなくて、悪魔を呼ぼうだなんて考えたのかも知れない。

　もちろんなずなを助けて欲しいという想おもいはあった。それは間違いない。けれど願いを叶かなえて貰もらう事と引き換えに、悪魔に魂を要求されてもいいと、そう思ったのも事実だ。

　爺じいちゃんの道場でみんなに期待されていたなずな。父さんと同じ天才。

　そんな妹が病院のベッドで眠ったまま目を覚まさず、代わりに才能の欠片かけらもなく役立たずの自分が無駄に生きていて……だから思ったんだ。オレが事故に遭えばよかったのに。こんな自分なんて消えてしまえばいいって……。

　あのとき呼び出した悪魔、ルナにもそう話した。

　魂なら持って行ってもいい。また妹が笑ってくれるのなら、オレはそれで構わない。それにみんなだって、オレなんかよりも、なずなが笑っていた方が……。

　弱い自分が許せなかった。自分の代わりに妹が笑ってくれたらそれでいいと本気で思っていた。だけどルナはなずなだけじゃなくて、オレのことも救ってくれたんだ。

　──大丈夫ですよ。もう、大丈夫ですからね。

　頭を撫なでてくれる手が優しくて、抱き締めてくれたときのぬくもりに胸が熱くなって、掛けてくれた言葉が嬉うれしくて……涙が溢あふれて止まらなかった。

　彼女がくれたもの。胸を満たしてくれた言葉。温かなあの言葉。情けないことに一度はそれを忘れてしまったけれど、もしかしたら心のどこかでは覚えていたのかも知れない。

　自分が消えてしまってもいいだなんて、もう二度と思うことはなかった。

　あの日、ルナがオレにくれた言葉は──。
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　う～ん、あのときルナが掛けてくれた言葉は……ん？　なんか変だな。さっきから微妙に身体からだが揺れているような気がする。その上どこか遠くで誰だれかの声が響いているようにも思えたが、まあそれは別にいいだろう。それよりも、あの日ルナがくれた言葉は……。

「──そろそろ起きて下さらないと、身体中にキスしますよ？」

　なにやら夢の中のルナが急に大胆になってしまった──わけでもないな。

　誰かに声を掛けられ、淡いまどろみから意識が覚かく醒せい。瞼まぶたの裏に光を感じて目を開けたところ、消したはずの部屋の電気が点ついており、一体いつ侵入してきたのか、視線の先でかおるんが軽くこちらの肩を揺さぶっていた。

　……なんの用なんだろう？　ちょっと気け怠だるくベッドの上で上体を起こし、そのまま壁時計に目線を移すと、時刻は真夜中の十二時を回っている。道理でまだ眠いわけだ。オレは欠伸あくびを噛かみ殺しつつ、かおるんに寝ね惚ぼけ眼まなこを向けた。

「こんな時間にどうしたんだ？　夜よ這ばいにでも来たのか？」

「わたくしがそのつもりでしたら、いまごろ忍しのぶ様は全裸です」

「……風邪を引いちゃいそうだな」

「大丈夫ですよ忍様、その時はわたくしが自慢の肌で心身共に温めて差し上げますからね」

「はは、今度から寝る時には部屋に鍵かぎを掛けることにする」

　なんて冗談を交わしつつ、ふと寝る前の事を思い出し、オレは何気なく言葉を続ける。

「そういやお前、なんか考え事をしているみたいだったけど、それはもういいのか？」

「いえ、いくら考えてみてもモヤモヤが止まらないだけでしたので、思い切って行動を起こす事にしたんです。というわけで忍様、少し付き合って下さい。これから外に出ます」

「……あと五分だけ寝かせてくれない？」

「忍様、いまから十かぞえるうちにお着替えをして下さらないと、わたくしはそのセクシーな身体からだをいやらしく弄もてあそびます。それではいきますよ？　一、十──では遠慮なく」

「ちょ、ちょっと待て！　三秒さえ待てないのかお前は！」

　言うが早いか彼女はひとの服に手を掛け、さすがに眠気も吹き飛びオレは声を裏返す。

「確かにさっきは『なにかあったらいつでも声を掛けてくれ』とは言ったが、こんな夜中にいきなり──って、あ、こら、服を引っ張るな！　やめて！　いや！　よして！」

「いや、よして？　つまり『いやよシテ』のアナグラムですね。わかります。女性がよく使う手ですからね。実は『ああん、だめ』とか言いつつも本当はダメじゃないんですよ？」

　勉強になるなあ……なんてボケを挟む間もなく、かおるんは瞬く間にひとの服を脱がせた上に着替えにまで手を付け、それから数分も経たたないうちに、オレはコートを羽織って寒空の下、彼女と肩を並べながら暗い夜道を歩いていた。

　ちなみに家を出る前、かおるんは何な故ぜか小さなリュックを背負っていたのだが、それはさて置き。こちらとしては半ば強引に外へと連れ出されたわけである。覚えずオレは軽く肩をすくめ、ジョーク混じりに彼女に声を掛けた。

「しかしちょっぴりひどくないか？　夜中寝ている所を突然起こされたと思ったら、詳しい話もないまま外へと駆り出され、こうしてオレはいま寒さに震えているわけだよな？」

「お金では買えない貴重な体験をされていますね」

「うん、一応言っておくが、相手がお前じゃなかったら確実に張り倒しているぞ？」

「仮に相手がルナさんだったらどうです？」

「迷わず笑顔でついて行く」

　もっとも、かおるんが相手でも大して変わりはない。言葉と共に爽さわやかな笑みを浮かべたところ、かおるんもにっこりと笑い、だけど心持ち淡々と告げる。

「そのまま笑顔でついて来て下さいね忍様。いまから我が家へと向かいます」

「……こんな真夜中に？　まさかのホームシックか？」

「ち、ちちち違いますよ。真夜中だからこそ戻れるんです」

　わずかに動揺しつつも、どうやらようやく外に出た目的を話してくれるようだ。かおるんは歩みを進めながら人差し指を立て、微かすかに声をひそめる。

「実はこれから五ご行ぎよう家へと舞い戻り、こっそり宗そう悟ごパパの書斎へと侵入。そこでとあるものを入手する予定なんです」

「自分の家なんだろう？　そういう事をするのなら別に昼間でもいいんじゃないのか？」

「忍しのぶ様、今回わたくしは聖ひじりちゃんたちと相談して、修しゆうくんと喧けん嘩かのふりまでして家を出て来たんですよ？　なんの成果もなくおめおめと戻ったりしたら、その、なんと言いますか、格好がつかないではありませんか」

　姉の面目というやつだろう。まあその気持ちはわからないでもない。しかし話を聞いているうちにちょっとした疑問を覚え、オレは首を傾かしげて口を挟んだ。

「なあ、ひとつ聞きたいんだけどな、家に侵入するのならお前ひとりでも十分なんじゃないのか？　オレがここにいる意味はないんじゃあ……」

「そんなことはありませんよ。最近よく来る聖ちゃんからのメールによると、幸いなことに現在、宗悟パパはお仕事で外出中みたいなんです。ですが問題は修くんと岬みさきママ……あっ、ちなみに岬ママとは奥様のことですよ？」

　なんて説明を付け加えつつ、かおるんは軽く眉まゆを寄せて話を続ける。

「この時間帯であれば、おそらく聖ちゃんのことです。忍様の夢でも見ながら眠りについているでしょうが、修くんの場合は今いま頃ごろまたアホなことをやって冬休みを満喫しているに違いありません。それに岬ママも淫みだらかつふしだらに朝まで起きていると思います」

「……なんかだんだん嫌な予感がしてきたんだが、オレは一体なにをすればいいんだ？」

「こちらが書斎に侵入する際、忍様は居間で待機していて下さい。その時に足音が聞こえた場合は直ちに現場に急行。わたくしと家族が鉢合わせないように取り計らって貰もらえれば助かります。ちなみにわたくしは足音を一切立てませんのでその辺りはご安心下さい」

「いや、欠片かけら程も安心できねえよ。顔見知りの修君ならともかく、聖の母親も起きているかも知れないんだろう？　もし廊下でばったり遭遇しちまったらどうすればいいんだ？」

　その絵を想像するだけでドキドキが止まらない。しかしこちらの不安を他よ所そに、かおるんは問題ないと言わんばかりにぐっと親指を立てた。

「相手が岬ママであれば容た易やすく対処できると思いますよ。岬ママには何度か忍様の写真を見せたことがありますからね。仮に出会ったとしても、『聖を夜よ這ばいに来たぜベイベー』とか言っておけば、岬ママならそれで納得してこのように親指を立てることでしょう」

「……聖の母親とは一度も会ったことがないんだが、本当にそんな人なのか？」

「たとえるのならルナさんの『天然エロス』と聖ちゃんの『ムッツリスケベ』、そしてわたくしの『コケティッシュ』な部分を足したような方ですね」

「それだとただのエロい人にならないか？」

「忍しのぶ様、それは違います。そんな生易しいものではありません。岬みさきママはドエロなんです。なにやら最近、宗そう悟ごパパがわたくしを見て『聖ひじりは私に似て、お前は岬の影響を受けたみたいだな』と苦笑していましたが、甚だ遺憾であると言いたいです」

　なんて口にしながらも、かおるんは小さく頬ほおを緩めており、彼女とそんな風に会話をしているうちに、いつしか五ご行ぎよう家の大きな屋敷へと到着。するとかおるんは家の鍵かぎを使って静かに中へと侵入。続いて広い居間にオレをひとり残し、早々に書斎へと向かっていった。

　……こんなにもひとりが心細いと思ったのは久しぶりだ。下手をすれば通報されるかも知れない。色々と不安を数えれば切りがない。けれど別に悪さをするわけでもなし、こそこそしているから怪しいのであって、いっそのこと堂々としていれば問題はないだろう。

　と、半ば開き直って居間の電気を点つけ、オレはおもむろに腰を下ろしてテーブルに頬ほお杖づえをつきつつ、悠々とテレビのスイッチを入れた。

　ふむ、最近の深夜アニメはなかなか大胆なんだな。ちょっぴりエッチだ。しかしオレのいまの姿を誰だれかに目撃でもされたら確実に終わってしまう。かおるんのためにも囮おとりになる必要はあるのだろうが、さすがにこれはまずいな。

　というわけで、オレはすぐにテレビのチャンネルを回そうとしたものの、悪意を感じるようなタイミングで背後から足音が響き、誰かが部屋に入って来てしまったようだ。

　……見つかるの早くね？

　ひょっとしたら思っていた以上に緊張していたのかも知れない。オレとしたことが人の気配に気づかなかった。しかしもう後には引けない。相手が修しゆう君だろうが聖の母親だろうがクールに決める他ほかないだろう。意を決して振り返ったところ、視線の先には凛りんと整った顔立ちの少女の姿があった。

　予想外にも聖である。かおるんの推測だと寝ているはずだった聖。彼女は浴衣のような寝間着姿であり、服の裾すそからチラリと覗のぞき見える長い脚がなんともあでやかだった。

　が、こちらを認めた聖は不思議そうに目を瞬しばたかせ、きょとんと首を傾かしげる。

「え？　あれ？　忍くん？　こんなところでなにをやっているんだ？」

「……あ、いや、その、ちょっと夜よ這ばいに来てみた」

「ああ、そうだったんだ。夜這いに──って、夜這い!?」

　動揺のあまりうっかり、かおるんから教わった聖の母親用のセリフを口走ってしまったところ、彼女は素すっ頓とん狂きような声をあげ、たちまち真っ赤になって両手を振る。

「し、忍くん！　本気なのか!?　これは昨日見た夢の続きとかじゃ──んん!?」

　ここで騒がれても困る。オレは勢いよく立ちあがって一気に距離を潰つぶし、聖の口元を手で覆って言葉を封じつつ、「しっ」と人差し指を立てた。

　すると聖は小さく頷うなずいてくれたわけなのだが、もしかしたら変な勘違いをさせてしまったのかも知れない。ゆっくりとオレが口元から手を離すと、彼女は頬ほおを上気させたまま瞳ひとみを潤ませ、そのまま消え入りそうに呟つぶやく。

「……忍しのぶくん、私、はじめてだから……ベッドがいい……」

「えっと、なんか、本当に悪かった。夜よ這ばいはただの冗談だ。オレもこんなところで妙なことをするつもりはないから安心してくれ」

「そ、そうか、冗談だったんだ。ごめん忍くん。変に真に受けちゃって……」

　さらに赤くなって頭を下げたのち、聖ひじりは「ところで」とやばいことに話を戻す。

「どうして忍くんがうちにいるのかな？」

　その疑問はもっともだ。けれどオレはかおるんのためにもなんとか誤魔化そうと試みた。

「きょ、今日はその、なんと言うか……遊びに来た」

「こんな夜中に？　でもどうやってうちに入ったんだ？」

「別に盗人じゃないんだ。正面から堂々と入ったぞ。玄関をブチ壊してな」

「な、なんだか強盗みたいなんだけど……ひょっとして薫かおるさんと一緒に来たのかな？　薫さんならうちの鍵かぎも持っているし……」

「た、確かに持っていたな。だからかおるんから鍵を借りてここまで来たんだよ。こんな時間だけど急にお前の笑顔に会いたくなったんだ。さあ笑ってくれ聖」

　そう促すと、聖は少し照れたように笑ってくれる。

　うん、このうちに来てよかった。笑顔を眺めてちょっぴりそんな風に思いつつも、焦りがあることに変わりはない。ここで聖とかおるんが鉢合わせたらどうしよう？　こちらが冷や汗をかきそうになっていたところ、聖が微笑ほほえみを浮かべたまま声を掛けてきた。

「忍くん、会いに来てくれてありがとう。少し待っていて欲しい。お茶を淹いれるからな」

「いやいや、お茶なら結構だ。気にしなくていい。そ、それよりも、こうしてここに来たわけだし、その、なんだ、えっと──聖の部屋に行きたい」

　咄とつ嗟さに出た言葉がこれか。我ながらテンパっているな。聖も「こんな時間に？」と目を丸くしてはいたが、意外にも特に突っ込みはなく、微かすかに首を縦に振って応じてくれた。

「……うん、いいよ。一緒に行こう」

　頬を朱に染め、そっと控え目にオレの手を取る聖。その柔らかく温かな手に導かれ、廊下でかおるんと会わないかとヒヤヒヤしつつも、無事に二階へと上がって彼女の部屋にお邪魔したわけなのだが……もしかしたらまた誤解されてしまったのかも知れない。

　何な故ぜか聖はベッドに座るようにとオレを促し、せっかくなので言葉に甘えたものの、彼女はこちらの隣に腰を下ろし、なにやら妙に距離が近い。

　隣からほのかに花の香りが漂い、軽く触れ合った肩からは彼女の甘いぬくもりを覚え、今度は違う意味で鼓動が高鳴ってきた。しかも聖はもじもじと膝ひざ同士を擦り合わせて赤くなり、とりあえずオレはこの場の空気を変えようと、ぎこちなくも冗談を飛ばす。

「えっと、聖ひじりはこんな時間になにをしていたんだ？　ひとりでエッチなことか？」

「エ、エッチなこと!?　わ、私は冬休みの宿題をしていただけなんだけど、その、今夜はそんな風になっちゃうのかな？」

　……これはオレが悪かった。チラチラと赤い頬ほおでこちらを盗み見てくる聖。

　こいつはどう誤解を解いたらいいのか、そしてどう謝ったらいいのか、言葉を探してオレが口を閉ざす中、気まずくなってしまったのか、聖は「あう……」と俯うつむき、しばしの間のあと不意に勢いよく顔をあげたと思ったら、

「あの、私……やっぱりお茶を淹いれてくる！」

「いや！　別に喉のどは渇いていない！　行かないでくれ聖！」

「でも私、なんだか緊張しちゃって、少し喉が渇いちゃったんだ」

　腰をあげかけた聖。お茶を淹れる際にかおるんと遭遇でもしたらまずい。オレはそっと彼女の腕を取ってストップを掛けたのだが、あまり効果もなく、聖は「すぐ戻ってくるから」と言葉を返す。対してオレは慌てふためいた挙げ句……聖の太ふと腿ももに頬を預けた。

　これで聖も動けないはずだ。我ながらいよいよテンパってきた。さらに瑞みず々みずしい太腿の感触に酔いそうになる。けれどオレは気を引き締め、早いところ謝ろうと思ったものの、

「……これ、私の夢じゃないよな？」

　どうやらその必要はないようだ。念のため様子を窺うかがおうと、太腿の上で首を回してみたところ……豊満な乳房しか見えなかった。しかも聖ひじりは特に抵抗もせず、それどころかそっとオレの髪に触れ、どこかうっとりとした吐息をもらす。

















「夢なら覚めて欲しくないな。ずっとこのままがいい……」

　オレもこのまま太ふと腿ももに身を委ゆだねて現実逃避とかしてみたい。高級枕まくらのような心地よい弾力のある太腿。温かくていい匂においまでする。思わず状況も忘れそうになったが、それから聖は頭だけでなくオレの頬ほおまで撫なではじめ、次第に気恥ずかしさの方が勝っていく。

　そんな中、オレを撫でているうちに少し落ち着いたらしく、聖はこちらの頭に優しく手を載せ、やんわりと口を開いた。

「忍しのぶくん、ひとつ聞きたいことがあるんだけど、いいかな？」

「オレがここに来たのはお前に会うためだ」

「うん、それはもうわかったよ。忍くんが甘えてくれているみたいですごく嬉うれしい。でも私が聞きたいのは……薫かおるさんのことなんだ」

　かおるんならいま一階にいると思うよ？　なんて言えたらどんなに楽なことか。こちらとしてはあまり触れて欲しくない話題だったのだが……多分、聖にとってはずっと気になっていたことなんだと思う。彼女はオレを撫でる手を止め、声音にぬくもりを滲にじませる。

「薫さんのメールを見る限りだと、忍くんのうちで楽しくやっているみたいなんだけど、どうかな？　また変な悪戯いたずらをして、ルナさんたちに迷惑を掛けたりしていないか？」

「あいつを迷惑だと思うやつはうちにはいないよ。その辺りのことは心配しなくてもいい」

「……そっか。ルナさんたちも私と同じなんだ。よかった」と、そんな安心したような言葉とは裏腹に、聖は微かすかに声を落とし、おずおずと訊たずねてくる。

「でも、薫さんならないと思うんだけど、少し寂しがったりしてないかな？」

「……そういうお前の方は、少し寂しそうだな」

　穏やかにこちらが言葉を返すと、肯定の意味なのか、聖は小さなため息をこぼした。

「なんだか最近変なんだ。いつもならこんな風に私が遅くまで起きていたら、薫さんが『また忍様を想おもってひとりでエッチなことでもしていたんですか？　夜更かしは身体からだによくありませんよ？』なんて冗談を言いながらも、ちゃんと注意してくれて……」

　今度は声音に寂しさを滲ませ、聖はどこか甘えるようにオレの頬に手を添える。

「それでな忍くん、薫さん『どうせアホの修しゆうくんも起きているでしょうから、仕方がないのでお夜食でも作りましょう』とか言ってちょっと笑って、修くんが好きなお蕎そ麦ばを作ってくれるんだ。それを三人で一緒に食べて、それで……」

　ふと言葉は途中で止まり、少しだけ間を空けたあと、聖は再びため息をつく。

「やっぱり薫さんがいないと変なんだ。薫さんも家を出る前、ちゃんと私たちに相談してくれたんだけど、詳しいことまでは話してくれなかったから……」

「それは不安にもなるな。しかしなんだ、あいつはお前にも事情を話さなかったのか？」

「うん、なにかあったら忍しのぶくんを頼るぐらいしか聞いてない。だけどそれでもいいんだ。相談してくれただけで嬉うれしかった。きっと薫かおるさんもなにかしようとしているんだと思う。一生懸命に頑張っているんだと思う。でも……」

　一度言葉を止め、聖ひじりはどこか淡く続ける。

「早く帰って来てくれないと……私も夜更かしばかりしちゃうかもな」

「そうか。やっぱりお前にとってかおるんは──」と、前から思っていた事を伝えようとしたものの、不意に階下から大きな物音が響き、さすがにオレは開きかけた口を閉ざした。

　……ひょっとしたらかおるんになにかあったのかも知れない。なんか物もの凄すごく嫌な予感がする。そのうえ聖が怪け訝げんそうに柳りゆう眉びを寄せ、オレへの膝ひざ枕まくらを解いて立ちあがる始末だ。

「忍くん、ちょっと様子を見てくるから──」

「ま、待て！　早まるな聖！　相手が不審者だったらどうするんだ！　もしお前になにかあったらかおるんに申し訳が立たない！　仮にお前を一人で行かせたりしたら色んな意味でかおるんにお仕置きされるかも知れん！　ここはオレに任せて部屋で待っていてくれ！」

「えっと、少し大おお袈げ裟さじゃないかな？　多分修しゆうくんあたりが──って、忍くん!?」

　なにやら背後で聖が慌てたような声をもらしていたが、生憎あいにくこっちはもっと慌てている。聖を部屋に残して長い廊下を進み、オレは物音がした階下へと素早く足を伸ばした。

　……どうかかおるんが妙な騒ぎを起こしていませんように。

　などという祈りも虚むなしく、階段を降りたところで目にしたのは、先程と同様に背中にリュックを背負ったかおるん。また中性的な顔立ちの少年、五ご行ぎよう修しゆう悟ごこと修君の姿があった。

　が、仄ほのかな灯りの中、修君は心持ち幸せそうに目を閉じ、安らかな死に顔みたいな表情を見せている。そしてかおるんはそんな彼を後ろから抱きかかえるようにして、ずるずると引きずっており、覚えずオレはぽかんと口を開け、そのまま間の抜けた声をあげた。

「え？　なに？　殺人事件？」

「クククッ、見られてしまったからには仕方がありませんね。忍様も修くんと一緒に天国へと旅立って貰もらいましょう。一人を殺せば殺人者！　だが百万人殺せば英雄になれます！」

「……お前もなかなかテンパっているようだな」と、少し冷静になって口を挟んだところ、かおるんも「そうみたいですね」と同意するように相あい槌づちを打ち、早口で説明をひとつ。

「実は無事に目的を果たしたものの、居間に忍様の姿がなく、まさか本当に聖ちゃんの夜よ這ばいに行ってしまったのではと思いまして、二階を目指して階段をあがっていたのですが、その途中でふと人の気配を感じて振り返ったら──そこにピーナッツがいたんです」

「お前弟に妙なあだ名をつけるなよ」

「まあ、おそらくピーナッツこと修くんも居間の大きなテレビでエッチなＤＶＤでも鑑賞しようとしていたのでしょうが、階段で目が合った時には心臓が止まるかと思いました」

「……修君の方の心臓は止まってないよな？　なんかよく見たらぐったりしてるけど？」

「このようなことでくたばる修しゆうくんではありませんよ。ですが先程は動揺のあまりうっかり申し訳ないことに、つい階段から天空飛び膝ひざ蹴げりをかましてしまい、修くんは『白！』と叫ぶなり十カウントを待たずしてノックダウン。そしてこの様というわけです」

「ちなみにお前、今日の下着の色は？」

「いきなりセクハラですか──と言いたいところなのですが、お察しの通り純白です。それよりも修くんを部屋まで運ぶので手伝って下さい。きっとこのままベッドに寝かしつけておけば、おそらく修くんもいいメイドの夢を見たと勘違いして──」

　言いながらはたと動きと声を止めるかおるん。その気持ちは痛いほどよくわかる。

　会話の最中で間が悪いことに、一階と二階からほぼ同時に足音が微かすかに聞こえ、それがどんどんこちらへと向かってくるのだ。オレの頭の中ではサメの映画『ジョ○ズ』のＢＧＭが鳴り響き、かおるんも目を泳がせてあたりを見回し、若干だが挙動不審になる。

「た、多分、岬みさきママと聖ひじりちゃんです。こ、これは困りました。一体どうしたら……」

「……オレがなんとかしておく。早いところお前は逃げろ」

「いえ、ですが、さすがにこの状況で忍しのぶ様をひとり残すのは……」

　やはり気が引けるのだろう。相変わらず伸びたままの修君に目を落とすかおるん。そんな彼女の肩に手を載せ、オレは声音を作って笑顔で告げる。

「薫かおる、こんな時のためにオレを呼んでくれたんだろう？　オレはお前の期待に応こたえたい。聖達ならいつもの冗談で煙に巻いておくから大丈夫だ。お前は先に外で待っていてくれ」

「忍様……わたくし……いつまでも待っていますからね！」

　こちらの乗りに合わせてくれたのだろうか？　それにしては妙に頬ほおを赤らめ、かおるんはドラマチックなセリフを言い残して立ち去って行く。

　するとその後すぐ、様子を見に来てくれたのか、二階から姿を見せた聖。彼女は階段下の修君を目撃したらしく、「しゅ、修くん!?」と目を見開き、階段から駆け下りて来た。

　一方、騒ぎを聞きつけてきたのか、一階の曲がり角からはひとりの妖よう艶えんな女性が姿を見せる。かおるんの推測が正しければ、彼女が岬ママこと聖の母親なのだろう。確かに顔立ちは聖とよく似て整ってはいるが、うちの母さん並に若い。もしかしたら聖もあんな風に綺き麗れいなまま年を重ねていくのかも知れないな。

　などと現実から目を逸そらすようにそんなことを考えていたところ、聖は「修くん！　しっかり！」と弟の介抱に勤いそしみ、対して聖の母親らしき人はこちらを認めると軽く目を瞬しばたかせたものの、意外に騒ぎ立てることはなく、ぽんと掌を叩たたいて艶つややかに微笑ほほえんだ。

「わかったわ。聖を夜よ這ばいしに来たのね」

「第一声がそれかあんた──ではなく、夜這いじゃないです。ただ遊びに来ただけですよ。えっと、岬さんでいいんですよね？」

「ええ、そうだけど、そういうあなたは忍君よね？　薫や聖の写真で何度も見たし、ふたりからあなたの話も聞いているわよ？　ワイルドかつキュートな上にお茶目でありながらも優しい男の子なんでしょう？　見た目もクールで素敵ね」

「まあ、どこに行っても、それはよく言われます。あとはじめまして」

　こちらが動揺を隠して小さく頭を下げると、彼女──岬みさきさんは興味津々な様子で歩みを進め、聖ひじりが介抱中の修しゆう君を思いっ切り踏みつけつつ、あでやかにオレの頬ほおに触れる。

「ところで忍しのぶ君、さっき遊びに来たって言っていたでしょう？　それはつまりプレイという意味なのよね？　今夜は聖とどんなプレイを楽しむつもりなの？」

「か、母さん！　恥ずかしいから変なことを言うのはやめて欲しい！　それと修くん！　修くんを踏んでいるから！」

「あら？　なんでピーナッツがこんな所にいるの？　早く部屋で弾はじけて死ねばいいのに」

　かおるんが使っていたものと同じあだ名で修君のことを呼び、かおるん以上の毒舌を吐き、聖の注意も聞かずに自分の息子を足あし蹴げにする岬さん。そんな彼女はふと聖に目を向け、続いてこちらに視線を戻したと思ったら、今度は色っぽくウインクをひとつ。

「せっかくだから忍君──今夜は親おや子こどんぶりでもいっとく？」

「いくかボケ！　かおるんをさらにひどくしたような人だなあんたは──というのは冗談です。はい。夜分遅く失礼しました。これ以上は突っ込みという名の暴言を吐きそうなのでお暇させて頂きます。それから修君は階段で足を踏み外してこうなったみたいですよ」

　言葉尻じりにかおるんへのフォローも忘れず、とりあえずオレは修君を部屋のベッドまで運んだのち、足早に五ご行ぎよう家を後にすることにした……。



　さて、一体どんなものが出てくることやら。

　五行家を出てすぐに外でかおるんと合流。続いてそのまま家に戻るかと思いきや、帰宅の途中で通り掛かった公園。そこに寄りたいとかおるんが言い出し、ここまで来たらどこまでも付き合ってやろうと思い、オレは彼女と一緒に園内に足を向けた。

　その後、園内の淡い電灯の下、オレたちは揃そろってベンチに腰掛け、現在かおるんは家を出る前に持参してきた小さなリュック。それをごそごそと探っている最中である。

　彼女が五行家に侵入した目的。宗そう悟ごさんの書斎から入手したかったとあるもの。果たしてそれはなんなのか。わりと興味を惹ひかれつつも、オレは柔らかくかおるんに声を掛けた。

「……お前の欲しかったものは、ちゃんと見つかったのか？」

「はい。これも全すべて忍様のおかげですよ。わたくしだけでは上う手まく行かなかったと思います。お礼に忍様にも見せてあげますね。どうぞご覧下さい。これが目的の品です！」

　言葉と共にかおるんが勢いよくリュックから取り出したものは……一本のＤＶＤ。

　表紙では、ＳＭチックなボンテージファッション姿の女性が男性を見下すように踏みつけており、しかしそんな状態であるのにも拘かかわらず、その男性は恍こう惚こつとした表情を浮かべていて……ちょっと友達にはなれそうにないタイプの人みたいだ。

　が、問題はそんなことではない。さすがに頬ほおが引き攣つり、自分の口から低い声がもれた。

「……おい、なんだそのドヤ顔は。そろそろオレも少しだけ怒るぞ？　お前はそんなものが欲しくてわざわざ家に侵入したのか？」

「あっ、いえ、下手な冗談でした申し訳ありません」

　素直に頭を下げたのち、かおるんは軽く肩をすくめて説明をひとつ。

「これは先程修しゆうくんが後生大事に抱えていたＤＶＤです。やはり居間のテレビで見るつもりだったんでしょうが、こんなものを胸に抱いて気を失っている姿を誰だれかに目撃でもされたら修くんが終わってしまうと思いまして、それでつい持って来てしまいました」

「修君がライトＭって本当だったんだな。思いっ切りＳＭじゃねえか」

「……このＤＶＤは付き合って下さった報酬としまして、忍しのぶ様に差し上げます」

「ずいぶんとオレも安く見られたものだな。そんな置き場に困るようなＤＶＤなど要らん。報酬ならお前の笑顔だけで十分だ。ほら、さっさと目的の品でも見てにっこり笑え」

「……冗談っぽいことを言いながら、そんな風に微笑ほほえむのはずるいです……」

　いまの言葉がオレの本音だと気づかれてしまったのだろうか？　かおるんは頬を桜色に染めてこちらから目を逸そらし、ＤＶＤに続いてゆっくりとリュックから取り出したのは、分厚い一冊のアルバムだった。

　その表紙には『薫かおる』という簡素とも思えるタイトルが書かれていたが、これが目的の品だったらしく、かおるんは「宗そう悟ごパパと岬みさきママが撮ってくれたものですよ」と小さく口元を緩め、こちらにも見えるようにアルバムを広げていく。

　だけど、なんで急にアルバムなんて見たくなったんだ？　夕食前にオレのアルバムを見た影響だろうか？　わずかな疑問を抱きつつも、ひとまず彼女と一緒にアルバムに目を落としていくと、そこには子供の頃ころのかおるんだけではなく、幼い頃の聖ひじりの姿も確認できた。

　ただ幼少時のかおるんは今よりもずっと無表情であまり愛想もよくない。しかしそれでも、小さな身体からだでメイド服を着た幼いかおるん。その姿を見ていると心が和み、だがそれを悟られぬよう、オレは彼女と同じぐらい心惹ひかれた小さい頃の聖の写真に視線を移す。

「うむ、聖は子供の頃から華があって可愛かわいらしいな」

「忍様、このアルバムの主役であるわたくしはどうです？　可愛いですか？」

「子供の頃からふてぶてしい面構えをしていると思う」

　率直な感想を述べつつ、オレは「ところで」とわりとマジなお願いをひとつ。

「お前らが一緒に写っている写真、一枚だけ貰もらってもいいか？」

「ふふ、それでは忍様となずなちゃんが一緒に写っている写真と交換しましょう」

「もちろんそれはいいんだが、なんだかお前の写真、少し変じゃないか？　よく見たらどの写真でもポーズを取ってない上にカメラにも目線を向けてないし、妙に自然体だな」

「わたくしは写真嫌いでしたからね。おそらくほとんどが岬みさきママの盗撮なんでしょう」

「……さっき岬さんとも会ったけど、お前ほんとにあの人の影響を受けちゃったんだな」

　なんてやり取りを交わしながらアルバムを眺めているうちに、オレはふとあることに気がつき、自然と小さな笑みがこぼれた。

「なんか、オレのアルバムと少し似ているな。お前のアルバムにも妹がよく写ってるぞ？」

「……おかしな話ですよね。小学校の友達に退魔の家のことがバレるまで、聖ひじりちゃんはいまと同じぐらい人気者だったんですよ？」

　アルバムを眺めたまま、かおるんは微苦笑混じりに「それなのに」と続ける。

「遊び相手ならいくらでもいましたのに、わたくしが仕事中でも、よく後ろをくっ付いて来てくれたんです。それからお手伝いまでしてくれて、それで聖ちゃんも家事が得意になったわけなんですが……どうしてあんなにも、わたくしの傍そばにいようとしたんでしょうね」

「いまならその理由も、よくわかるんじゃないのか？」

　そっと口を挟み、オレはアルバムに視線を移す。

「きっと聖もなずなと同じだったんだよ。写真を見ればオレだってわかる。お前と一緒にいるとき、聖はいつも楽しそうで、こんなにも嬉うれしそうに笑っていて……ん？　この写真だと聖が大泣きしているな。というかこの写真……」

　オレのアルバムの写真に写っていたシーンとどこか似ている。これも岬さんが盗撮したものだろうか？　家の庭先で大粒の涙をこぼしている幼い聖。そんな妹の頭を撫なでている幼いかおるん。その少女には相変わらず表情がなくて、だけど妹の頭を撫でる手に迷いはなくて、その瞳ひとみは……いまのかおるんが見せているものと同じだ。とても優しかった。

「……これはわたくしが蜂はちに刺されたときの写真ですね」

「お前も刺されちまったのか？」

「はい。確かあのとき、聖ちゃんが蜂に追いかけられていまして、それで助けてあげようと思ったんです。けれど、『当たらなければどうということはありません』なんてふざけて、箒ほうきを振り回していたら……思いっ切り蜂に刺されてしまいました」

「はは、お前にしては珍しいミスだな」

「子供の頃ころの話ですからね」

　多分、当時のことを思い出しているのだろう。

「あのとき、蜂に刺されてもなんとも思いませんでした。わたくしは半人半魔の悪魔ですからね。蜂に刺された程度でどうにかなるわけでもありません。ただ……」

　柔らかく目を細め、かおるんはアルバムの写真を愛いとおしそうに撫でる。

「珍しいことに聖ちゃんが泣き出してしまって大変でした。わたくしなら大丈夫ですのに、聖ちゃんは『痛くないか？　ごめんな』ってすごく心配そうで、道具として泣くことを許されなかったわたくしの代わりに、大おお袈げ裟さなぐらいたくさん泣いてくれて……」

　わずかに瞳ひとみを揺らし、彼女は微かすかに声を震わせる。

「子供の頃ころから聖ひじりちゃんは、こんなわたくしのことを、ずっとお姉ちゃんだと思ってくれていたんですね……」と、アルバムをじっと見つめて言葉を止め、短い間のあと、かおるんはこちらに目を向け、ゆっくりと切り出す。

「忍しのぶ様、少し前の話になるんですが、新しいメイドさんを我が家に招く準備をして、それからはじめて彼女と会って……本当はそのときから、ずっと悩んでいたんです」

　ようやくうちに来た事情を話してくれるつもりなのか、彼女は静かに言葉を続ける。

「以前、マキナの生徒会選挙のとき、我が家で会議を行った際、わたくしは忍様に冗談で注意しましたよね？　新しいメイドの娘こはとても可愛かわいらしい女の子なんです。くれぐれも手は出さないでくださいね──と」

「あのときは、約束はできない──と答えたと思うが、オレも冗談だからな？」

「……忍様は天然ジゴロなので心配です」

　ほんのりとジョークめかして、かおるんは穏やかに話を戻す。

「その新しいメイドさん──氷雨ひさめちゃんは本当に愛らしい娘なんですけど、わたくしと同じ半人半魔の悪魔です。きっと彼女にも色々とあったんでしょう。まだ十四歳だというのに、表情がなくてなかなか感情も見せてくれなくて、まるで機械みたいでした」

　言いながら表情を曇らせ、

「その辺りのことは、昔のわたくしと似ているのかも知れません。ただ、わたくしとお話ししているとき、一度だけでしたが、氷雨ちゃんが少し笑ってくれました。その小さな笑顔を見ていたら、不思議ともっと笑わせたくなって……そのときふと思ったんです」

　すっと目を閉じ、かおるんは声音にぬくもりを乗せる。

「もしかしたら、わたくしとはじめて会ったとき、聖ちゃんもこんな気持ちだったんじゃないかと。そう考えたら、聖ちゃんがわたくしにしてくれたことを思い出したんです」

　過去に想おもいを馳はせるように瞳を閉じたまま、彼女は柔らかく言葉を紡ぐ。

「これから一緒に暮らして、赤の他人に過ぎない誰だれかを、大切な家族として受け容いれること。それは聖ちゃん達がわたくしにしてくれたことでした。氷雨ちゃんの笑顔を見ているうちに、わたくしも同じことがしたいと思ったんです」

　言葉と共にそっと目を開き、かおるんは「けれど」と苦笑を見せる。

「色々と思い返してみたら、わたくしはお姉ちゃんなのに、聖ちゃんに縋すがっているばかりで、姉らしいことがあまりできていないと思って、聖ちゃんや修しゆうくんのためにも、これから妹になってくれる氷雨ちゃんのためにも、もっと立派な姉になりたいと考えて……」

「それでうちに来たのか？」

「わたくしは……もっと変わりたかったんです」

　こちらの問いに頷うなずきながらも、彼女は小さく拳こぶしを握り締める。

「南なん条じよう家の皆様は、ルナさん達と血の繋つながりはなくとも、自然と家族だと感じることができました。そんなルナさん達を見ていれば、わたくしがルナさん達のような姉になれば、きっと氷雨ひさめちゃんも、喜んでうちの家族になってくれると思ったんです。ですが……」

　握り締めた拳を微かすかに震わせ、かおるんは寂しそうにため息をつく。

「わたくしは変われないままで、ルナさん達のようにもなれそうにありません」

「……前にも言ったけど、お前の場合は、無理に変わらなくてもいいんじゃないのか？」

「どうしてですか？　わたくしはもっと聖ひじりちゃんに色んなことをしてあげたいですし、修しゆうくんにだって、いつも意地悪ばかり言っていないで、もっと優しくしてあげたいです。それにこんなわたくしのアルバムを作って下さった、宗そう悟ごパパや岬みさきママにだって……」

　言葉を挟んだオレに、弱々しく反論を返すかおるん。そんな彼女を眺めながら、オレはもう一度温かく言葉を挟む。

「お前は、あまり自分のことが好きじゃないんだな」

「……忍しのぶ様のうちでお世話になってわかったのは、自分に足りないところばかりです」

「足りないところばかりか。お前も少し前のオレと同じことを考えていたんだな」

「忍様は……いつも自信満々に見えますよ？」

「お前と同じで、そう見えるように振る舞っていただけだよ。本当は自分に自信がなくて、弱い自分を知られたら、またみんなが離れていくような気がして、それが怖くて……」

　話しているうちに、オレも昔のことを思い出して、

「ガキの頃ころはもっとひどかったな。弱い自分が許せなくて大嫌いで、こんな自分なんて消えてしまえばいいって、そう思ったこともある。だけどな」

　言葉を続けているうちに、今度は少し前に見た夢のことを思い出した。

「そんなオレにある人が言ってくれたんだ。弱くてもいいんですよ。弱いからこそわかることだってあるでしょう？　ってな。それからこうも言ってくれた」

　ふと夜空の月を見上げると、七年前にルナがくれた言葉が鮮明に蘇よみがえってきた。

「弱いからこそ苦しんでいる人の気持ちが痛いほどわかって、傷ついて泣いている誰だれかを見たら、あなたはその誰かを放ってはおけない人なんだと思います。だって、妹さんのことでこんなにも一生懸命になって、私のことも怖がらないでいてくれて……」

　……あの日ルナがくれたものを、オレは言葉にしてゆっくりと紡いでいく。

「あなたは自分のことが嫌いなのかも知れませんが、私はあなたのように、弱くても優しい人が──大好きですよ」

　あの時のことは二度と忘れたくない。大切な思い出を語り、オレはそっと視線を戻す。

「……自分の長所なんてよくわからない。嫌いな自分を好きになるのも難しい。だけどな、誰だれかが自分のいい所を見つけてくれて、こんな自分を好きだと言ってくれたら、少しだけ嫌いな自分を受け容いれられるんだと思う」

　視線の先、かおるんを見つめながら、オレは彼女にやんわりと言葉を掛けた。

「聖ひじりだって、お前のいい所をたくさん見つけてくれたんだろう？　好きだって言ってくれたんだろう？　実はさっきお前のうちで聖に会ったんだけど、あいつも寂しそうにしていたぞ？　お前がいないと、夜更かしばかりするかも知れないってさ」

「聖ちゃんが、そんなことを？」

「多分、子供の頃ころと同じなんだろうな。きっとお姉ちゃんの傍そばにいたいんだよ。だからお前は、聖が大好きな姉のままでいい。無理してルナたちみたいにならなくてもいい。お前のアルバムを見たら、ますますそう思ってきた」

「……わたくしもアルバムを見て、大切なことに気づきました」

　微かすかに声を掠かすれさせ、かおるんは小さく肩を震わせる。

「縋すがってばかりいたと思っていたんですが、聖ちゃんもわたくしを頼ってくれていたんですね。子供の頃からわたくしは……聖ちゃんのお姉ちゃんだったみたいです」

「ああ、そうみたいだな。お前なら無理して変わる必要なんてない。きっとそのままでも、新しいメイドさんの姉にもなれると思うぞ？」

「そうでしょうか？」

「自信がないのなら、聖の代わりにオレがお前のいい所をたくさん言ってやる」

　いつもの冗談もなく、オレはしっかりと想おもいを伝える。

「よく妙な悪戯いたずらもするけど、お前はシャイで可愛かわいくて、スタイルも良くて美人で、意外に気配りができて優しくて、作ってくれる料理も絶品で、一緒に冗談を言い合うのがすごく楽しくて、オレはそんなお前のことが……嫌いじゃない」

「……嫌いじゃないのなら、なんなんです？」

「そんなの言わなくてもわかるだろう？」

「ちゃんと言葉にして下さらないと……忍しのぶ様の場合はよくわかりません」

　綺き麗れいな声を掠れさせたまま、どこか滲にじんだ瞳ひとみを向けてくるかおるん。あまりこういうことは言いたくないんだけど、オレは頭をかきながら彼女に気持ちを伝える。

「聖のことが羨うらやましいと、何度も思ったことがある。オレもお前みたいなメイドと一緒に暮らせたらって考えて、それでお前がうちに来てくれたときはすごく嬉うれしかった。だから、オレはそんなお前のことが……すごく嫌いじゃない」

「……わたくしも……忍様のことが……すごく……すごく……大好きです……」

　ひどく声を震わせ、滲んだ瞳から涙を溢れさせるかおるん。そんな彼女にそっと手を伸ばし、優しく頭を撫なでながら……またあのときのことを思い出した。

　七年前、オレのことを好きだと言ってくれたルナ。彼女が笑顔でオレの弱さを受け容れてくれて、オレも嫌いな自分を少しだけ許せた気がして、もう堪こらえ切れず、いまのかおるんみたいに泣き出してしまった……。

　あのとき本当に嬉うれしかったから、オレもルナと同じことがしたくて、泣いているかおるんを抱き寄せて、胸の中で彼女が泣き止やむまで、ずっと頭を撫なで続けた……。



　公園からの帰り道。月明かりがふんわりと照らす住宅街。家路を辿たどりながら、珍しいことにかおるんは甘えるようにオレの手をぎゅっと握り、しばらく無言で歩みを進めていたが、不意に足を止め、そのままぽつりとこぼす。

「……忍しのぶ様、わたくしは明日にでも、自分のうちに帰ろうと思います」

「まあ、お前も大事なことに気づいて、それで悩みも解決したわけだしな」

　しかしもう帰っちまうのか。ちょっと残念だ。なんて言葉をこちらが呑のみ込んでいたところ、かおるんはオレと繋つないだ手に少しだけ力を込め、微かすかに頬ほおを染めて口火を切る。

「忍様にだけは言いますけど、実はわたくし、南なん条じよう家に居心地の良さを感じながらも、次第に自分のうちに帰りたいだなんて、そんな風に思うようになっていたんですよ？」

「確かに元気がなかったように見えたが、お前でもホームシックになったりするんだな」

「恥ずかしい話ですよね。だんだん寂しくなってきて、もう忍様をさらってうちに帰ってしまいましょうか？　いっそのこと南条家＆五ご行ぎよう家で一緒に暮らせば全すべて丸く収まるのでは？　なんて妄想をしていたんです。けれど将来的には有りですよね？」

「有りの方向で頼む」

　わりと本気でオレが頷うなずくと、かおるんはくすりと笑みをこぼす。

「そんな風に楽しいことを想像しているうちに、聖ひじりちゃんは英語が苦手ですから、冬休みの宿題で困っていないか。修しゆうくんは冬休みということで自堕落な生活を送っていないか。宗そう悟ごパパはまた仕事ばかりして無理をしていないか。岬みさきママは誰だれかにセクハラをしてまた迷惑を掛けていないか──と、気がつけば自分の家族のことばかり考えていました」

　言葉の中に愛いとおしさを溢あふれさせて、

「それで改めてわかったんです。どうやらわたくしは自分の家族のことが、忍様と同じくらい大好きで仕方がなかったみたいなんですよ。家族のことばかり考えて、なにかしてあげたいと思って……この気持ちがなによりも大切だと気づきました」

　迷いなく晴れやかに、彼女は表情に笑顔の花を咲かせる。

「昔のアルバムを見て、忍様もおっしゃってくれましたけど、たとえルナさん達みたいになれなくても、この気持ちがあれば姉としては十分でしょう。ですからもっと姉であることに自信を持って、氷雨ひさめちゃんを──新しい家族を迎えてあげようと思います」

「……いい答えを見つけたな」

「これも忍様のおかげですよ。今夜もわたくしがどんなに迷惑を掛けても、冗談は言っても文句は言わずに付き合って下さいました。それにわたくしのことがすごく嫌いじゃないと、そうおっしゃって下さいましたから……」

　言葉を止めてオレの腕に抱きつき、かおるんは耳元で囁ささやくように告げる。

「帰る前に忍しのぶ様にお礼がしたいので、今夜部屋で待っていて下さいね」

「……寝ていたらごめんな」

　と、冗談で応じながらも、ちゃんと待っていてやろうと思った……。



　お礼がしたいと口にしていたが、かおるんはなにをしてくれるのだろう？

　深夜の長い散歩を終えて家の前まで戻ると、こんな時間なのにルナの部屋に電気が点ついていたのだが……まあそれはさて置き。

　とりあえず家の中に入ると、かおるんは「すぐに行きますから、寝ないで下さいね？」と念押しして客間に戻っていき、彼女の後ろ姿を一いち瞥べつしてからオレも自室に戻り、ベッドに腰を落ち着かせているわけなんだけど……なんだか少しわくわくするな。

　おそらくかおるんのことだ。まず、お礼に夜よ這ばいに来ましたと冗談を飛ばすだろう。しかし楽しみなのはそのあとだ。こちらとしては別にお礼なんて必要ないんだが、ちょっと期待しているのも事実である。

　図書券とかくれたら嬉うれしい。お勧めの本を貸してくれたらもっと嬉しい。間違ってもＳＭチックな修しゆう君のＤＶＤは要らない。などと考えてそわそわしていたところ、早速お礼に来てくれたみたいだ。小さく扉がノックされ、そっとかおるんが部屋に姿を見せた。

　が、彼女は細身の身体からだにバスタオルを一枚巻いただけの姿であり、予想していた悪戯いたずらとはいえ、芸術品のような見事なボディラインがはっきりと見て取れ、うっかり見み惚とれそうになっていると、かおるんはこちらから目を逸そらし、そのまま頬ほおを赤らめて呟つぶやく。

「……シャワーを浴びて来ました」

「うん、風邪を引くから早く服を着た方がいいと思うよ？」

「し、忍様に温めて貰もらうので平気です」

　そう言うが早いか、彼女はバスタオルの裾すそからチラチラと白い太ふと腿ももを覗のぞかせながら歩みを進め、一体なにを考えているのだろう？　ひとの膝ひざの上に腰を下ろしてきた。ぷにぷにしたお尻しりの感触が堪たまらない。けれどオレは平静を装ってかおるんに言葉を掛けた。

「あの、もう時間も遅いし、そういう冗談はなしで頼む」

「……忍様のバカ」

　オレとしては悪気もなかったのだが、彼女は拗すねたように言葉を返して両手を自身の膝の上に置き、何な故ぜか前まえ屈かがみ気味に身体を倒す。続いてバスタオル越しに包まれた形の良いヒップ。それをこちらの膝の上で豊かに弾ませはじめ、オレは慌てて制止の声をあげた。

「だ、だから、そういう冗談はいいから、早くお礼に図書券か本をくれ」

　……どうしてか、その言葉が逆効果になってしまった。

　こちらの言葉を聞くどころか、彼女は膝ひざの上で悩ましく腰をくねらせてお尻を揺らしていき、捲まくれはじめたバスタオルからまろやかな尻しりたぶが露あらわとなり、次第に艶あでやかな雪色のヒップが顔を覗のぞかせる。

　その白い桃尻はかおるんが腰を揺らすたび、高級プリンのようにぷるんと震え、さらに彼女は円を描くようにして甘いヒップをオレの太ふと腿ももに擦こすりつけてきた。

　溢あふれんばかりの弾力感。かおるんが時折もらす艶なまめかしい吐息。理性が崩れていくのも時間の問題だ。もはや平静を装う余裕もなく、さすがにオレは動揺の声をもらした。

「な、なんだ？　なんでずっと無言なんだ？　なにか怒っているのか？　よくわからんが、頼むからそろそろ本当にやめてくれ」

　今度は切にストップを掛けたところ、ようやくかおるんも動きを止めてはくれたものの、こちらの隣に腰を下ろすや否や、すっとオレの後頭部に手を回し、そのままゆっくりとベッドの上で仰向けに寝転がってしまった。

　……なんだこの体勢？　まるでオレがかおるんをベッドに押し倒しているみたいじゃないか。かおるんは一体なにがしたいんだ？　若干だが怪け訝げんに感じて目を向けてみると、意外にも彼女は頬ほおを真っ赤に染め、微かすかに瞳ひとみを潤ませていて……非常にあでやかだった。

　どうにも胸の中の動揺が強くなったが、オレは理性を振り絞って彼女に声を掛ける。

「あのさ、一応オレも男なんだぞ？　お前は冗談のつもりかも知れないけど、これ以上はダメだ。オレが変なことでもしたらどうする？」

「……して欲しくて、わたくしは来たんですよ」

　ベッドの上で消え入りそうに呟つぶやき、

「大好きな人にして欲しいと思うのは、当然でしょう？　確かにお礼というのは建前です。本当は、さっき公園で忍しのぶ様がくれた言葉が嬉うれしくて、頭を撫なでてくれた手や、抱き締めてくれたときのぬくもりが忘れられなくて、これでも勇気を振り絞って来たんですよ？」

　潤んだ切れ長の瞳ひとみ。彼女はその瞳で真まっ直すぐにオレを見上げてくる。

「日ひ頃ごろの行いが悪いのは認めます。ですが今夜だけは別なんですよ。このまま冗談で済まされてしまうのは……やっぱり少し悲しいです」

「……お前、本気なのか？」

　正直なところ戸惑いが大きい。自分の脈が速くなるのを感じていたところ、かおるんは静かにバスタオルを解き、ベッドの上で白く透き通った滑らかな肌を露あらわにした。

　丸みを帯びた形の良い乳房。艶あでやかにくびれた細い腰。潤いを帯びたように瑞みず々みずしい太腿。自身の全すべてを晒さらしながら、かおるんはそっとオレの手を取る。そして微かすかに手を震わせ、こちらの掌を自身の胸元へと導き、表情に恥じらいを滲にじませたまま小さく言う。

「どうですか忍様。すごくドキドキしているでしょう？　わたくしは修しゆうくんも宗そう悟ごパパのことも好きです。ですが、胸がこんな風になる相手は、忍様だけなんですよ？」と、滑らかな頬ほおをさらに染め、「忍様」と愛いとおしそうにオレの名を呼び、彼女は囁ささやくように続ける。

「今夜だけでもいいですから、わたくしにたくさん……して下さい……」

　──シャンプーの匂においだろうか？　ふと甘い香りが鼻び腔こうを掠かすめ、理性が一瞬吹き飛んだような気がした。うっかり白い美乳の感触を確かめるように手を動かしてしまったところ、かおるんは「んぁ」と吐息をもらし、蠱こ惑わく的に身をよじらせる。

「嬉うれしいです忍しのぶ様。その気になって下さったんですね。もっとして下さい」

「あ、いや、その、なんと言うか……」

「もしかして、はじめてでどうすればいいのかわからないんですか？　そうでしたら、焦らなくても大丈夫ですよ？　お姉さんが優しくリードしてあげますからね？」

　いかん。見事に理性が働いていない。ダメだと思っているのに胸から手が離せない。

　しかもかおるんは本気でオレに身を委ゆだねようとしているみたいだ。そしてオレも彼女のことが嫌いじゃない。それなら別にいいか──ではなく、やはり色々とまずいだろう。それにこんな所をルナに見られでもしたら困る。誰だれかオレを止めてくれ。

　などと胸中で慌てふためいていたところ、小さく自室の扉がノックされたと思ったら、こちらの返事を待たずしてドアが開き、

「忍さん、借りていた小説を読んだんですけど、すごく面白くて、これの続きは──」

　いまだけは一番会いたくなかった人。晩飯前にオレが貸した小説を胸に抱えたルナ。

　彼女にしては珍しく『入りますよ？』の断りもなく、なにやら興奮した様子で第一声をあげてはいたものの、オレたちの様子を認めるや否や、顔を蒼あおくして胸に抱いていた本を床に落とし、目に涙を溜ためながら声を震わせる。

「あ、あの、廊下で話し声が聞こえて、それで忍さんが起きているんだと思いまして、でもまさか……聖ひじりさんとじゃなくて、薫かおるさんとそんな関係だったなんて……」

「ま、待ってくれルナ。これはそうじゃなくて、その……ただのスキンシップなんだよ」

「ふぇええ～ん！　忍さんが思いっ切りウソをついています！　薫さんの胸を触りながらそんなことを言われても説得力がありませんよぉ！」

　今度は泣き出したと思ったら、ルナは踵きびすを返して「ふえ～ん！　エルニちゃ～ん！」と我が家の頼れる次女に相談するつもりなのか、勢いよく部屋を飛び出して行ってしまう。

　一方、オレが扉に目を向けたまま呆ぼう然ぜんと固まる中、視界の端でかおるんが居住まいを正して先程解いたバスタオルを身体からだにあて、ぽんとこちらの肩に手を載せた。

「忍様、心配しなくても大丈夫ですよ。いまからきちんとルナさんと話をつけてきます」

「……お前、ルナになんて言うつもりなんだ？」

「わたくしは聖ちゃんと忍様のメイドとして生きます。正妻の座は聖ちゃんかルナさんにお譲りしましょう。ただしその代わりに、忍様のはじめてはわたくしが頂きます──と」

「実はオレ、はじめてじゃないんだよね」

「なにを言っているんですか童貞様──ではなく忍様、わたくしはすぐに戻って来ますので、少しの間待っていて下さい。ちゃんと忍様のはじめてを貰もらってあげますからね？」

　先程の恥じらいの表情はどこへやら。かおるんはいつもの悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを見せ、ルナを追い掛けるつもりらしく、意気揚々と部屋を出て行った。

　が、その後どんな話し合いをしたのだろう？

　明け方頃ごろ部屋に戻って来たかおるん。彼女は寝ているこちらを揺り起こし、「聞いて下さい忍しのぶ様！　エルニさんが許してくれないんですよ！　ルナさんの味方ばかりするんです！」と、本気なのか冗談なのか半泣きで愚痴りはじめ、かおるんが明日──いや今日帰ることもあり、オレは寝ね惚ぼけながらもその愚痴にしばらく付き合うことにした……。
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　……こいつはいつ帰るんだろう？　夕日が差し込む我が家のリビング。五ご行ぎよう家に帰る準備を整えたらしく、部屋にはかおるんが持参して来た旅行バッグが置かれている。しかし、当のかおるんは昼食前にルナたちにお世話になりましたと挨あい拶さつしてから、

『いま聖ひじりちゃんに家に戻る旨のメールを送っておきました』『なずなちゃんと遊んでから戻ります』『マキナとお喋しやべりを楽しんでからお暇させて頂きます』『やっぱり忍様が恋しすぎてもう戻りたくありません──というのは半分冗談です。ちゃんと帰りますよ？』

















　などと言いながらも一向に帰ろうとせず、いまもオレと一緒にリビングのソファーに腰掛け、こちらの肩に頬ほおを預けて幸せそうに口元を緩めていた。

　美人な上に可愛かわいい姿である。帰宅を促すのも憚はばかられる程だ。しかし昼飯前にかおるんも『戻る』とメールをしたわけだし、そろそろ帰らないと聖ひじりも心配するんじゃないのか？

　なんてことを考えていたところ、おそらく来客だろう。ふと玄関のインターホンの音がリビングに響き、それを耳にするなりかおるんはくすりと微笑ほほえんだ。

「ひょっとしたら、わたくしの帰りを待ち切れず、聖ちゃんが迎えにきてしまったのかも知れませんね」

「……案外聖もシスコンだからな」

　かおるん自身はジョークめかしてはいたものの、その可能性は否定できないと思う。

　来客に応じるべくオレがリビングから廊下に出ると、かおるんもついて来て「もし聖ちゃんだったら抱き締めてキスします。修しゆうくんなら頭を撫なでてあげましょう」などと大変に期待している様子であり、オレは微苦笑気味にそんな彼女を連れて玄関の扉を開ける。

　と、かおるんの期待通りそこには聖の姿。だが彼女の隣には意外な人物の姿があった。
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　……しかしまさか宗そう悟ごさんまで迎えに来るとは思わなかったな。

　五ご行ぎよう家の当主こと宗悟さん。なんでも彼はかおるんが留守の間、新しいメイドさん──氷雨ひさめちゃんと電話で少し話をしたらしく、そのとき聞いた彼女の些さ細さいな望み。それに応こたえるため、昨日は家を留守にして出掛けていたみたいだ。

　ちなみに、かおるんと修君が喧けん嘩かのふりをしているということ。そのことに宗悟さんは最初から気づいていたようなのだが、まあそれはともかく。

　五行家の新しいメイドさんこと氷雨ちゃん。彼女の望みは、もう一度かおるんと会うことだったらしい。そんな氷雨ちゃんの話をする際、宗悟さんは優しくかおるんに目を向け、

『氷雨はずいぶんとお前に懐いているようだな。電話でもお前の話題ばかり振ってくる程だ。氷雨もお前に会いたいんだろうと思ってな。予定よりも少し早いが、今日からうちで暮らして貰もらうつもりだ。昼前に氷雨を連れて戻って来た。氷雨もお前の帰りを待っている。当然、私も岬みさきも聖も修しゆう悟ごもだ。薫かおる、そろそろ帰ってこい』

　と、そう口にして、それを聞いたかおるんはといえば、

『せっかくですから氷雨ちゃんに、忍しのぶ様のことを紹介しておきましょう』

　なんて言うが早いかオレの腕を取り、うちの玄関前に停とまっていた五行家の車。その車に半ば強引にひとを連れ込み、聖も宗悟さんもそれを苦笑で黙認。こうして現在オレは、宗悟さんが運転する車の後部座席に腰を下ろしていた。

　おそらく宗そう悟ごさんもかおるんに気を遣って、珍しく運転なんかをしているんだろう。また、かおるんは氷雨ひさめちゃんと会うことにもう迷いはないようで、落ち着いた様子でオレと聖ひじりと話をしていて、三人で談笑を続けているうちに五ご行ぎよう家の大きな屋敷が見えてきた。

　すると車の窓から、五行家の門の前に立つメイド服を着た少女の姿が確認できた。

　腰まで真まっ直すぐに伸びた銀の髪。幼さを残した整った顔立ち。そして感情が抜け落ちてしまったような、温ぬくもりが見受けられない表情。

「忍しのぶ様、彼女が氷雨ちゃんですよ」

　かおるんの言葉を受け、改めて少女──氷雨ちゃんに目を向けたところ、いつから門の前で待っていたのだろう？　氷雨ちゃんは無表情ながらも心持ち落ち着きなく視線を頻繁に動かしていて、夕暮れの中で佇たたずむ彼女は、まるで迷い子のようにも思える。

　けれど、いち早くかおるんが車から降りて彼女の下に足を運ぶと、やはりあまり表情に変化はなかったが、氷雨ちゃんは微かすかに目元を緩め、どこか安心したようにも感じた。

　聖も宗悟さんも車から出ようとはしない。オレと同じようにふたりは穏やかに彼女たちの様子を見守っていて、そんな中、かおるんは表情に笑みを湛たたえ、冗談も控えたのか、柔らかな口調で氷雨ちゃんに言葉を掛ける。

「またお会いしましたね、氷雨ちゃん」

「……はい。今日からお世話になることになりました。よろしくお願いします、薫かおる様」

「わたくしに、『様』なんてつけなくてもいいんですよ？」

　やんわりと温かく、かおるんは笑みを濃くして続ける。

「今日からわたくしは、氷雨ちゃんのお姉ちゃんになるんですからね」

「……お姉ちゃん……ですか？」

「そうですよ。わたくしだけではなく、聖ちゃんも氷雨ちゃんのお姉ちゃん、修しゆうくんはお兄ちゃんですね。それから宗悟パパはお父さん、岬みさきママはお母さんですよ？」

「おっしゃっている意味が……わたしにはよくわかりません」

　戸惑ったように氷雨ちゃんが瞳ひとみを揺らすと、かおるんはそっと手を伸ばし、

「もちろんすぐには無理かも知れません。わたくしもそうでした。ですがこれからゆっくり、家族になっていきましょうね」

　柔らかな言葉と共に、かおるんが頭を撫なでると、それまで変わらなかった氷雨ちゃんの表情に確かな変化があった。彼女が微笑ほほえむことはない。ただその瞳は徐々に潤みはじめ、

「……わたしは悪魔で……皆に捨てられて……もう二度と……それに道具に家族は……」

　ひどく声を震わせ、氷雨ちゃんは無理に拒絶しようとしたのかも知れない。けれど彼女の言葉が続くことはなく、かおるんは氷雨ちゃんを抱き寄せ、ぬくもりを乗せて告げる。

「今は何も言わなくて大丈夫ですよ。自分の気持ちを伝えたくなった時に、また話して下さい。ただ、これだけは覚えておいて下さいね。氷雨ちゃんが納得するまで何度でも言いますよ。あなたはもう道具ではありません。退魔の組織も、いつかわたくしと聖ひじりちゃん、それに忍しのぶ様で変えてみせます。あなたは道具ではありません。わたくし達の家族ですよ」

　──道具ではない。その言葉は、抱き締められたぬくもりは、もしかしたら子供の頃ころにかおるんが、聖からもらって嬉うれしかったものなのかも知れない。

　氷雨ひさめちゃんはまだ笑わない。泣くこともしない。唇を震わせて無表情を保っている。

　それでも、彼女たちの姿を眺めているうちに……なんとなく思う。確かにすぐに家族になるのは難しいかも知れない。けれど一緒に過ごした思い出と、言葉を交わした記憶が氷雨ちゃんの胸に残る頃には……家族になれるんじゃないだろうか。

　そんな予感は、次第に確信めいたものへと変わっていく。氷雨ちゃんはなにも言わなかった。それでもかおるんの抱擁に応じるように、躊躇ためらいがちに手を伸ばしはじめる。

「──大丈夫ですよ。もう、大丈夫ですからね」

　ふと、懐かしさを覚えた。昨夜オレが公園で抱き締めて頭を撫なでた時のように、かおるんも氷雨ちゃんを抱き締めて優しく頭を撫でていて、そのぬくもりに溢あふれた彼女の姿は、よく似ているように思えた。七年前、幼いオレに大切なものをくれたあの人に──。








第二章　温かな合鍵



　……ああ、これはいい夢だと、寝ね惚ぼけ眼まなこでオレはそんなことを考える。

　いつもと違ってなんだか甘い匂においのするベッド。心地良い香りのする枕まくらに頬ほおを預けて眠っていたところ、軽く肩を揺さぶられて瞼まぶたを開けると、

「えっと、おはようございますご主人様♡」

　視線の先ではクールに整った顔立ちの少女。五ご行ぎよう聖が何な故ぜかメイド服を着ており、彼女は朝日を浴びて自慢の黒髪を輝かせ、はにかみながらもにっこりと微笑ほほえんだ。

「朝ご飯の準備ができましたよ。そろそろ起きてくださいね、ご主人様」

「……おやすみメイドさん」

「ええ!?　反応がすごく薄い!?　薫かおるさんの話と全然違うじゃないか！」

　どうやら夢の中でも聖はかおるんにまた騙だまされているようだ。彼女はちょっとだけ声を裏返し、「やっぱり、あれをしないと喜んで貰もらえないのかな……」とごにょごにょなにかを呟つぶやき、目を閉じたオレの頭上から、今度は声音に恥じらいを乗せて言葉を掛けてくる。

「忍くん──じゃなかった。ご主人様、早く起きてくれないと、すごい事をするぞ？」

「この状況がすでにすごい。もはや恐れるものなどなにもない。いい夢を見せて貰った」

　しかしぼちぼち夢から覚めないといけないだろう。なんて思ってはいたものの、どうにも今日の夢は少し長いみたいだ。相変わらず聖ひじりの声が耳に触れる。

「……本当にしちゃうぞ？　いいのか？　言っておくけど、私も恥ずかしいんだからな？」

「恥じらいは捨てなよベイベー」

　今オレ少しクールに切り返した。夢だからこそできることだ。胸中で小さな満足感を覚えていたところ、なにやら不意にむにゅっと両頬ほおに柔らかな感触を受けた。さらにそのまろやかな二つのものがぷるんぷるんと、オレの顔の上で弾むように揺れ動きはじめる。

　温かで豊潤な膨らみ。鼻び腔こうをくすぐる花のような芳しい香り。そして再び頭上から降ってくる聖の声は、吐息混じりで非常に艶つややかだった。

「んんぅ……ご主人様、起きてくれないと……はぁ……もっと激しくしちゃうぞ？」

「──カモン」

「な、なんで英語なのかはよくわからないけど……よかった。これは薫かおるさんの言った通りだ。忍しのぶくん──いや、ご主人様も嬉うれしいんだよな？　それなら激しくしちゃうからな？」

　心なしか弾んだ声と共に、蕩とろけるような振動が強くなり、甘い感触が顔一杯に弾はじける。

「うぁ……なんだか私も、ちょっと気持ちいい……かも……はぁ……ご主人様はどうだ？　ちゃんと……あぁ……気持ち良くなってくれているかな？」

　もう感無量と言っても差し支つかえはない。これは気持ち良すぎる夢だ。丸みを帯びたような豊かな膨らみ。そこからはピチピチとした抜群の張りが感じられ、思わずその温かな膨らみの感触をもっと楽しみたくなってしまい、控え目に顔を擦こすりつけたところ、

「はぁん……ご主人様ぁ……私がしているんだから……動いちゃだめだ……やぁん……」

　わずかに顔を動かしただけなのにも拘かかわらず、こちらの両頬の上で身み悶もだえするように柔らかな膨らみがぷるぷると震え、ゆっくりとオレから離れていく。

　もういってしまうのか。名残惜しさを覚えて瞼まぶたを開けたところ、目と鼻の先には迫力のある大ぶりの乳房。なるほど。ベッドで眠るオレの顔の上で、聖がおっぱいをたっぷんたっぷんと揺らしていたというわけか。道理で心地良かったわけだ。

　が、さすがに自分の目が丸くなるのを感じつつ、オレはおずおずと聖を見上げた。

「……聖？　なにをしているんだ？」

「ご、ご主人様にぱふぱふしていました」

「──ワンスモアプリーズ」

　やっぱりこれは夢だろう。聖がそんな赤い顔をして『ぱふぱふ』とか口走るわけがない。夢ということもあり、調子に乗って人差し指を立ててはみたものの、残念なことに続きはないようだ。聖は困ったように眉まゆ尻じりを下げ、姿勢を正してオレに目を向ける。

「あの、寝ね惚ぼけているのかな？　普段なら恥ずかしがって忍くんも……」

「なんだ、もうご主人様とは呼んでくれないのか。あまり都合のいい夢じゃないな」

「そ、そんな残念そうにされても困るけど、忍しのぶくんもお腹なかが空すいているだろう？　朝ご飯の準備ができているから、ほら、そろそろ起きような？」

　優しく掛け布団を剥はがされ、聖ひじりに支えられるようにして上体を起こし、欠伸あくび混じりにベッドの端に腰掛けながら改めて辺りを見回したところ、可愛かわいらしい小物や観葉植物が目に映り、明らかに自室ではなかった。確かここはかおるんの部屋だったはずだ。

　しかし何な故ぜオレはこんなところにいるんだろう？　状況がわからずきょとんとしていると、聖がくすりと微笑ほほえんでオレの肩に手を載せた。

「忍くん、昨日のことをよく思い出して欲しい──って、だから寝ないでくれ。朝ご飯はどうするんだ？　薫かおるさんも氷雨ひさめちゃんも待っているんだぞ？」

　やんわりと注意を促し、聖が遠慮がちにこちらの肩を揺らしてきたが、なんだか妙に眠く、再び瞼まぶたを閉じつつも、オレは言われた通りぼんやりと昨日のことを思い返す……。
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　……この先、氷雨ちゃんと仲良くやっていけるだろうか？

　オレンジの陽が差し込む五ご行ぎよう家の道場。そこでオレはひとり退魔士の稽けい古こに励みながらも、先程の出来事を思い出して小さくため息をつく。

　優しい夕暮れ時。五行家へと帰宅し、氷雨ちゃんと温かな言葉を交わしたかおるん。彼女はオレのことを氷雨ちゃんに紹介するとかで、様子を見守っていたこちらの腕を取った。

　しかしどうやら以前、氷雨ちゃんはかおるんからオレのことを聞いていたみたいで、

『あなたのことは薫様が持ち歩いている写真でも見ました。南なん条じよう様ですよね？　聖様だけではなく、薫様まで愛人にした剛の者だと聞いております。薫様も嬉うれしそうに「忍様は愛いとしの殿方ですよ」とおっしゃっていました。つまり──南条様はわたしの敵です！』

　と、ひとの顔を認めるなりいきなり宣戦布告。ひとまずオレも落ち着かせようと思い、

『なんだ、嫉しつ妬とか？　はは、そんなに心配しなくても大丈夫だぞ？　お前の大好きなかおるんを取ったりなんかしないからな？』

　なんて自分なりの大人の対応をしてはみたものの、図星を指されて恥ずかしかったのか、それとも悔しかったのか……思いっ切り氷雨ちゃんに噛かみ付かれた。

　そんな中、かおるんが『氷雨ちゃん、噛むなら甘噛みにした方がいいですよ』と妙な注意を飛ばし、その後の自己紹介の間、氷雨ちゃんは無表情ながらも睨にらむようにしてオレを熱く見つめ続けており……今後彼女とうまくやっていけるかどうか不安で仕方がない。

　けれど気持ちを切り替え、せっかくなので稽古をしてから帰ろうと考え、オレは五行家の道場にお邪魔し、現在こうして鍛錬に勤いそしんでいるというわけである。

　……しかし今思えば、このときさっさとうちに帰っていれば、普段通りルナのいる日常にも戻れたのかも知れない。こちらが稽けい古こに精を出す中、ふと道場に顔を出した宗そう悟ごさん。何な故ぜか彼は複雑そうな面持ちで、オレを見つめながらぽつりとこぼした。

「やはり君は……樹いつきさんの息子なんだな」

　樹とはオレの父親のことだ。けれど、宗悟さんの口から父さんの名前が飛び出るとは思わず、オレが軽く目を瞬しばたかせていると、彼は意外そうに言葉を掛けてきた。

「……聖ひじりからはなにも聞いていなかったのかな？」

　そう訊きかれてはたと思い出す。確か以前、聖が教えてくれた。宗悟さんはオレが爺じいちゃんの道場を継がない上に、退魔の稽古を受けに来たことに驚いていたようだ。おそらく南なん条じよう家のことも色々と知っているのだろう。かなり前に交わした聖との会話の内容を思い起こしつつ、オレは軽い乗りで宗悟さんに言葉を返した。

「そういえば、うちのアホで適当な父さんと宗悟さんは知り合いなんですよね？」

「遺憾ながら友人であることは確かだよ。今でこそ言い争う程度だが、昔はよく樹さんと殴り合いの喧けん嘩かまでした程だ。もっとも、樹さんには武術だけではなく退魔の才まであってね、結局一度も勝つことができなかった」

「今度一緒にうちのバカをボコりに行きましょう──とか言いたいところなんですが、退魔の才があったということは、やっぱり父さんも退魔士のことを知っていたんですね」

「元々、南条は退魔の家柄の分家だからね。樹さんだけではなく、君のお爺さんも退魔士のことは理解している。ふたりとも退魔士として働いていた時期もあるぐらいだ」

　しかしオレは爺ちゃんと父さんからなにも聞かされていない。なんで話してくれなかったんだろう？　こちらが疑問に思う中、宗悟さんはわずかに目め尻じりを下げて口を開く。

「君に話さなかったのは、きっと親心だろう。退魔士の仕事には危険がつきものだ。家族を巻き込む可能性を考えたに違いない。だが樹さんは家の道場も継がず、仕事中には悪魔の女性を口説いたり愛人にしようとしたりと、やりたい放題やったかと思ったら……」

　言葉の途中でため息を挟み、宗悟さんは眉み間けんに深いシワを作る。

「今度は奥さんとの結婚を機に突然『もう退魔士辞める！　働きたくないでござる！　絶対に働きたくないでござる！　ボクは巴ともえのヒモになるんだい！』などと、最後まで本音も言わず冗談を飛ばしたものだから堪たまらない。あの人はどうしようもない阿あ呆ほうだ」

「やっぱり今度一緒に、その阿呆をボコりに行きませんか？」

　渋い表情を見せてはいたものの、宗悟さんの言葉の中には微かすかな温ぬくもりがあった。だが彼はこちらの冗談に「考えておく」と真顔で応じ、そのまま「ちなみに」と言葉を続ける。

「先日、その阿呆から電話が掛かってきた」

「電話？　うちの母さんと妹以外には電話もメールもろくにしないあの父さんがわざわざ？」と、意外に感じて聞き返したところ、宗悟さんは苦笑を浮かべて小さく頷うなずく。

「おそらく君のことが心配だったのだろう。一体どこで聞きつけてきたのか、君がうちに来て退魔の稽けい古こを受けていることを知っているみたいだった。しかしやはり君には退魔士になって欲しくないらしい。こちらが電話に出るや否や怒鳴り散らされたよ」

「……なんか嫌な予感がするんですけど、うちの父さんはなんて？」

「確か、『テメエ！　よくも愛いとしの忍しのぶ君を奪いやがったな！　さっさと忍君を返さないとテメエの家に火をつけるぞゴラァ！』とか抜かしていたな」

「多分、父さんなりの冗談だと思いますよ？」

「もちろんそれはわかっているのだが、樹いつきさんが相手だとどうも昔の癖でね。つい『くたばれカス』と言い返してしまった挙げ句、口車に乗せられて君のことを全すべて話してしまった」

　もしかしたら宗そう悟ごさんは父さんのことがかなり好きなのかも知れない。父さんとの電話のやり取りを思い出しているのか、彼は道場の天井を見上げ、珍しく口元を綻ほころばせていた。

「しかし樹さんは本当に君のことが大切みたいだな。私の話を聞くなり、『それじゃあボクの忍君はいま悪魔と一緒に暮らしているの!?　これはダメだ！　早く帰らなきゃ！　まあ本当は巴ともえに会いたいだけなんだけどね。てへぺろ』とふざけて電話を切ってしまった」

「今度父さんから電話が掛かって来たら『いつ死ぬんだ？』と聞いておいて下さい……って、そういや宗悟さん、確か道場に入って来たとき『やはり君は樹さんの息子なんだな』とか言っていませんでしたか？　あれはどういう意味なんです？」

　自分の表情が若干硬くなるのを感じていたところ、宗悟さんは少しだけ気まずそうにこちらから目を逸そらし、躊躇ためらいがちに口を開く。

「いや、私も最初は似ていないと思っていたんだ。君は樹さんと違って誠実だからね。しかしなんだ、君には退魔の才もある上に冗談も好きで……樹さんと同じ天然ジゴロだ」

「あの、大変失礼だとは思うんですが、ちょっと脳天を砕いてみてもいいですか？」

「……樹さんもよくそんな冗談を口にしていたな。それに女性から好意を寄せられることも多かった。君と同じだ」

　こちらとしては違うと思いたかった。けれど宗悟さんは再び複雑そうな表情で言う。

「さっき居間で薫かおるが教えてくれたよ。君の家で世話になったとき、どれだけ南なん条じよう君に優しくして貰もらったのか嬉うれしそうに話してくれてな。傍そばにいた氷雨ひさめが少しむくれていたぞ？」

「……また噛かみ付かれちゃいそうですね」

「残念ながら否定はできないな。実はこれからまた仕事でね。妻を連れて二、三日ほど家を空けるつもりなんだが、そのことを薫にも話したらひとつ頼まれてしまったんだ」

「かおるんが頼み事とは珍しいですね」

　きっとかおるんも宗悟さんに甘えているのだろう。相あい槌づちを打ちつつも頬ほおの緩みを感じていたところ、何な故ぜか宗悟さんは軽く肩をすくめ、ため息混じりに続ける。

「薫が言うには『我が家に男手がないのは不安です。宗悟パパが留守の間、忍様に泊まって貰もらいましょう。わたくしでは断られてしまうかも知れませんので、宗悟パパから頼んでみて下さい。さあ早く行って来て下さい。可愛かわいい娘の頼みですよ？』だそうだ」

「はあ、宗そう悟ごさんも大変ですね。それじゃあオレはこれで失礼させて貰います。うちで金髪お姉さんと愉快な家族たちが待っていますので……」

　早々に踵きびすを返し、オレは逃げるように我が家に帰ろうとしたのだけれど、「待ってくれ南なん条じよう君」と宗悟さんに後ろからガシッと肩を掴つかまれてしまった。

「きっと薫かおるも世話になった君になにか礼がしたいんだろう。それに聖ひじりも目を輝かせていた。私も娘たちの期待には応こたえてやりたいし、君なら娘たちを任せてもいいと思っている。だからどうか薫の頼みを聞いてやってくれ。頼む。この通りだ南条君、いや──忍君」

「な、なんで急に呼び方を変えたのかはよくわかりませんが……案外宗悟さんも親バカなんですね。まあ、少しの間泊まるぐらいなら別にいいですよ」

　宗悟さんに頭を下げられてしまったら断るわけにもいかないだろう。しかし男手がないと不安って……それならこのうちの修しゆう君は一体なんなんだ？　正直かなり疑問だったが、ぐっと突っ込みを堪こらえ、オレは宗悟さんの頼みを聞き入れることにした……。
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　ベッドに腰掛けたまま目を閉じ、メイド服姿の聖に優しく肩を揺さぶられているうちに、昨日の記憶が寝ね惚ぼけた頭をよぎる。

　確かあの後道場から居間に向かい、五ご行ぎよう家の人々に数日泊まる旨を伝えたところ、聖は満面の笑みを浮かべ、氷雨ひさめちゃんはちょっと嫌そうな顔をして、修君は『僕は男だよ？　男手がないこともないんだよ？』と切ない表情を見せ、そしてかおるんはといえば、こちらの話を聞くなり何な故ぜかどこかへと出掛けて行ってしまった。

　けれど、どうやら彼女はオレのうちに顔を出していたらしい。戻って来たときには、かおるんはこちらの着替えが入ったバッグを手にしており、手際がいいことにルナたちにもオレのことを説明してくれたようだ。

　それからそんな彼女に誘われるまま、夕食と風ふ呂ろのあと、かおるんの部屋で遅くまでゲームなんかをしていたせいか、知らないうちに眠ってしまったんだと思う。だけどもしかして、オレはかおるんと一緒に寝ていたのだろうか？

　そのあたりのことはちっとも覚えていない。少し残念なような気もする。などと考えていたところ、聖が控え目にこちらの肩を揺らし、躊躇ためらいがちに声を掛けてきた。

「忍くん、もう起きてくれないと、その……勝手に着替えさせちゃうぞ？」

「靴下は最後に脱がしてくれよ？」

「えっと、むしろ靴下は最初だと思うんだけど……あ、忍くん靴下を履いたまま寝ちゃったのか。ちょっと待っていて欲しい。ちゃんとしてあげるからな？」

　……なにをするつもりなんだ？

　少し気に掛かって寝ね惚ぼけ眼まなこを開けると、視線の先では相変わらずメイド服姿の聖ひじり。彼女は華やかな仕草でその場に正座。続いて靴下を脱がしてくれるつもりなのか、こちらの足を取り、そのままオレの足の裏を、自身の太ふと腿ももの上へと導いていく。

　……止める間もなく、聖の太腿に足を乗せるような形になってしまった。足の裏に弾力のある太腿の感触を覚え、一気にこちらの眠気も吹き飛ぶ。

「聖、さすがに悪い。そこまでしなくても大丈夫だ。というかその脱がし方は……」

「薫かおるさんから教わったんだ。よくわからないけど、男の人はこうされると喜ぶんだろう？　私なら平気だから、もっと体重を掛けてもいいんだぞ？」

　それでは本当に聖の太腿を踏んでしまうことになる。そんなことができるほどオレは図太くない。しかしそれにしても、いま着ているメイド服といい、先程のぱふぱふといい、おそらくまたかおるんに妙なことを吹き込まれたに違いない。

　ただ、聖本人はお世話ができて嬉うれしいみたいな顔をして、柔らかな太腿の上で優しくオレの靴下を脱がしていき、心なしか上機嫌な様子である。なんだか止めるのも憚はばかられた。

　けれど、聖のようなクールビューティーにこんなご奉仕をされると妙に落ち着かないというか、少し心が躍るというか……いずれにせよ気恥ずかしいことには変わりない。

　そんなこちらの心情を他よ所そに、両の靴下を脱がし終わると、聖は正座したまま何な故ぜか急に頬ほおを赤らめ、そっとひとの太腿をしなやかな指先で撫なでるように触れたかと思ったら、上目遣いでオレを見上げて小さく囁ささやく。

「……忍しのぶくん、こっちもちゃんとするからな」

「優しくしてね──じゃねえよ。ズボンまで脱がせてなにをするつもりだ。オレはお前をそんなエッチな娘に育てた覚えは……そういやお前、ムッツリスケベだったっけ？」

「わ、私は別に変なことをしようとしたわけじゃないぞ！　勘違いしないで欲しい！　ただの着替えだ！　ルナさんだって毎日忍くんにこうしてあげているんだろう!?」

「いや、全然。ルナはここまで過激じゃない」

　よくひとの耳を甘あま噛がみして起こす程度だ。と、心の中で付け加えていたところ、聖は目をパチクリとさせつつもすぐに動揺の声をもらした。

「でも薫さんが『忍様の家で見てきました。ルナさんはメイド服姿でぱふぱふをして忍様を起こし、その上お着替えまで手伝い、さらに夜のお風ふ呂ろ場ばではなんと！　あの大きなおっぱいで忍様の背中を洗っていたのです。聖ちゃんも負けてはいられませんね』って」

「……お前はその話を聞いて、夜の風呂ではなにをするつもりだったんだ？」

「薫さんにも言われたんだけど、ルナさんと全部同じだと芸がないだろう？　だから私はその──おっぱいで忍くんの胸を洗ってあげるからな！　恥ずかしいけど頑張る！」

「だ、大胆だな。そういうのは嫌いじゃないぞ。ただ、お前はどこまでかおるんのことが好きなんだよ。姉を信じたくなる気持ちはわかるが、少しは疑った方がいいと思うぞ？」

　心持ち優しくそう告げると、聖ひじりはひとのズボンに手を掛けたままさらに赤くなって俯うつむく。

「それじゃあ……やっぱり薫かおるさんのウソだったんだな？」

「ん？　ちょっと待て。『やっぱり』ってなんだ？　お前も半ば気づいていたのか？　ということはつまり、実はお前がオレに少しエッチなことをしたかっただけなんじゃあ……」

「ち、違うぞ忍しのぶくん！　ルナさんならやってそうだなんて思っちゃっただけなんだ！」

　どうやら動転しているらしく、聖は赤い頬ほおでオレのズボンをぐいぐいと引っ張ってくる。

「私はただ忍くんを喜ばせてあげたかったんだけど……でも、言われてみれば確かに、いつも私ばかりが嬉うれしくなっているような気がする。ど、どうしよう忍くん。私、自分で思っている以上にエッチなのかな？」

　……未いまだにオレのズボンを掴つかんでいるぐらいだ。否定はできないな。なんて冗談を呑のみ込み、からかったことを詫わびるように、オレは聖に手を伸ばして頭を撫なでる。すると聖も少し落ち着いたみたいで、頬を上気させて小さく口元を緩めた。

　が、改めて見るとこの体勢は非常にやばい。聖は床に正座したままこちらの太ふと腿ももに顔を寄せ、ベッドに座るオレのズボンに手を掛けている。そんな彼女の頭をオレは撫でている。第三者が見たら明らかに誤解するに違いない。これは早く聖から離れた方がいいだろう。

　と、胸中で少し焦っていたところ、不意にノックもなく勢いよく扉が開き、間髪を容いれずに部屋に顔を出したのは無表情の女の子こと氷雨ひさめちゃん。彼女は部屋に入るや否や、

「南なん条じよう様はいつまで薫様のベッドで寝ているんです？　薫様が作って下さった朝食──」

　どこか不機嫌そうに早口に切り出した氷雨ちゃんだったが、こちらの様子を認めると目を見開き、もしかしたら初う心ぶなのかも知れない。彼女は表情のない顔を真っ赤に染めて踵きびすを返し、廊下に飛び出しながら上擦った声をあげた。

「か、かかか薫様！　聖様がエッチです！　物もの凄すごくエッチです！　南条様が嫌がって頭を押さえているというのに、聖様は無理矢理ズボンを脱がせようとしていました！　まさかあのお優しい聖様が、ここまでエッチな方だったなんて──！」

「ええっ!?　ひ、氷雨ちゃん！　私はそこまでエッチじゃないぞ！　誤解だ！　物凄い誤解だ！　お願いだから薫さんに変な報告はしないで欲しい！」

　慌てたように裏返った声をあげ、氷雨ちゃんを追って廊下へと駆け出して行く聖。

　対してオレは再び枕まくらに頬を預け、現実逃避でもするように二度寝──なんかしたらまた氷雨ちゃんに噛かみ付かれてしまうかも知れない。寒気を覚えてオレは素早く立ち上がり、早々に身支度を済ませて五ご行ぎよう家の居間へと足を伸ばした……。



　ある意味夢から覚めても夢心地である。

　五行家の居間での朝食時。テーブルに並べられているのは、湯気の立ち上る真っ白なご飯。だしのきいたワカメの味み噌そ汁しる。芳こうばしい匂においのする魚。なんかちょっと焦げた卵焼き。そして両目に映るのは、メイド服を着た三人の女の子たち。聖ひじりにかおるんに氷雨ひさめちゃん。

　まあ、聖の場合はかおるんに唆されてのコスプレではあるが、メイドさんたちに囲まれるというのも悪くない。覚えず頬ほおが緩み、オレは小さく頷うなずきながら嘯うそぶいた。

「ふむ、この場にルナがいたら最高の癒いやし空間が出来上がるな」

「……忍しのぶ様、大好きなルナさんがいなくて寂しいのはわかりますが、いまはわたくしたちだけを見て下さい。わたくしたちだけを感じて下さい」

　こちらの図星を指しつつ、かおるんは心持ち拗すねたようにぺちぺちとオレの頬をはたく。

「先日お世話になったお礼に、わたくしも忍様にたくさん気持ちいいことをしてあげたいんです。宗そう悟ごパパが留守なのをいいことにいっぱいサービスしますからね？　楽しみにしておいて下さい。とりあえず今夜は一緒にお風ふ呂ろに入りましょう」

「はは、そいつは楽しみだな。でもお前の隣でオレのことを睨にらんでいる怖い娘がいるだろう？　その怖い娘にまた噛かみ付かれそうだから、悪いが結構だ」

「怖い娘？　そんな娘どこにもいませんよ？　わたくしの隣にいるのは、この先ギャップ萌もえが期待できそうな愛らしい女の子だけです。今朝なんか料理のお手伝いまでしてくれたんですよ？　たとえ氷雨ちゃんに噛み付かれたとしても、笑顔で許してあげて下さい」

「お前ずいぶんと氷雨ちゃんに甘いんだな。まるでこの卵焼きのようだ」

　料理の手伝いをしたということは、この少し焦げた卵焼きは氷雨ちゃんが作ったんだと思う。かおるんにため息で応じつつも、オレはその卵焼きを口に含み、「美う味まいな」と笑みをこぼすと、氷雨ちゃんはわずかに頬を染め、くいくいとかおるんの服の袖そでを引いた。

「……薫かおる様、この先もし南なん条じよう様に『毎朝オレに料理を作ってくれ』と言われてしまったら、わたしはどうしたらいいんでしょうか？」

「そのときは笑顔で頸けい動どう脈みやくをがぶっとしてあげて下さい」

「──わかりました。噛み付きます。南条様が泣くまでやめません」

　おっかねえ会話してるなあおい。しかも氷雨ちゃんの目が本気だよ。オレは助けを求めるように隣の聖へと目を向けたのだが、彼女はどこかぼんやりと眠そうにしており、こちらの視線に気づくとなにを勘違いしたのか、にっこり笑っておかずの魚へと目を落とす。

「よかったら、骨を取ってあげようか？」

「──そのあと口移しで食べさせてあげるからな。忍くん大好き♡」

　いつもの冗談だろう。聖の物もの真ま似ねをして口を挟んだかおるん。一方それを受け、やはり初う心ぶらしく、氷雨ちゃんは無表情ながらも目を泳がせ、さっとこちらから視線を逸そらした。

「……わたしは目を瞑つぶっていますので、どうぞ気にせず存分にお楽しみください」

「いや、そんな赤い顔で気にするなと言われても困る。というか、かおるんもやめろよ。こんな小さな娘がいる前で」

「わ、わたしは小さくなどありません！」

　ひょっとしたら地雷を踏んでしまったのかも知れない。珍しいことに氷雨ひさめちゃんは感情を露あらわにし、目を吊つり上げて叫ぶ。

「確かに小ぶりに見えるときもあるでしょう！　ですがこれから大きくなるんです！　もうバインバインです！　絶対に薫かおる様のようになってみせますからね！」

　声を荒らげながらも自分の胸元に視線を落とし、微妙に切ない顔になる氷雨ちゃん。彼女のその控えめな胸に目を向け、オレが心の中で『頑張れ』とエールを送っていたところ、何な故ぜかかおるんがキッとこちらを睨にらんできた。

「忍しのぶ様、なんですその『発展途上も悪くねえな。ここは光ひかる源げん氏じ計画でいこう。かじるぜ、青い果実をよぉ』みたいな目は。氷雨ちゃんに手を出したら許しませんよ。手を出すならわたくしにして下さい。といいますか、なんでわたくしに手を出してくれないんですか！」

「お前よく氷雨ちゃんに好かれたよな。普段からそんな風に変態メイド全開なのに」

「薫様は変態ではありません！」

　また地雷を踏んでしまったのか、氷雨ちゃんは一度言葉を止め、声を大にして続ける。

「──薫様は痴女です！」

「なお悪いわ！　お前なんてことを言うんだ！　さすがのかおるんも涙目じゃないか！」

　思わずオレが勢いよく突っ込みを入れると、眠そうにしていた聖ひじりも目を見張り、やはりかおるんも涙目だったが、氷雨ちゃんの方は不思議そうに小首を傾かしげた。

「以前テレビかなにかで、痴女とは男性に人気のあるすごい女性だと聞いたことがあるのですが……もしかして違うのでしょうか？」

　今後の氷雨ちゃんのためにも誤魔化さずにきちんと伝えておこう。オレは優しい口調で彼女に痴女の意味を教えてあげたのだが、それを聞くなり氷雨ちゃんはしょんぼりと見事にしょげ返ってしまい……なんだか気まずくなってきた。

　慰めるように氷雨ちゃんの頭を撫でるかおるん。彼女に再び睨まれ、オレは深い謝罪のあと、この重い空気を変えるために素早くかおるんに話を振る。

「そ、そういや、修しゆう君はどうしたんだ？　今朝は姿が見えないけど？」

「修くんなら……今いま頃ごろ公園で生活しているんじゃないんですか？」

「なんで急にホームレスみたくなってんだよ。まさかお前、追い出しちまったのか？」

「そんな冷たいことはしませんよ。公園は冗談です。修くんなら今朝方、『友達から借りたＤＶＤがなくなっちゃったんだ。あっ、でもＳＭチックなＤＶＤじゃないよ？　女王様とか出てこないから安心してね？　だけどＤＶＤをなくしたお詫わびに、今日からしばらく友達の家の執事として働いてきます』と、肩を落として家を出て行ってしまいました」

　……なんてこった。修君の言うＤＶＤには心当たりがある。確か一昨日の夜中、五ご行ぎよう家に侵入した際、かおるんが気を失った修君からＳＭチックなＤＶＤを回収していたはずだ。

　そんな悲しい思い出を呼び起こしつつ、オレは呆あきれてかおるんに目を向ける。

「お前、まだあのＤＶＤを修しゆう君に返していなかったのか？」

「あ、いえ、これには止やむに止まれぬ切ない事情があるのです。忍しのぶ様にもきちんとお話ししますから、その……怒らないで下さいね？」と、そう念押ししたのち、かおるんはため息混じりに語り出す。どうして修君にＤＶＤを返してあげられなかったのかを……。
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　それは昨日の黄昏たそがれ時でした。愛いとしの忍様がうちに泊まって下さると聞き、わたくしは喜び勇んで車で南なん条じよう家まで移動。続いて忍様の着替えをお借りするため、南条家の皆さんにも笑顔で事情をご説明致しました。ちなみにその際、皆さんは揃そろって見事に落ち込んでしまい、大変心苦しかったのですが……まあそれはさて置き。

　ルナさんたちに挨あい拶さつをしたのち、わたくしはこっそり忍様の部屋へと侵入。せっかくですから、大好きな匂においに包まれてから帰りましょう。わたくしは忍様愛用の枕まくらに頬ほおを預け、しばし時の忙しさを忘れたあと、すっと懐から一本のＤＶＤを取り出しました。

　これは昨夜修くんが胸に抱いていたライトＳＭチックなＤＶＤです。わたくしは弟をＳＭ好きな子に育てた覚えはありませんが、こんなときのために隠し持っていて良かったと思いました。さて、それではこのＤＶＤを忍様のベッドの下にセットしておきましょう。

　きっと忍様もわたくしの悪戯いたずらだと気づいたとき、いつものように甘くきつい言葉を掛けて下さり、それから『仕方がないやつだ』と笑ってくれるに違いありません。

　実はあの笑顔が堪たまらなく好きだったりします。忍様の笑顔を想像しながら、わたくしは早速ベッドの下にＤＶＤを隠そうとしたのですが、妄想に集中するあまりひとの気配に気づかなかったようです。突然部屋の扉が開き、ルナさんが顔を出してしまいました。

　もう繊細なハートが止まるかと思いましたよ。まあルナさんも目を丸くしていましたが、ふとある予感が脳裏を掠かすめ、わたくしはたしなめるように彼女に声を掛けます。

「やはりルナさんは天然エロスのようですね。忍様が留守なのをいいことに、ベッドの上でエッチなことをするつもりだったんでしょう？　それはよくないと思いますよ？」

「な、ななな何を言っているんですか薫かおるさん！　確かに忍さんが出掛けちゃって寂しいですよ！　でも少しだけ忍さんのベッドで横になろうと思っただけです！　それよりも、薫さんの方こそこんな所でなにを……」と、慌てたように頬を赤くしていたルナさんでしたが、わたくしの手元に目を落とすなり、今度は真っ赤になってしまいました。

「か、薫さん、それってまさか……忍さんのベッドの下にあったんですか？」

「……ルナさんも見てみます？」

「いえ、そんな勝手に見るのは──って、ＳＭ!?」

　わたくしの悪い癖です。慌てる様があまりにも愛らしく、ついからかってしまいました。

　おもむろに立ち上がってＤＶＤの表紙を突きつけてみたところ、ルナさんの表情に驚きよう愕がくの色が垣かい間ま見えましたが、おそらくあとできちんと謝って誤解を解けば許してくれるでしょう。わたくしはぐいっと胸を張り、直ちに冗談を飛ばします。

「ルナさん、趣味や性癖は人それぞれです。たとえ忍しのぶ様がＳＭに興味津々だとしても、いままで通り変わらぬ態度で接してあげて下さい。もっともわたくしなら──忍様のＳＭプレイにいつでもどこでも喜んで付き合って差し上げられますけどね！」

「私だって──喜んでＳＭプレイに付き合います！」

「ま、まさかの対抗!?」

　これは予想外です。けれど負けるわけにもいかないでしょう。こんな癒いやしオーラ全開の人にアブノーマルなことまでこなされてしまっては……わたくしのキャラが薄くなってしまうではありませんか。平静を装い、わたくしは諭すように彼女に言葉を掛けます。

「ルナさん、冷静になってよく考えてみて下さい。ＳＭですよ？　女王様ですよ？　癒しキャラのルナさんには荷が重いでしょう？　こういった部分はわたくしに任せて、ルナさんは違う方法で忍様を喜ばせてあげて下さい」

「そ、そんなのいやです！　私も忍さんが一番喜ぶ方法で忍さんを満足させて忍さんに笑って欲しいです！　私だって女王様ぐらいできますよ！　ちょっと見ててくださいね！」

　ひ、聖ひじりちゃんと同じぐらい、ルナさんも忍様のことになると大胆になれるみたいです。

　彼女はまるでガラスの仮面的なものを被かぶるが如ごとくすっと目を閉じ、「……私は女王様……」と何度か呟つぶやき、静かに瞼まぶたを開けたかと思いましたら、普段は優しいエメラルドグリーンの瞳ひとみにありありとＳの色を覗のぞかせ、そのままわたくしに目を向けました。

「──薫かおる、そのＤＶＤに興味があります。私に貸しなさい」

「い、いまわたくしのことを呼び捨てにしましたか？　いつも優しく丁寧なルナさんが？　あ、あら？　ルナさんなんですよね？　もしかして怒っているんですか？」

「うるさいですよ薫。騒いでいないで、早くそのＤＶＤを私に寄越しなさい」

「あ、いえ、なんと言いますか、今更なんですが、実はこのＤＶＤは修しゆうくんの……」

「──薫、私に何度も同じことを言わせる気ですか？」

「も、申し訳ありません許して下さい！　このＤＶＤはルナ女王様に差し上げます！」

　なにやら身体からだの震えが止まりません。本当はわたくし、忍様以外の方に虐いじめられても全然嬉うれしくないんです。恐怖のあまり誤解を解くことも忘れ、ついＤＶＤを献上してしまったところ、ようやく素に戻ってくれたらしく、ルナ女王様は穏やかに微笑ほほえんでくれました。

「ありがとうございます薫さん。それじゃあ私、早速巴ともえさんにＤＶＤの見方を教えて貰もらって来ますね。忍さんが帰って来たときに喜んで貰えるように、頑張って勉強をします」

「あの、お言葉なのですが、ルナ女王様なら特にＳＭについて勉強しなくとも……」

「──薫かおるさん、いまなにか言いましたか？」

「いいえ、どうか勉学にお励み下さいませ。ご健闘をお祈りしております」

　チラリと覗のぞき見えたＳの瞳ひとみ。あの目で見られてしまってはなにも言えません。もうルナ女王様に二度と変な悪戯いたずらはしないと心に誓った瞬間でした。

　けれど自分で蒔まいた種とはいえ……これはとんでもないことをしてしまいましたよ？

　一体どう忍しのぶ様と修しゆうくんに詫わびればいいのかわかりません。情けないことに泣きそうになってしまい、辛つらい現実を忘れるように、わたくしは再び忍様の枕まくらに頬ほおを預けながらこう考えました。そうです、忍様には身体からだでお詫びをしましょうと。
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「──なんてことがありまして、現在ルナさんはＳＭについて勉強中というわけです」

　昨日のことを思い出しているのか、かおるんは小さく震えつつもぎこちなく微笑ほほえむ。

「忍様、おうちに戻ればルナさんとのＳＭプレイが待っていますよ。良かったですね」

「……それがお前の最期の言葉になるというわけだな」

　冗談で拳こぶしを鳴らし、「他ほかに言い残すことはあるか？」と訊たずねたところ、かおるんは「て、てへぺろ？」と気まずく笑い、オレは軽い乗りで彼女の頬をこねくり回してみた。

「あぁ！　おやめ下さい忍様！　本当に足が竦すくんでなにも言えなくなってしまったんです！　お詫びになんでもしますから許して下さい──って、なんでいまの話を聞いて氷雨ひさめちゃんは忍様を噛かむんですか！　そんなことをしてはいけませんよ！」

　うん、ほんと止めて欲しい。オレがかおるんの頬をぐりぐりしている最中にいきなり攻撃を仕掛けて来た氷雨ちゃん。彼女はかおるんの注意を受け、渋々といった様子で噛み付きをやめたものの、『薫様を虐いじめたらまた噛みます』みたいな目でオレを睨にらんでいる。

　……なんなのこの娘こ？　どれだけかおるんのことが好きなんだよ。再び助けを求めるように、オレは隣の聖ひじりに目を向けたのだが、ひょっとして寝不足なんだろうか？　さっきからやけに静かだと思ったら、珍しいことに聖はうとうとと船を漕こいでいた。

　普段しっかりとしているだけに、無防備な姿はとても微笑ましい。こちらが頬を緩める中、かおるんがそっと聖に近づき、彼女の頭に手を載せてやんわりと声を掛けた。

「聖ちゃん、無理せず部屋で少しお休みになった方がいいですよ？」

「あ、でも、せっかく忍くんが来てくれているから……」

「忍様なら逃げたりしませんよ。それにそんな状態では満足に遊べないでしょう？　お昼にはちゃんと起こしてあげますから、少しだけ横になりましょうね。果報は寝て待てともいいます。どうかお昼を楽しみにしていて下さい。きっとお昼にはいいことがありますよ」

　非常に優しい口調とは裏腹に、かおるんは悪巧みでもしているような怪しい顔をしていたが、聖ひじりはそれに気づいた様子もなく、「ありがとう薫かおるさん。それじゃあ少し眠るな」と言い残し、ぼんやりした足取りで居間を出て行った。

　そんな聖の背中を見送ったあと、かおるんはくすりと笑みをこぼしてオレに視線を戻す。

「聖ちゃんも忍しのぶ様が来て下さって嬉うれしかったんでしょうね。忍様を喜ばせてあげようと、部屋で色々と考え事をしているうちに、ドキドキしてなかなか寝付けなかったみたいです」

「……オレも昨日はなかなか眠れなかったぞ。お前が離してくれなかったからな」

「たくさん遊びましたからね。ですが忍様もベッドの中でわたくしを離してくれなかったではないですか。眠りこけてしまった様子でしたのでベッドまでお運びしたら、突然忍様が嫌がるわたくしを無理矢理に抱き締め……あ、冗談ですよ？　氷雨ひさめちゃんストップです」

　素早く噛かみ付き体勢に入った氷雨ちゃん。彼女の頭を撫なでて動きを止めつつ、かおるんはこちらへと視線を戻し、満面の笑みを浮かべて告げる。

「わたくしもお世話になったお礼をきちんとしますからね。どうかお昼を楽しみにしていて下さい。特に昼食後には素晴らしいことが待っていますよ。もし待ち切れないということでしたら、いまからわたくしがキスをしてあげてもいいです」

「……また氷雨ちゃんに噛まれそうだから遠慮する」

　しかしかおるんのお礼となれば……申し訳ないが不安しか感じられない。特に昼食後には注意だな。楽しむどころか、オレは少し警戒しながら昼を待つことにした……。



　……昼食前ということもあって油断していたのかも知れない。

　明るい陽ひ射ざしが差し込む五ご行ぎよう家の道場。その中央で聖が見事に吊つるされていた。しかも下着姿で吊るされていたのだ。両手を頭の上で縛られ、彼女を拘束している縄が天井の梁はりに掛けられており、聖は半ばつま先立ち状態となっている。

　また下着姿のため、黒のブラジャーに包まれた豊かな果実。そこからは深い谷間が確認でき、細いウェストやあでやかな太ふと腿ももや黒のパンツまではっきりと見えた。

　けれど間違いなくこの状況のせいだろう。聖は滑らかな頬ほおを朱に染め……いかん。見とれている場合ではない。オレは素早く視線を逸そらし、近くにいたかおるんに目を向けた。

「……おい、これはどういうことだ？　これがお前の言うところのお礼なのか？」

「忍様、本番は昼食後ですよ。これはジャブ気味の特別訓練です」

　ジャブ気味とは初耳だが、昼食前にかおるんから聞かされた特別訓練。それはきっと退魔士の稽けい古こだと考え、居間からかおるんに連れ出されて道場に顔を出してみたら……こうして聖が吊るされていたというわけだ。本当に油断した。しかもこれがジャブである。

　昼食後にはなにが待っているというのだ？　微妙に冷や汗が滲にじみそうになっていたところ、こちらの不安を他よ所そに、かおるんは淡々と訓練の説明をはじめる。

「忍様もご存じの通り、聖ちゃんは退魔士です。悪魔の封印や退治を生業にしております。そんな退魔士は恨みを買うことも多く、時には仕事に失敗して悪魔に捕らえられてしまうこともあるそうなんですよ。なんだかちょっと怖いですよね」

「……オレはお前の方が怖いよ。聖ひじりになんてことをしているんだ」

「わたくしも泣く泣く心を鬼にしたのです。悪魔に捕まった際、退魔の情報を吐かせるため、退魔士が拷問を受けることもあると──以前、岬みさきママがそんな妄想をしていました」

「その妄想力ちっとも羨うらやましくないな」

「ですが岬ママ曰いわく『実際にあること』なんだそうです。もし聖ちゃんがピュアなまま悪魔に拷問でもされたら大変です。今のうちに拷問にも屈しない精神を養った方がいいかと」

「……お前はもっとピュアな精神を養った方がいいんじゃないか？」

　多分これもかおるんなりのお礼なんだとは思う。確かにある意味で男心を掴つかむようなシチュエーションであることは認める。しかし大胆すぎる好意を受け止める自信もなく、半分呆あきれるようにして突っ込みを入れたものの、かおるんは全く動じず聖へと視線を投げた。

「さあ聖ちゃん、これから忍しのぶ様が拷問を施しますよ。特別訓練だと考えて受け容いれて下さいね。聖ちゃんも嬉うれしいかと思いますが、抵抗する演技も忘れてはいけませんよ？」

「あの、起きたらすでに吊つるされていたんだけど……こんなことでほんとに忍くんは喜んでくれるのかな？」

「……場合によっては、聖ちゃんの方が喜んでしまうかも知れませんね」

















　悪戯いたずらっぽく笑い、そのままかおるんはオレに目を戻す。

「忍しのぶ様、これも聖ひじりちゃんの特訓のためですよ。お辛つらいでしょうが、頑張って鬼畜な悪代官役を務めて下さい。まあ自然体のままで十分でしょうけど」

「どういう意味だそれは。ひとを外道みたいに言うな。大体オレは紳士なんだよ。粉雪のように優しいイメージを持つオレが、抵抗できない女の子をどうこうすると思うか？」

「……ちなみに、どうしても訓練に付き合うのが嫌だとおっしゃった場合、忍様も聖ちゃんと同様に天井に吊つるし、わたくしが拷問という名のサービスを施します」

「実はオレ、捕らわれの美少女に拷問するのが子供の頃ころの夢だったんだよね」

　なんて嘘うそ八はつ百ぴやくを並べ立てつつも、やはり拷問なんてできそうもない。かおるんの目を盗んで聖の拘束を解いてやろう。オレは颯さつ爽そうと聖の下へと足を伸ばした。

　すると下着姿の聖。彼女は頭の上で両手を縛られたまま、「……忍くん」と恥ずかしそうな、でも拷問に少し期待しているみたいな、なんとも複雑に揺れた瞳ひとみを向けてくる。

「──俺は、興奮した。学園のアイドルこと聖。そんな彼女が目の前で無防備な姿を晒さらしているのだ。きっと学園中の男子達も羨うらやむに違いない。今からアイドルの身体からだを思う存分好きにできる。まずはブラジャーを外し、窮屈そうにしているおっぱいを解放してやろう」

「おいこら変態メイド、ひとのモノローグをいやらしく捏ねつ造ぞうしてオレを煽あおるのはやめろ」

　注意と同時に振り返ったところ、いつの間に縄なんて取り出したんだ？　少し目を離している隙すきにかおるんは両手に縄を持ち、それを鞭むちのようにしならせて笑顔で告げる。

「忍様、聖ちゃんの拘束は簡単には解けませんよ？　もし妙な仕草を見せた場合、直ちに忍様の身体も拘束して優しく吊るしてあげます。この機会に忍様がＳかＭか改めて調べるのも悪くないでしょう。今後の参考にして、色々と忍様を満足させてあげますからね」

　できれば気持ちだけ受け取っておきたい。拷問するのも吊るされるのもいやである。

　……ひとまず聖に拷問するふりをしよう。そうすればかおるんのことだ。いつもの変態メイドっぷりを発揮して自分も拷問に交ざりはじめ、多分聖にセクハラでもして気を緩めると思う。その隙を突いて逆にかおるんを拘束。そして聖を解放。そのあと軽く説教だ。

　胸中で大きく頷うなずき、オレは聖に視線を戻し、演技をするように声音を変える。

「クックックッ、ついに退魔士の女を捕らえたぞ。一体どうしてくれようか」

「……優しくして欲しい」

　初っ端から無抵抗な退魔士も如何いかがなものか。赤い頬ほおのまま瞳を揺らす聖。普段クールなだけに、彼女のそんな表情は少し新鮮だ。さらに改めてよく見てみると、無防備な下着姿で両手をあげている聖のポーズ。これは物もの凄すごく色っぽくないか？

　聖の手首から天井の梁はりへと真まっ直すぐに伸びた太めの縄。その縄のため両手の自由は利かないわけだ。やろうと思えばほんとになんでも……いやダメだよくない。頑張れオレの理性。ビシッと気を引き締めつつ、そっと聖の頬ほおに手を添え、オレは声音を柔らかくする。

「聖ひじり、本当にいやなときはすぐに言ってくれ。ちゃんとやめるからな？」

「うん、優しくしてくれるのなら……いいよ」

　心持ち聖が瞳ひとみを潤ませると、触れていた頬ほおの熱が強くなり、わずかに動揺しながらも、オレはゆっくりと彼女の首筋に手を移動させてソフトタッチに撫なでていく。

「ぁん……ちょっと……くすぐったいかも……」

　どこか甘い声をもらす聖。対してオレは胸元を避けて腰のあたりに指先を這はわせたのだが、彼女の細いウェストから伝わる感触を受け、覚えず軽く目を見張った。

　……これはすごいな。綺き麗れいに引き締まっているように見えても、その肌はとても柔らかで温かく、そして非常に滑らかだ。ずっと触れていたらやばいかも知れない。

　しかしかおるんを欺くためだ。オレは理性を奮い立たせ、指先をさらに下へと落としていき、躊躇ためらいを感じつつも、控え目に聖の太ふと腿ももに手を伸ばす。

「あぁ……すごく大きい……忍しのぶくんの手……んぅ……」

　マッサージでも施すように、艶つややかに張りのある太腿をさすっていくと、次第に聖があでやかな吐息をもらしはじめた。おそらくこの辺りでかおるんも乗ってくるだろう。オレは様子を窺うかがおうとチラリと横目を向けてみたのだが……意外にもかおるんは冷静だった。

「忍様、それでは拷問になっていませんよ？　聖ちゃんなら怒ったりしないでしょうから、これぐらいやっても平気だと思います」と、素早く聖の背後に回り、かおるんは手本を見せるかのように……どうやら聖のお尻しりを揉もみはじめたようだ。

「やはぁん……か、薫かおるさん、いきなりお尻は……きゃん……」

「見えない忍様のためにご説明しますと、わたくしはいま聖ちゃんの瑞みず々みずしいヒップを鷲わし掴づかみにし、いやらしくお尻を揉み回しています。きっと聖ちゃんは敏感なんでしょうね。わたくしが手を動かすたびに、お尻をびくんびくんと震わせています」

「うぁ……薫さん……ダメだ……あぁ……」

「これも訓練ですよ聖ちゃん。さあこのエッチなお尻を忍様にも見て貰もらいましょうね」

　嫣えん然ぜんと微笑ほほえみ、かおるんは縛られた聖の手首を片手で掴つかみ、もう片方の手で肩を押し、彼女をこちらへと振り向かせた。瞬間、見事な桃尻と共に目に飛び込んできたのは、柔らかそうな尻たぶ。多分かおるんが揉みしだいたせいで、黒のパンツがお尻に食い込んでしまったのだろう。こちらの動揺が強くなる中、かおるんは軽い乗りで話を振ってくる。

「せっかくですから、忍様も遠慮せずお尻を触ってみてはいかがです？」

「あ、いや、今日はおっぱいの気分だからいい」

　咄とつ嗟さに飛ばした誤魔化しの言葉。それが最悪の結果を招いてしまったみたいだ。かおるんは聖の背中に片手を添え、もう片方の手で再び彼女を前へと振り向かせようとした。

　が、その際指先がブラのホックに引っ掛かったらしい。聖が振り返ると共にホックが外れてしまい、たわわな乳房が下着からこぼれて豊かに弾み、そのまま無邪気に揺れ躍った。

　途端、それに気づくなり聖ひじりは真っ赤になって身をよじる。

「あぁ、おっぱい、恥ずかしい……」

　両手を縄で拘束されているせいだろう。聖が頬ほおを染めて胸元を隠そうとしても、身体からだを左右に揺らすことしかできず、それと同時に再び乳房が揺れ惑い、ゆっくりと黒のブラジャーが道場の床へと落ちていく。これはいかん。早く隠さなければ聖に悪い。

　形の良い豊かな乳房。その先端部がほんのりと桜色に染まっている様を認めるや否や、オレは慌てふためいた挙げ句勢いよく手を伸ばし、自分の掌を押し当てて聖の両胸を隠した。これでよし。もう完かん璧ぺきだ。我ながらいい仕事をした──わけもなかった。

「はぁん……忍しのぶくんの手が……私の……んぁあ……」

「こ、これは驚きましたね。いまのは事故だったのですが、聖ちゃんの胸を見た途端に迷いもなく鷲わし掴づかみですか。今日の忍様はワイルドですね」

「……ちゃうねん」と、動転のあまり思わず関西弁になってしまった。しかし無理もない話かも知れない。セクシーな下着姿や甘いお尻しりのあと、とどめとばかりに両胸まで見せられたのだ。こちらの理性だってぶっ飛びそうにもなる。

　そんな中、かおるんはさっとオレの背後に回り、耳元で囁ささやくように声を掛けてきた。

「忍様、未いまだに胸を触り続けている事ですし、そのまま揉もみ揉みといっちゃって下さい」

「いやいや、いくらなんでもそれはまずいだろう」

「これも訓練のうちですよ。それに聖ちゃんも以前、『忍くんにだったら強引に迫られてもいいかも』とおっしゃっていましたし、いやがったりなんかしないはずです」

　た、確かに聖は羞しゆう恥ち心に耐えるようにぎゅっと目を瞑つぶってはいるものの、彼女の表情に嫌悪の色は感じられなかった。ほんとにいやがっていないのだろうか？

　なにやら次第に理性が危うくなってきた。その上かおるんを拘束するつもりが、逆にいま彼女に背後を取られてしまっている。これでは当初の目的を果たすのも難しいだろう。けれどいい加減に聖の胸から手を離そうとしたところ、

「忍様は本当にシャイですね。わたくしが手伝ってあげますよ。これもお礼のうちです」

　親切のつもりなのかも知れないが、再び耳元で囁くなりかおるんはひとの背中に美乳を押しつけ、続いてオレの両手と自身の掌とを重ね合わせ、こちらの身動きを封じてきた。

　これは以前、はじめて聖とデートをした際、ルナたちを交えてカラオケボックスで王様ゲームをした時のシチュエーションと少しだけ似ているかも知れない。あの日もかおるんにこんな風に身動きを封じられ、服の上から聖の胸を揉んでしまった。

　確かあの時、聖も特に怒ってはいなかったが、いまとは状況が違う。聖は縛られて動けない。身に着けているものもパンツだけである。そんな状態であるのにも拘かかわらず、かおるんがひとの掌越しに胸を揉んでいくと、

「んぁああ、忍くん、そんなにしたら、あぁあん」

　こりっと掌に甘く覚えた桜色の蕾つぼみの感触。乳房の頂がダイレクトに手に触れている。さらに、オレの掌越しにかおるんが両胸の先端部を優しくこねながら、まろやかな果実を揉もみ回しているせいか、聖ひじりの声が艶つややかに大きくなっていった。

「あぁああん、そこはだめだ、やめ……はぁあん」

　かおるんが乳房から軽く手を離すと、両胸の桜色の蕾。それがもっとして欲しいというように、大胆にもツンと顔をあげている。

「いやぁ、恥ずかしい、これ以上はだめ……あっ、あぁ、やぁあああん！」

　制止の声は最後まで続かず、途中で嬌きよう声せいのようなソプラノボイスが響いた。聖は背筋を反らして身体からだを大きく震わせ、悩ましく呼吸を荒くする。だがかおるんはまだ止まらない。

「もう、やめ……ぁあああ、んぁあああ」

　かおるんが手を動かすたび、聖はいやいやと首を横に振り、再び大きく身体を震わせる。

「うぅん……本当にダメだから……やめて欲しい……忍しのぶくん……」

　……え？　オレ？　かおるんじゃなくて？

　切ない声をあげる聖。はたと我に返ってよく見てみると、彼女は色っぽく頬ほおを上気させてはいたものの、瞳ひとみに溜たまった涙がいまにも溢あふれそうになっていた。

　もしかしたら羞しゆう恥ち心のあまり思考が乱れ、涙のせいで視界が滲にじんでいることも手伝い、聖はこの一連のセクハラ行動は全すべてオレがやっていると思っているのかも知れない。

　こ、これは止めなかったオレも悪いだろう。さすがに理性も持ち直し、すぐにかおるんを注意しようと思ったのだが、首を回して見ると、当の彼女は本来の目的も忘れたかのようにうっとりとした様子でセクハラを続け、止める間もなく、

「んぁああ、やだやだぁ、私また、あぁ、ああぁ、やぁああああん」

　先程以上に大きく背中を反らし、聖はびくんびくんと痙けい攣れんするみたいに身体を震わせ、

「……忍くん、ひどい……やめてって……言ったのに……」

　消え入りそうに呟つぶやき、あろうことかぽろぽろと涙をこぼして泣き出してしまい、そこでかおるんも我に返ったのだろう。素早くオレの背中から離れ、きまりが悪そうにおろおろと視線を泳がせたのち……冷や汗を浮かべてグッと親指を立てた。

「だ、大丈夫ですよ忍様。おそらく聖ちゃんは感極まると涙を流してしまうタイプなんでしょう。気持ち良かった証拠です。き、きっと綺き麗れいな涙ですよ」

「……薫かおるさんの……バカ……」と、まさかの図星だったのか、聖はさらに涙を溢れさせ、オレは思いっ切り動揺しながらも、すぐさまかおるんに向かって叫んだ。

「あ、あれだ、えっと、その──縄を解いてやれかおるん！」

「──キーッ！」

　ひょっとしたらオレ以上に動転しているのかも知れない。かおるんは戦闘員っぽい甲高い声をあげ、ちょっと躓つまずきつつも聖の下へと移動。すると聖を見るなりなにかに気づいたらしく、彼女はこちらに視線を移して上擦った声をあげる。

「し、忍しのぶ様、申し訳ないのですが退出して貰もらえないでしょうか？　まさか聖ひじりちゃんがここまで敏感──コホン。なんでもありません。ここはわたくしに任せてどうか道場の外でしばらく時間を潰つぶしていて下さい。すぐに替えの──いえ、なんでもありません」

　庇かばうように両手を広げて聖の身体からだを隠しているかおるん。彼女の動揺した言動で色々と察しがついてしまったが、聖に申し訳ないのでオレは深く考えないようにした。

　それからかおるんの言葉に従い、直ちに道場を後にして五ご行ぎよう家の広い庭で気まずさを覚えつつも、特になにをするわけでもなく立ち尽くす。その間、着替えでも用意するためか、かおるんが道場と自宅とを行き来していたが、こちらは庭に突っ立ったままだった。

　……聖だったら、ちゃんと謝れば許してくれるだろうか？　不安を抱えたまましばらく待っていたところ、どうやら着替えを済ませたようだ。道場の扉を開けて私服姿の聖が外に出て来た。ひとまず深呼吸をひとつ。オレは聖に目を向け、控え目に声を掛けた。

「聖、さっきはその……って、あれ？　聖？　聖さん？」

　お、おかしい。いままでこんなことは一度もなかった。聖はぷいっとそっぽを向き、無言でこちらの隣を素通りしてしまう。やはり怒っているのだろう。あんなことをされたら誰だれだって気分を害すはずだ。けれどなんとか機嫌を直してもらいたい。

　オレは声音から一切の冗談を抜き、彼女の背中に真しん摯しに言葉を投げた。

「聖、さっきは本当にすまなかった。お前があんなにも大きな声をあげて、激しく腰をくねらせて、何度も身体を震わせていやがっていたのに……ん？」

　な、何な故ぜだ。真剣に謝っていたのにも拘かかわらず、こちらの『大きな声』『腰をくねらせ』『身体を震わせ』という単語を聞くたび、背中越しに聖はビクッと肩を跳ね上げ、振り返ったときには真っ赤になっていて、その上涙目でキッとオレを睨にらんでくる始末。

「……もう知らない。忍くんなんて大嫌いだ」

　お、おお？　あ、あら？　なんか、目から熱いものがこみあげてきた。

　もはやジョークどころか言葉も出てこない。オレが茫ぼう然ぜん自じ失しつとなる中、聖は再びそっぽを向いて立ち去って行く。と、そこで、道場の後片付けでもしていたのか、かおるんが額の汗を拭ぬぐうような仕草と共に外へと姿を見せ、オレの顔を認めるなり軽く目を見開いた。

「し、忍様？　どうしたんですか？　いまにも泣きそうな顔をしていますよ？」

「……しのむん、もうおうち帰る」

「幼児退行!?　一体なにがあったんです？　聖ちゃんになにか言われたのですか？」

「なんかな、『忍くんなんて大嫌い』なんだって」

「そ、そんなバカな!?」

　今度は大きく目を見開いた後、かおるんはオレの頭に手を載せ、安心させるように言う。

「大丈夫ですよ忍様。いまから聖ちゃんと話をしてきます。きっとすぐに機嫌を直してくれると思いますから、もう泣かないでくださいね？　わたくしがついていますよ？」

「……なんか不安です」と、率直な感想を飾ることなく伝えたところ、かおるんは怒るどころか、「ん、ちゅっ」と慰めているつもりらしく、ひとの頬ほおに軽くキスをひとつ。

「忍しのぶ様、居間で待っていて下さい。すぐに聖ひじりちゃんを連れて来ますからね」

　言葉と共に踵きびすを返し、颯さつ爽そうと駆け出していくかおるん。かなり頼もしい。ここは一いつ旦たん彼女に任せよう。オレは五ご行ぎよう家の居間へと足を伸ばし……零こぼれかけた涙を拭ぬぐうことにした。



　──オレと聖は互いを支え合う仲だ。彼女とは信頼という名の絆きずなで強く結ばれている。だから聖なら、なにをやっても許してくれるだろう。

　なんて風に考えて、心のどこかで甘えていたのかも知れない。

　五行家での昼食時。広い居間には重い空気が漂っていて、オレとかおるんが時折もらすため息がそれに拍車を掛け、こちらの様子を見ていた氷雨ひさめちゃん。彼女は表情のない顔に微かすかな心配を滲にじませ、聖の部屋の方角だろうか。天井を見上げてぽつりと呟つぶやく。

「……聖様、降りて来ませんね」

「無理もありませんよ氷雨ちゃん。『薫かおるさんなんか嫌い』だそうですからね……」

　残念ながら先程なんの成果もなく帰ってきたかおるん。彼女は氷雨ちゃんに相あい槌づちを打って少し涙ぐみ、そのまま大きく肩を落とす。

「申し訳ありません忍様。特別訓練と称して忍様に楽しんで頂くつもりだったんです。それに聖ちゃんも以前、『好きな人にだったら、強くされてもいいかな』と口にしていたので、喜んで下さるかと思っていたのですが……」

　一度言葉を止め、かおるんは再びため息を挟む。

「はじめては優しい方がいいそうなんです。すっかり勘違いしていました……てへぺろ」

「そんな悲しい『てへぺろ』はじめて聞いたよ」

「計画通りにいかないのでこうもなります。聖ちゃんが敏感なのは知っていましたが、忍様の手が余程気持ち良かったんでしょうね。話を聞いた限り、胸だけで二回も……コホン」

「なんだ、二回もオレを殺したくなっちまったのか？」

「わかっている癖に冗談を言わないで下さい」

　冗談というよりも自虐である。つられるようにオレもため息をつき、氷雨ちゃんが「胸だけで二回？」と首を傾かしげていたが、かおるんは気に留める余裕もないらしく肩を竦すくめる。

「まあ要するに、少し気持ちいい程度なら『もう、忍くんのエッチ』で済んだのでしょうが、望んでいた優しい展開もなく、強引に物もの凄すごく気持ち良くさせられ、それがショックだったのか、聖ちゃんも『もう忍くんなんて知らない』となってしまったのでしょう」

「……オレも『知らない』と嫌われてショックだよ」

「先程わたくしも事情を説明したら、『嫌い』と……うぅ、ただ喜んで頂きたかっただけですのに。忍しのぶ様を半泣きにさせてしまった挙げ句、聖ひじりちゃんは部屋に引きこもったまま出て来てくれません……わたくしは忍様のメイドとしても聖ちゃんの姉としても最悪です」

「悪いのはお前だけじゃない。土下座なんかよせ。絶対にしないでくれ。いいか、確かにきっかけを作ったのはお前だ。しかしオレもお前を本気で止めようとしなかった。情けない話、夢中になって止められなかったんだよ。お前だけが悪いわけじゃないんだ」

　もっとオレの理性が強きよう靭じんであれば、きっと避けられた事態なんだと思う。だが起こってしまったことをこれ以上悔やんでも仕方がない。落ち込むのはもうやめだ。かおるんがいまにも泣き出しそうだったので、今度はオレが彼女の頭に手を載せる。

「薫かおる、いまは嘆くよりも、これからどうするかを一緒に考えよう」

「忍様、なんとお優しい。さり気なく呼び方を変える辺りが最高です。そんな優しい忍様にお礼をするどころか迷惑を掛けたとなると軽く死にたくなりますが……そうですね。それではこれから聖ちゃんの機嫌が直る方法を一緒に考えましょう。しかしどうすれば……」

　感動したみたく瞳ひとみを潤ませ、けれどかおるんが悩むように首をひねったところ、

「──薫様、ここはわたしにお任せください」

　こちらの会話に耳を傾けていた氷雨ひさめちゃん。彼女が静かに口を挟んだ。

「わたしにひとつ考えがあります。これは昨日、荷造りを手伝う際、奥様から聞いたことなのですが……」

　かおるんを助けてあげたいのか、氷雨ちゃんは真剣な目をして語り出す。しかし話を聞く前からなにやら妙な胸騒ぎを覚え、失礼ながら嫌な予感しかしなかった。



　……数十分後、予感通りよくないことが起きた。

　オレはかおるんに女装を施された挙げ句、メイド服まで着せられ、頭の上には猫耳カチューシャがちょこんと載っかっている。そんな状態のまま聖の部屋の扉の前に立ち、さらにこちらの両隣ではセクシーな猫と無表情な仔こ猫ねこが互いににゃあにゃあと鳴き合っていた。

　なんでも岬みさきさんの部屋にあったとかで、かおるんは虎とら柄のセパレートを身に着け、おへそを見せながら虎柄のチョーカーや猫耳カチューシャ、猫手や尻尾しつぽまで装備していた。

　一方、氷雨ちゃんは黒のワンピース。猫手や尻尾やカシューシャも黒。銀の髪が黒の衣装に映え、猫みたいな格好ができて嬉うれしいのか、本人もどこか満足そうである。

　しかし何故こんなことになってしまったのか。

　氷雨ちゃん曰いわく『落ち込んでいる人を慰めるのには、この衣装が最適だと、奥様がそう教えてくださいました。それにわたしたちが扉の前で楽しそうにしていれば、きっと聖様も興味を惹ひかれ、すぐに部屋から出て来てくれるでしょう』とのこと。

　またかおるん曰く『そういう事でしたら、聖ちゃんに忍様の猫耳メイド姿と、氷雨ちゃんの仔猫姿を見て貰もらいましょう。それで少しは機嫌もよくなると思います』とかなんとか。

　まあ確かにその可能性はあるのだろうが……なんだこの異空間？　こんなことで本当にうまくいくのか？　どうにも不安を拭ぬぐいきれない。

　先程から猫になりきっているかおるんと氷雨ひさめちゃん。かおるんの方はオレの腕にしなやかな身体からだをすり寄せ、誘惑でもするように艶つややかな鳴き声をあげている。けれど、それを見ても嫉しつ妬とで噛かみ付くこともなく、やはり猫が好きなのか、氷雨ちゃんは上機嫌な様子。ずっとこちらに猫語で話し掛け続けていた。もちろんなにを喋しやべっているのかはさっぱりだ。

　しかし無視するのも心苦しいし、少しは合わせてあげよう。なんとか胸の中の不安を隠し、無言でひとの耳を舐めはじめるかおるんを放置しつつ、オレはグッと親指を立て「ニャア」とダンディーな鳴き声で対応。しばしクールに氷雨ちゃんと猫語で話をしてみた。

　すると、何な故ぜか氷雨ちゃんは会話の最中に無表情を明るく輝かせ、意外なことに「にゃあ！」と鳴き声を弾ませて抱き着いてきた。マジでよくわからんが、意図せず氷雨ちゃんと仲良くなれた気がする。ふと覚えた小さな満足感。微かすかな幸せ。緩んだ自分の頬ほお──それは次の瞬間、一気に消え去って行った。

「わ、私の部屋の前で……なにをしているのかな？」

　ある意味で作戦が成功。しかしあまりにもタイミングが悪すぎた。部屋から顔を覗のぞかせた聖ひじり。彼女はこちらの様子を認めるなり目を白黒とさせ、かおるんも焦ったようにオレの耳から唇を離す中、氷雨ちゃんだけは計画が成功したと思ったのかも知れない。

　彼女はオレに抱きついたまま、心なしか口元を緩めて聖に目を向ける。

「聖様もどうですか？　とても楽しいですよ──猫プレイ」

「ね、猫プレイ!?　私の部屋の前で猫プレイなんかをしていたのか？」

「はい。奥様に教えて頂いた猫プレイです。これは想像以上に心躍るものでした。先程なんかメイド服がよく似合う南なん条じよう様がわたしに『すごく可愛かわいいぜ』と言って下さったんです」

　……一応断っておくが、オレは『にゃあ』としか口にしていない。けれど氷雨ちゃんの中でどんな会話が繰り広げられていたのか、彼女は微かに頬を染めて続ける。

「突然そんなことを言われたものですから、わたしも驚いて『本当ですか？　わたしも薫かおる様みたいになれるでしょうか？』と訊たずねたら、南条様は『君の大きな胸に乾杯』と、クールに答えてくれました。わたしの胸が大きいと理解してくれたはじめての人です」

「し、忍しのぶくんがそんなことを……昨日会ったばかりの氷雨ちゃんに『すごく可愛いぜ』か。私と知り合った頃ころは『格好いい』みたいなことばっかりだったのに……」

　微妙な笑顔でドアノブを持つ手を小さく震わせる聖。対して氷雨ちゃんはどうしてか聖の豊かな胸元に視線を移し、「そういえば」と口を開いて爆弾発言をひとつ。

「南条様の『君の大きな胸に乾杯』で思い出したのですが、薫様が居間でおっしゃっていたんです。聖様は南条様の手が気持ち良くて、胸だけで二回どうにかなられたんですよね？　一体どうしたんです？　それは胸が大きくなる事となにか関係がありますか？」

　無む垢くな質問と共に、その場の空気が一瞬で凍り付いた。もはやオレも言葉を失い、かおるんなんか可か哀わい想そうなぐらい目を泳がせている。そんな彼女を鋭く睨にらみつけ、聖ひじりは目に涙を湛たたえつつ、今度はその声を震わせた。

「薫かおるさん、私が忍しのぶくんの手で……ちゃったこと、まさか話しちゃったのか？」

「…………て、てへぺろ？」

　こんな哀れな『てへぺろ』を見たのははじめてだ。涙目ながらも冗談を飛ばし、懸命に空気を変えようとしたのだろう。そんなかおるんの健けな気げな姿に涙を催しそうになっていたところ──聖は無言で勢いよく部屋の扉を閉め、瞬く間に気まずい沈黙が広がっていった。

　……これは終わったのかも知れない。オレとかおるんが揃そろってその場に崩れ落ちると、自分のせいだと感じたらしく、なんだか氷雨ひさめちゃんまで涙目になってしまった。



　繰り返しにはなるが、失敗をいくら悔やんでも仕方がない。問題はこれからどうするかだ。オレとかおるんと氷雨ちゃんは着替えを済ませたのち、揃って聖の部屋の前に再集結。聖がいつ部屋から出て来てもいいようにと扉の前で待機。三人で作戦会議を開始する。

　さて、これからどうしたものか。扉の前で腰を下ろしたかおるんと氷雨ちゃん。とりあえず彼女たちの意見を聞いてみようと思い、オレはふたりに視線を投げる。

「えっと、かおるんも氷雨ちゃんもなにかアイディアがあったら遠慮なく言ってくれ」

「はい！　もう一度猫プレイで聖様の注意を引くというのはどうでしょう！」

　名誉を挽ばん回かいしたいのか、ビシッと手をあげる氷雨ちゃん。そんな彼女の頭に「氷雨ちゃん」と優しく手を載せつつも、かおるんはため息混じりに言葉を返す。

「残念ですが、猫さんはあまり効果がないと思いますよ。聖ちゃんは犬派なんです」

「こ、今後聖様とは上う手まくやっていけそうにありませんね！　犬のどこがいいんです！　怖い顔をしてよくわたしに噛かみ付くんですよ！」

「……お前も怖い顔をしてよくオレに噛み付くじゃないか」

　肩を竦すくめてオレが弱々しく突っ込みを入れると、今度はかおるんが控え目に手を上げた。

「忍様、ひとつ確認したいのですが、一昨日の夜のことは覚えていますか？」

「忘れたくても忘れられねえよ。なんせお前と一緒に五ご行ぎよう家に侵入したんだからな」

「いえ、そちらの方ではなく、我が家への侵入後、公園から戻ったあとのことです」

「……多分ずっと覚えていると思うぞ」

「あの、そんな赤い顔をされたらこっちまで恥ずかしくなりますが、わたくしがベッドの上で忍様に愛の告白をしたあと、さあこれからという時にルナさんが来たでしょう？」

「それはもう忘れたい。あと氷雨ちゃんがまた噛み付き体勢に入っている」

　しかしまだ噛まないということは、多少は懐いてくれたのかも知れない。今度『おっぱい大きいね』とお世辞でも言って褒めておこう。なんて考えていたところ、かおるんは本題に入るつもりなのか、心持ち表情を真剣なものに変える。

「忍しのぶ様、あの後エルニさんも交えて明け方までお話ししたのですが、ルナさんはしばらくずっと涙目でしたよ。拗すねたように『冬休みなのに忍さんが構ってくれません。小説を話題にお話ししようと思っていましたのに、薫かおるさんと仲良くしていて』みたいな感じでした」

「その不満をＳＭプレイでぶつけられなきゃいいけどな」

「修しゆうくんのＤＶＤのことなら謝ります。それよりも、忍様はルナさんになにをしてあげたんです？　あんなにむくれていましたのに、その後ルナさんと会ったら、『忍さんとお話ししました』と笑顔でしたよ？　どんな話をしたのかはわかりませんが、きっとルナさんと同じことをしてあげたら、聖ひじりちゃんも機嫌を直してくれると思います」

「……オレはなにもしてないんだよ。普通に『おはよう』とか言ったぐらいだ」

　肩を落とすと同時に、口から深いため息がもれた。

「なんかな、ルナは嫉しつ妬とというよりも、『仲間外れはいやです』みたいな乗りなんだよ。不思議と聖にはよく対抗するけど、エルニやマキナ、それにお前が相手だと、なにかあってもわりとすぐに機嫌も直る」

「それは一体いつの記憶です？　先日の夜をきっかけにルナさんはわたくしにも対抗するようになりましたよ？　少し目を閉じて、これまでのことを思い返してみて下さい」

　かおるんに言われるまま目を閉じてみたところ、何な故ぜかルナの笑顔ばかりが浮かんだ。

「……やばい。なんかうちに帰りたくなってきた」

「どれだけルナさんのことが好きなんですか忍様は」

「いや、そうじゃなくて、なんかこうして目を閉じていると、やり残してきたことを思い出したんだよ。ルナと一緒に大掃除したり、マキナとなずなとゲーム、あとルナと散歩、それから母さんに奪われた小説を取り戻したり、エルニにご飯を奢おごったり、ルナと……」

　……これはいかん。頭に浮かぶみんなの顔の中で、頻繁にルナが出てくる。

　気恥ずかしさを覚えてオレが頬ほおをかいていると、話を聞いていた氷雨ひさめちゃんが微かすかに瞳ひとみを揺らし、どこか羨うらやむように口を挟んできた。

「南なん条じよう様には素敵な家族がいるようですから、ホームシックになってしまったんですね」

「……お前にも素敵な家族ができたんだ。オレの気持ちだってわかるだろう？　お前がかおるんと会えなくて寂しかった時と同じだ──って、半分冗談だから噛かまないでくれ」

　だがホームシックか。そうだとしたら恥ずかしい話だ。珍しく赤くなって攻撃を仕掛けようとする氷雨ちゃん。彼女の肩を押さえるかおるん。そんな彼女達の姿を眺めつつ、

「しかしあれだな、別にホームシックになったわけじゃないが、これからどうしようか。もし聖が迷惑だと思っているのなら、オレはもううちに帰った方がいいのかもな……」

　言葉に一抹の寂しさを乗せ、オレが苦笑いを作ったところ……もしかしたら扉の近くでこちらの会話を聞いていたのかも知れない。

　不意に部屋のドアが開いたと思ったら、廊下に飛び出して来た聖ひじり。何な故ぜか彼女は涙目で手を伸ばしてオレの腕を掴つかんだ。さらに半ば強引にこちらを立ちあがらせ、無言でオレを自分の部屋へと連れ込もうとする。

　が、突然なことの上に聖がこんなことをするのは珍しい。戸惑いが大きかったせいか、オレは部屋に入るや否や躓つまずいてしまい、聖に腕を引かれていたこともあり、その場で一回転。受け身を取って部屋の床に仰向けに寝転がった。

　その結果、こちらの腕を取っていた聖を引っ張るような形となってしまい……まずいことに、聖がオレに覆い被かぶさるような体勢になっている。

　これはまたよくない展開かも知れない。少し不安になっていたものの……どうやらただの杞き憂ゆうだったようだ。やはり聖もオレたちの会話を聞いていたのだろう。

「忍しのぶくん……帰っちゃ……いやだ……」

　ぎゅっとオレに抱きつき、聖は小さく身体からだを震わせた。

「せっかくうちに来てくれたのに、ひどいことを言ってごめん。もう怒ったりしないから、お詫わびになんでもするから……まだ帰らないで欲しい」

「……お前がそう言ってくれるのなら、もう少しお世話になるよ。だけど悪いのはオレだろう？　聖が謝る必要なんかないと思うぞ？」

「そんなことない。忍くんや薫かおるさんに甘えて……意地悪をしちゃった……」

　おそらく、かおるんが気を利かせてくれたのだろう。部屋の扉が静かに閉まる中、聖は凛りんとした瞳ひとみを滲にじませ、微かすかに声を掠かすれさせる。

「道場のことは薫さんがやったことだってわかっていても、自分があんなはしたない声を出すなんて知らなくて、やっぱりエッチな女の子だって、忍くんにそう思われたんじゃないかって考えたら、恥ずかしくてショックで、変に怒っちゃったままで……」

　少しだけ言葉に詰まったのち、聖はオレを抱き締める腕に心地良い力を込める。

「私が拗すねても素っ気なくしても、忍くんや薫さんだったら許してくれる。愛想を尽かしたりしない。離れていったりしないだなんて考えて、心のどこかで甘えていたんだと思う。それで忍くんに『帰った方がいいのかもな』って、そんなことまで言わせちゃって……」

「もう謝らなくても大丈夫だからな？」

　やんわりと言葉を遮り、オレは笑みをこぼして続ける。

「確かに色々あって疲れはしたが……ちょっと嬉うれしいことに気づいたんだ」

　なんだか胸の奥が温かく、自然と自分の声音が柔らかくなっていく。

「実はさ、オレも聖と同じなんだよ。聖ならなにをしても許してくれるんじゃないかって、そんな風に考えて、オレもお前に甘えていたんだと思う。だからお前ばかりじゃなくて、オレからもちゃんと謝らせて欲しい。こっちこそなんでもするから許してくれ」

「……それじゃあ忍くん……私のことを許して欲しい。もう少しだけうちにいて欲しい」

「お前は本当に欲がないな」

　気がつくとまた笑みがこぼれた。彼女のささやかすぎるお願い。それに笑顔で頷うなずいて応じると、聖ひじりは目に涙を溜ためながらも、嬉うれしそうに頬ほおを染め、満面の笑みを見せてくれた。

　鮮やかな華のような笑顔。その微笑ほほえみに見み惚ほれつつも、オレは頭の片隅で思う。

　ひょっとしたらこの先、なにかのきっかけで聖と喧けん嘩かをすることがあるかも知れない。

　けれど、たとえ衝突したり言い争ったりすることがあっても、最後には今日みたいに笑い合える気がした。それにさっきわかったこと。オレが聖に甘えていたこと。聖もオレに甘えてくれていたこと。人から見たら些さ細さいなことかも知れないが、オレにとっては価値のあるものだ。おそらくオレはこれからも、聖のことを頼っていくんだと思う。

　──ともあれ。これでなんとか問題も解決したわけだ。しばし聖の抱擁を受けたのち、オレたちは揃そろって部屋を出る。そしてそのとき聖がそっと繋つないだ手。その温かな手を少しだけ握り返し、オレは彼女とふたりで、かおるんたちの下へ向かった……。
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　正直なところ甚だ遺憾である。

　昨日、問題がひとつ片付き、聖ときちんと仲直りできたわけなのだが、早くも新たな問題が浮上しはじめている。もちろん五ご行ぎよう家での生活に不満があるわけではない。むしろ最高と言っても差し支えない程だ。ずっとここで暮らすのも悪くないだろう。

　昨日も聖との和解のあと、かおるんや氷雨ひさめちゃんも交えて楽しく過ごした。

　まあ、夜にはかおるんが『昼食後のサービスを忘れていました』とか言って笑顔で風ふ呂ろ場ばに乱入して来たときには焦ったりもしたが、五行家には道場もあるし風呂も広いし、その上メイドさんがふたりもいるのだ。もはや言うことなしだろう。

　ただ、非常に情けない話なのだが、どうやらオレは現在……ホームシック中らしい。

　多分、きっかけはかおるんがくれたＤＶＤなんだと思う。おそらく聖との喧嘩中、オレが彼女の部屋の前でルナたちの話をしたこともあり、かおるんもこちらを気遣ってくれたに違いない。どうやら彼女は午前中にビデオカメラを片手にうちに顔を出したらしく、

『お散歩ついでに南なん条じよう家の人々の姿を盗撮してきました。わたくしも皆さんの元気な姿をカメラに収めたいと思っていたのですが……うちに来てくれだなんて言って申し訳ありませんでした。今度うちでもブルマｄａｙを作りますので許して下さい』

　と、妙な謝罪を残して自作のＤＶＤをプレゼントしてくれたのだが、それを見てちょっとホームシックになってしまったのだ。

　夕日が差し込む五行家の居間。部屋に誰だれもいないのを確認したのち、オレはテレビの前に腰を下ろしてＤＶＤをセット。最後にもう一度だけ見てからかおるんに返却しよう。そう心に決めてテレビ画面に目を移すと、早速かおるん自作のＤＶＤがはじまった。

　まずは我が家の門からはじまり、庭先やリビングへと場面が移っていき、その間に姿を見せるオレの愉快な家族たち。彼女たちは母さんをのぞき……何な故ぜか皆ブルマ姿だった。

　かおるんだけではなく、ビデオカメラでルナたちを撮影している愚母を見る限り、間違いなく母さんが仕組んだことなのだろう。しかし何故オレが不在の時に限って、ブルマｄａｙなんか作るんだ？　嫌がらせなのか？　まさか大掃除の場にいないオレへの罰？

　さすがに我が家が恋しくなってきた。ＤＶＤに映る皆はとても楽しそうだ。マキナは紺のブルマに包まれた豊かなお尻しり。それを無防備にもふりふりと左右に振りつつ、鼻歌混じりにテーブルの拭ふき掃そう除じに勤いそしんでいた。

　続いてエルニは細身の身体からだに体操着を纏まとい、元気一杯に窓ガラスを拭いていて、途中でかおるんの盗撮に気づいたのか、『忍しのぶの分まで掃除しておくからな！』とピースサイン。

　また妹のなずなは……いつものようににゃあにゃあ鳴いていた。氷雨ひさめちゃんといい友達になれそうである。そしてそんなみんなの中で、ルナだけが終始真っ赤だった。

　何故か彼女はサイズの合っていない体操着とブルマを身に着けていたのだ。

　どう考えてもサイズが一回り近く小さい。明らかにぴちぴちである。大ぶりの乳房がむっちりとした弾力を見せつけるかのように上着を突き上げていて、いまにも豊満な乳房がはち切れそうになっている上に、小さなおへそが丸見えである。

　しかもそれだけじゃない。ルナが穿はいている赤のブルマ。その面積が足りないせいか、ブルマが彼女の美尻に食い込み……どうしてか下着が確認できず、甘やかなヒップが顔を覗のぞかせている。そんな悩ましい格好のルナはＤＶＤの中で、撮影を続けている母さんと話しているみたいだった。

『と、巴ともえさん！　お願いですから撮らないでください！　恥ずかしいですよお！　確かにじゃんけんで負けちゃった私が悪いんですけど、やっぱりサイズが合いません。さっきから胸もきついですし、お尻だって変に食い込んじゃって……』

『──下着が見えていやなのでパンツも穿けません！』

『そうなんです。絶対に見えちゃいますから──って、いま薫かおるさんの声がしたような？』

『きっと気のせいですよ。わたくしは風と共に去りぬです』

『え？　薫さんいるんですか？　巴さんもいま薫さんの声を聞きましたよね？』

『ルナちゃん、薫ちゃんならさっきから、うちでみんなのことを盗撮していたわよ？　多分忍あたりに見せてあげるんでしょうね』

　さすがは母さん。気配を消しているであろうかおるんに気づいていたようだ。

　ただ、撮られてしまうかもという心配があるせいか、ルナは赤い頬ほおをさらに染め、それでもブルマの食い込みが気になるらしい。彼女は自身の細い指先を、お尻に食い込んだブルマの中に差し込み、時折ズレを直す仕草を……やはりこの盗撮ＤＶＤはまずいな。

　どうにも罪悪感があって最後まで見られそうにない。もっとも、途中まで夢中になっていたのは事実だ。けれど百歩譲って自室ならともかく、五ご行ぎよう家の居間でこんなＤＶＤを見ていたら、色々と問題が──。

「えっと、ルナさんたちは大胆だな。薫かおるさんが驚くのも無理はないかも……」

　問題が……あっという間に起きてしまった。不意に背中越しにあがった声。ＤＶＤに熱中していて気づかなかったのだろう。ビクッと肩を震わせて振り返ると、居間には聖ひじりの姿。こちらが気まずさを覚えて沈黙する中、聖は微かすかに頬ほおを赤らめ、小さく頭を下げた。

「ごめんな忍しのぶくん。邪魔しちゃったみたいで……」

　いまの謝罪でなんとなくわかった。きっと聖は、たとえ男性の部屋でエロ本を発見しても怒らないタイプの女性なのだろう。オレはＤＶＤを止めつつ、ほっと胸を撫なで下ろす。

「見つかった相手が聖で良かったよ。これがもしかおるんだったりしたら……って、そういやかおるんはどうしたんだ？　さっきから姿が見えないんだけど……」

「薫さんなら真剣な顔をして『やはり将来的にはルナさんたちと一緒に暮らす他ほかないですね。忍様がホームシックでは困ります』なんて言って、とある所に出掛けていったぞ。多分もうすぐ帰ってくると思う」

「べ、別にオレはホームシックではないが……とある所ってどこだ？」

「ふふ、いまは内緒だよ。それはそうとちょっと忍くんに話があるんだ」

　何な故ぜかはぐらかすように笑い、聖はオレの隣に腰を下ろし、やんわりと切り出す。

「忍くん、せっかくうちに来てくれたわけだし、何か私にして欲しいことはないかな？」

「──本だ。本をくれ。本さえあればオレは生きていける」

「う～ん、忍くんの場合は本だけじゃなくて、ルナさんも必要だろう？」

「なんだ、お前がそんな冗談を言うなんて珍しいな」

「……半分は本気だぞ？　忍くんは昨日も、ルナさんのことを考えていただろう？」

　どこか悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを見せつつも、聖はすぐに「それよりも」と話を戻す。

「本だったら薫さんの部屋にあると思うけど、忍くんは本当に本が好きなんだな」

「よく見た目と合わないとか、インテリヤクザとか言われるけどな」

「ご、ごめんな。私も最初は意外だったんだ。もちろんいまは違うぞ？　本を読む姿も様になっていると思う。やっぱり昔から本が好きだったのかな？」

　何気ない質問を受け、オレは「そうだな……」と目を細めて子供の頃ころに思いを馳はせる。

「確か本を読みはじめたのは、なずなが猫を好きになった頃あたりからだな」

「……それと読書となにか関係でもあるのかな？」

「まあ、シスコンみたいな理由で恥ずかしい話なんだがな」

　当時のことを思い返しながら、オレは苦笑混じりに続ける。

「子供の頃ころ、なずなも好きになった猫のことをたくさん知りたかったみたいなんだよ。それで色々と聞かれて、オレも妹の質問に答えてやりたくて、本を読んで調べて教えてやったらさ、あいつが『お兄ちゃんすごいね』って目を輝かせて……それが嬉うれしかったんだ」

　すごいと言って貰もらえただけで、バカみたいに嬉しかった。

「なずなはあれでも一種の天才だ。勉強が苦手なように見えても、記憶力は物もの凄すごくいい。少し本気を出せばなんだって出来る。武術の才能だってある。そんな妹に比べて、オレは特別頭がいいわけでもないし、武術の才能もなくて、なにもできなかったからな……」

　静かに昔のことを語りながら思う。こんな自分の弱い所を躊躇ためらいもなく話せるのは、相手が聖ひじりだからじゃないだろうかと。

「普通にやっていたんじゃあ、兄貴らしいことなんてなにもできない。だからせめて色んなことを学んで、妹に教えてやりたい──なんてのは建前で、本当は怖かっただけなんだ」

「どうして、怖いだなんて思ったんだ？」

　温かく聖が相あい槌づちを打ってくれたおかげかも知れない。やはり迷いもなく言葉が出る。

「兄貴なのになにもできないこんなオレを、いつかなずなも見放すんじゃないかと不安だった。爺じいちゃんの道場にいた連中と同じように、弱いオレのことを嫌いになるんじゃないかと思って、それが怖かったから、なんと言うのかな……」

　穏やかに言葉を選びながら、ゆっくりと居間の天井を見上げ、

「ずっとなずなが傍そばにいてくれるような、そんな兄貴になりたかったんだよ」

　当時から変わらない想おもいを、オレは柔らかく口にする。

「あんなにも弱かったオレのことを、なずなは『お兄ちゃん』と呼んでくれたからな。兄貴として胸を張れるように、色んな本を読んで勉強して、いつしかそれが楽しくなって……気づいたら読書が趣味になっていたって感じだ」

　少し照れくさい大切な思い出を語り終え、オレは軽く肩をすくめる。

「マジでシスコンめいた話だろう？　恥ずかしいから誰だれにも──」

　天井から視線を移し、『言うな』と続けかけたところで、思わず言葉が止まる。

　頬ほおに覚えた柔らかな感触。花びらのような甘い唇。聖からの温かい一瞬のキス。突然の口づけを受け、こちらの思考が止まる中、聖はどこか潤んだ瞳ひとみでオレを抱き締め、

「ごめんな忍しのぶくん。どうしても我慢ができなかったんだ」

　こちらの背中に腕を回し、彼女は声音にぬくもりを溢あふれさせる。

「忍くんは、立派なお兄ちゃんだよ。なずなちゃんが大好きになる気持ちがよくわかった。すごいな。頑張ったんだな。なずなちゃんの傍にいられるようにずっと頑張って、必死で、それにいまも、なずなちゃんのときと同じように……ルナさんのために頑張っている」

　抱き締める腕に柔らかな力を込め、

「お爺さんの道場に戻ったのも、ルナさんのためなんだろう？　弱くてなにもできなくて、なずなちゃんと比較されて苦しくて、それでも負けずに、子供の頃ころからずっと頑張って、ずっと想おもってきたんだから、だからな忍しのぶくん……」

　微かすかに震えた声の中には、確かな躊躇ためらいがあった。だけど、

「もうルナさんに気持ちを伝えても、いいんじゃないかな？」

　彼女の言葉には、痛いぐらいの優しさが滲にじんでいた。

「忍くんなら大丈夫だよ。ずっとルナさんの傍そばにいられる。守ることだってできる。いまの忍くんだったら、きっとなんだってできるはずだよ」

「……まだ、少し自信がないんだ」

　昔よりも強くなれたとは思う。それに自分のことだって好きになれた。だけど未いまだに微かな不安と迷いが残っている。そんなオレの背中を押すように、

「忍くんは、忘れちゃったのかな？」

　そっとオレの不安を取り除くみたいに、

「私と忍くんは、互いに支え合う仲なんだぞ？　忍くんの傍には私がいる。もちろん私だけじゃない。薫かおるさんにエルニにマキナさん。皆が忍くんの傍にいるんだぞ？」

　変わらない優しさで、聖ひじりは言葉を紡いでいく。

「忍くんは私達のことを守ってくれた。支えてくれた。だから私達も忍くんのことを守りたい。忍くんの大好きな人のことなら、ちゃんと支えてあげたい」

　温かな抱擁をゆっくりと解き、だけど両手でオレの手を包み込み、

「もう忍くんは、一人で頑張らなくてもいいんだ。私達を頼ってくれていい。もしなにかあったら、私達だってルナさんを守る。私はまだまだ力不足だけど、薫さんやエルニやマキナさんはすごいだろう？　皆が傍にいれば、きっと忍くんはなんだってできるはずだよ」

　いつもの綺き麗れいで凛りんとした瞳ひとみで、聖は真まっ直すぐにオレを見つめてくる。

「だから忍くん、そろそろ前に進んでもいいんじゃないかな？」

　彼女の手から伝わるぬくもりが、胸の中の不安や迷いを徐々に溶かしていく。聖は本当に温かい。そんな彼女に「ありがとう」という言葉しか返せずもどかしかったが、それでも聖は頬ほおを桜色に染め、嬉うれしそうに口元を綻ほころばせる。

「これは昨日忍くんに甘えたお返しだよ。私も薫さんと同じなんだ。忍くんのことを喜ばせてあげたい。だから今日は、ちゃんと忍くんが喜ぶことをしてあげるよ。多分もうすぐだと思うんだけど……」

　彼女の予感を裏付けるように、ふと玄関の方から響いた物音。それを耳にすると聖は「来たみたいだな」とオレの手を取って立ちあがり、微かな寂しさを湛たたえて微笑ほほえむ。

「実は父さん達が今日帰ってくるんだ。さっき電話があった。それで薫さんにルナさん達を連れて来て貰もらえるように頼んでおいたんだ。きっと玄関に行けばルナさん達に会えると思うぞ。これで忍くんのホームシックも治るな」

　珍しく冗談めかして笑い、聖はどこか名残惜しそうにオレから手を離し、静かにスカートのポケットを探り……中から出てきたのは、犬のキーホルダーがついた一本の鍵かぎだった。

「うちの合鍵だよ。忍しのぶくんにあげる。これがあれば、一昨日の夜中みたいに、薫かおるさんから鍵を借りなくても大丈夫だ。なにかあったらいつでも会いに来て欲しい。頼って欲しい。絶対に力になる。前にも言ったけど……私はずっと、忍くんの味方だからな」

「いや、しかしさすがにこんなものを貰もらうわけには──」

　言い掛けた言葉は、聖ひじりの笑顔を見て、自然と消えていく。

　聖になら甘えてもいい。頼ってもいい。それに聖にも甘えて欲しい。次第に胸の中が熱くなり、オレはしっかりと聖から合鍵を受け取り、言葉に想おもいを乗せる。

「今度ちゃんと渡す。お前にもうちの合鍵を持っていて欲しい。これからもオレはお前を頼ると思う。だからお前も……いつでもオレに会いに来てくれ」

「うん……ずっと一緒に、頑張ろうな……」

　微かすかに瞳ひとみを滲にじませ、だけど普段のように華やかに歩みを進め、そっとオレの隣に並び、

「私の話はこれで終わりだ。早くルナさんに……会ってあげて欲しい」

　柔らかな声音で迷わずに、聖はやんわりとオレの背中を押す。

　──前に進めそうな気がした。背中から伝わる優しいぬくもり。オレを支えてくれる温かな人。彼女に背中を押されるまま一歩踏み出し、オレはルナの下へと足を伸ばした……。








第三章　静かな夜へと、足を伸ばす。



　──新年、明けまして、おめでたくありません。

　一体なんだこの状況は？　どうしてこんなことになった？　ベッドの上で着物姿の彼女が、悩ましくこちらの腰に跨またがっている。

　目に映るのは、起伏の激しいボディライン。あでやかに着崩れた衣服。覗のぞき見える雪色の肌。彼女は蠱こ惑わく的に輝く瞳でこちらを見下ろし、「ふふ……」と嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「あ、あははは」

　誤魔化すようにオレも笑ってみる。

「ははは、それじゃあオレ、そろそろ礼拝の時間だからこの辺りで──」

　失礼させてもらう、なんてことはできなかった。彼女はこちらの腰の上に跨ったまま背中を反らして身体からだを後ろに倒す。さらに彼女はひとの身体の上でＭ字開脚となり、長く眩まぶしい美脚をゆっくりと伸ばし……オレの顔に足を載せた。

　は、はは、自分の部屋だけど帰りたい。新年早々なんでこんなことになってしまったのだろう？　きっかけはなんだったんだ？　オレは呆ぼう然ぜんとしながらも、年が明けるまでの行動をぼんやりと思い返すことにした……。
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　──いまならルナに想おもいを伝えられるような気がした。

　夕暮れ時の五ご行ぎよう家。聖ひじりにそっと背中を押され、オレはルナに会いに行こうと居間を抜け出し、彼女の姿を捜して長い廊下を歩いてはいたものの……どこかで行き違いにでもなってしまったのだろうか？

　なかなかルナに会うことができず、歩みを進めながら辺りを見回していると、おそらく聖の話通り、オレを迎えに来てくれたのだろう。不思議とルナやマキナやエルニの顔は見えなかったけれど、五行家の庭先にはなずなの姿があった。

　また、なずなの傍そばには氷雨ひさめちゃんとかおるんの姿も確認できたのだが……もう仲良くなったのかも知れない。

　やはり猫好きらしい氷雨ちゃん。彼女は同じ猫好きのなずなを交え、昨日のような猫プレイに勤いそしんでいた。氷雨ちゃんとなずなは互いに、にゃあにゃあと猫語で話を続け、その様子を見守っているかおるんはといえば、

『どうしましょう。会話にさっぱりついていけません』

　といった様子で、表情に焦りの色を覗のぞかせている。

　……できればあまり関かかわりたくない。悪いがスルーしてルナを捜そう。オレは早々に踵きびすを返そうとしたのだが、その前になずなに気づかれてしまったみたいだ。なずなはオレを認めると「お兄ちゃんだ」と目を輝かせ、大きく手を振ってこちらへと駆け寄って来た。

「聞いてお兄ちゃん！　わたし氷雨ちゃんとお友達になれたよ！　なんかね、お庭の土蔵の大掃除が大変みたいだから、わたし氷雨ちゃんのお手伝いをしてから帰るね！」

「先程からそのような会話を!?」と、かおるんが目を見開いてはいたものの、氷雨ちゃんの方は無表情ながらも満足そうに頷うなずき、なずなに歩み寄って猫プレイを再開させる。

「にゃあ、にゃにゃ、にゃあにゃあ？」

「あっ、うん、もちろんだよ。いいよお兄ちゃん。にゃあ！」

　……そんな無む垢くな瞳ひとみでお兄ちゃんを見ないでくれ。猫語なんて理解できないんだよ。相変わらずちんぷんかんぷんだったが、オレは誤魔化すように「ニャア」とクールに鳴き、続いてエレガントな鳴き声を響かせ、ムーディーになずなと氷雨ちゃんの頭を撫なでた。

　途端、何な故ぜかなずなは微妙な表情でどこか咎とがめるようにオレを見つめ……多分昨日の猫プレイ同様おかしな解釈をしてしまったんだと思う。氷雨ちゃんはいきなりオレに抱きつき、すりすりと柔らかな頬ほおをこちらの胸にすり寄せてきた。

　まるで仔こ猫ねこみたいだ。うっかり和みそうになってはいたものの、なずなは複雑そうな表情のままであり、さらに後ろから「あっ、忍しのぶさんいました」と弾んだ声があがる。

　きっとオレのことを捜してくれていたのだろう。しかしあまりタイミングがよくない。覚えず肩をびくつかせ、氷雨ひさめちゃんの抱擁を受けたまま首を回して見ると、視線の先では予想通りルナの姿。これはまた要らぬ誤解を受けるかも知れん。と、焦ったのだが、

「ふふ、仲良しでいいですね」

　小さな子供と戯れているぐらいにしか思わなかったのだろうか？　ルナはオレと氷雨ちゃんの抱擁を眺めてやんわりと微笑ほほえみ、けれど自分も交ぜて欲しそうに細い腰をうずうずと揺らしはじめ、そんな仕草ひとつだけで……胸の鼓動が高鳴っていく。

　これからルナに自分の気持ちを伝える。そう考えるとさらに脈が速くなってしまう。だがそれでも、ここはひとつ……うん、ひとまず氷雨ちゃんに離れてもらおう。軽く頷うなずき、オレはそっと氷雨ちゃんの抱擁を解いたものの、何な故ぜか彼女は頬ほおを染めて小さく言う。

「わたしは南なん条じよう様のことを誤解していたようです。薫かおる様がお慕いする気持ちがよくわかりました。南条様、先程の言葉は絶対に忘れません。わたしとなずな様に──」

「ちょっと待ってみようか氷雨ちゃん。多分オレは氷雨ちゃんが考えているようなことは言っていないと思うぞ？」

「わたしが考えていること？　なにを言っているんですか？　先程確かにおっしゃって下さったではありませんか」

　慌ててストップを掛けたのだが、氷雨ちゃんは止まらず、微かすかに口元を緩めて続ける。

「南条様はわたしとなずな様に『お前らの胸は最高だ。かおるんと同じぐらい素晴らしい。掛け値なしに素晴らしい』とわたしにとって最上の賛辞を送って下さり、最後には『お前らの胸を見ていると、ドキドキが止まらないんだ』と囁ささやいてくれたではありませんか」

　今まさにドキドキが止まらなくなっちまったよ。案外この娘もトラブルメーカーなのか？　少しだけ胃の痛みを覚え、オレは助けを求めるようになずなに目を向けたのだが、

「お兄ちゃん、わたしならいいけど、氷雨ちゃんにセクハラはよくないと思うんだ」

　妹は複雑そうな表情のまま兄のピンチを救うこともなく、それどころか控え目にたしなめてくる始末である。こいつらの猫語に微妙な悪意を感じるのはオレだけだろうか？

　ともあれ。今度こそ要らぬ誤解を招いたのは確かだ。ルナはなずなと氷雨ちゃんのささやかな胸元と、自身のボリュームたっぷりの果実を見比べたのち、ぐすんと涙ぐむや否やこちらに背中を向けて駆け出し、そのまま切ない泣き声をあげる。

「ふぇ～ん！　私じゃ無理です！　忍しのぶさんは幼い女の子の方がいいんですね！」

「ち、違う！　オレはそういうわけではない！　誤解だルナ！　待ってくれ！」

　この身に掛けられたロリコン疑惑。それを晴らすためにその後は精一杯で、もはや気持ちを伝えるどころの騒ぎではなかった。さらになずなが氷雨ちゃんと猫語で約束したこと。五ご行ぎよう家の庭の土蔵の大掃除。その手伝いをするとルナたちも言い出し、それが終わるとうちに帰るどころか、かおるんの勧めもあってみんなで五行家にお泊まり。

　完全にタイミングを逸してしまい、結局オレはルナになにも言えないままだった……。
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　……ルナときちんと話をしたのは、一体いつだっただろう？

　今思い返してみたら、ルナと一緒にいる時間がかなり減っていたような気がする。

　クリスマス前には、うちを出て行ったエルニを捜すために奔走。冬休みがはじまると、かおるんがうちに来てくれて、それからオレは数日聖ひじりの家で世話になって、その間に何度かルナに要らん誤解を受けた。

　かおるんとの関係とかＳＭ好きとかロリコンとか、特に後ろふたつはひどいものである。

　もっとも、そんな風に行き違いがあっても、ルナはわりと普段通りのように思えた。顔を合わせればいつも柔らかな微笑ほほえみを見せてくれる。

　けれど結局、そんな彼女にまだ気持ちを伝えることができず、タイミングを逃したまま時間だけが流れていき、とうとう大おお晦みそ日かを迎えてしまった。

　……ルナに告白できないまま、今年一年が終わろうとしているわけだ。

　夕日が温かく差し込む我が家のリビング。部屋のソファーに腰掛けているのは、考え事をしているオレと、年越しに思いを馳はせているマキナとなずな。

　マキナは上機嫌な様子で、なずなはローテンション気味にそれぞれ言葉を交わしていて、視界の端に映るのは、先程うちに掛かってきた電話を取ったエルニ。彼女が受話器を片手に電話相手と楽しそうに話している姿だった。

　ちなみに、ルナと母さんは少し前にふたりで買い物へと出掛けていき、多分もうじき戻ってはくるだろうけど……エルニは誰だれと話しているんだろう？

「あははは！　もうやめてくれ！　笑いすぎてお腹なかが痛い！」

　明るい笑い声を響かせ、未いまだに電話を続けているエルニ。そんな彼女の様子を、マキナもなずなも不思議そうに眺めてはいたものの、あまり気にしなかったようだ。マキナはエルニから視線を移し、頬ほおを緩めてなずなに話を振る。

「ねえなずな、日本ではこれからお蕎そ麦ばを食べたり紅白を見たり、それから神社にお参りにも行ったりするのよね？」

「……紅白の代わりに格闘技を見る人もいます」

「へえ、それは知らなかったけど……さっき聖と薫かおるにメールで聞いてみたらね、ふたりとも初はつ詣もうでには着物を着ていくみたいなのよ」

　そいつはオレも初耳だ。確かに今日の昼頃ごろ、聖から携帯に電話が掛かってきて、みんなで初詣に行かないかと誘われた。その際ルナたちにも確認を取ったところ、みんなは満場一致で賛成。年明けと共にみんなで初詣に行くことになった。

　なんでも聖ひじりはかおるんと一緒にうちまで迎えに来てくれるつもりらしいのだが……彼女から特に着物の話は聞かされていない。

　しかしまあそれはさて置き。日本ではじめて迎える年明け。それに期待を隠せないのか、マキナは頬ほおを緩めたまま声を弾ませ、「それでね」と談笑を続ける。

「あたしもお姉さまも、初はつ詣もうでには着物を着て行こうと思うの。ほら、巴ともえさんが今朝、あたしたちに着物をプレゼントしてくれたでしょう？　でもあたし、着物の着方がよくわからないのよ。なずなは着付けとか知ってる？」

「……存じませぬ」

　今日は妙にクールで静かななずにゃん。そんな妹の対応を受け、マキナは怪け訝げんそうにじっとなずなを見つめる。

「どうしたのなずな。体調でも悪いの？　珍しく元気がないじゃない」

「そんなことはないよ。でも実はわたしね、いつも勢いだけで年を越そうとして無駄にはしゃいで、毎年失敗して年明けを待たずに寝落ちしちゃうの。だから同じ失態を繰り返さないためにも、今年は色々とセーブ気味でいくんだ」

「でも、昨日エルニと一緒にかなりはしゃいでいたから、少し疲れているんじゃない？　なんかすでに寝ちゃいそうよ？　よかったらお蕎そ麦ばが出来るまで、あたしのここ使う？」

　本当に機嫌がいいみたいだ。笑顔で自分の膝ひざを軽く叩たたくマキナ。対してなずなは素直に彼女の太ふと腿ももに頬を預け、わりと疲れていたのか、相変わらずエルニが受話器を持ったまま愉快な笑い声をあげているのにも拘かかわらず、あっという間に寝入ってしまう。

　と、そこで、どうやらルナと母さんが買い物から戻ってきたようだ。玄関の方からふたりの『ただいま』という声があがり、ルナと母さんが揃そろってリビングに顔を出した。

　ふたりはそれぞれ手にスーパーの買い物袋をぶら下げていて、ルナはオレとマキナとの挨あい拶さつもそこそこに、母さんから買い物袋を受け取り、「お蕎麦の準備をしてきますね」と言い残してダイニングへと向かって行く。

　一方、エルニは受話器を片手に母さんへと目を向け、「そろそろ巴お母さんに替わるな」と電話相手に声を掛けたあと……電話越しにどんな冗談を繰り広げてきたのだろう？　彼女は母さんに受話器を差し出し、満面の笑みで告げる。

「巴お母さん、愛いとしのスティーヴン・セガ○ルから電話だぞ。もうすぐ来日して、明日にはうちに遊びに来てくれるみたいだ」

「あのスターが？　すごいわね。サイン色紙でも用意しておくわ」

　エルニのジョークに母さんは軽口で応じ、半ば呆あきれた仕草で受話器を手に取る。それから軽くエルニの頭を撫なでつつ、「もしもし」と電話に応じ、

「……え？　樹いつきくん？　本当？　帰って来られるの？」

　瞬く間に乙女の顔になる母さん。もう頬とか染めちゃったりしている。そんな母さんの様子を眺め、興味を覚えたらしく、マキナがくいくいとこちらの服の袖そでを引いてきた。

「ねえ忍しのぶ、あんな巴ともえさんはいままで見たことがないんだけど……樹いつきって誰だれなの？」

「オレの生涯の敵みたいな人だ」

　などと冗談半分で応じたところ、意外にもマキナは真顔で顎あごに手を添える。

「……忍の敵なら、あたしにとっても敵ね」

「お前迷いのない良い目をしているな。樹というのはうちの父さんのことだけど、もし今度会ったら、オレの代わりに軽い乗りでビンタでもかましてやってくれ」

「ええ、忍の敵が相手なら──って、忍いま『うちの父さん』って言ったわよね？　樹って忍のお父さまだったの!?　忍のお父さまにあたしはビンタをかまさないといけないわけ？　そんなの絶対にいやよ！　忍のお父さまに嫌われちゃうじゃない！」

　乗り突っ込みに驚きを乗せ、今度は慌てた様子でオレの服の袖を引っ張るマキナ。

「忍！　変な冗談を言っている場合じゃないわよ！　巴さんが嬉うれしそうに『帰って来られるの？』って言っていたでしょう？　忍のお父さまが帰ってくるのよね？　というか、さっき楽しそうに電話していたけど、エルニはもう忍のお父さまと仲良くなっちゃったの？」

「……エルニと父さんなら相性もいいだろうから、その可能性は高いだろうな」

「エルニは誰が相手でも基本的にそうじゃない！　でもあたしはダメよ！　緊張して上う手まく話せそうにないもの！　忍のお父さまが帰ってきたら、あたしはどうすればいいの？」

「お前には得意の乗り突っ込みがあるじゃないか。それを駆使していれば大丈夫だ。間違いなく気に入られると思うぞ」

　わりとマジな話である。しかしマキナがこの様子だと、ルナも似たような反応をするかも知れないな。と、軽く肩をすくめていたのだが、その後オレの予感は見事に的中した。

　なんでもエルニと母さんの話によると、正月ということもあり、明日にでも父さんが家に戻ってくるそうなのだ。父さんの仕事先についていった飼い猫のカガリも一緒だとか。

　……確かに喜ばしい報告ではある。けれど話を聞いたルナはといえば、マキナ程ではないものの、少しそわそわした様子。彼女に父さんについて色々と訊たずねられ、今日も告白の流れを掴つかめないまま、だけどゆっくりと穏やかに、まったりと年が暮れていく。

　我が家のリビングにはみんなの姿。ルナにマキナにエルニ、母さんになずな、オレも含めみんなが揃そろっている。もっとも父さんやカガリはいないわけだが、それはともかく。

　あれからみんなで年越し蕎そ麦ばを食べたり、一緒に紅白を見たり、努力も虚むなしく例年の如くなずながコタツの上に頬ほおを預けて寝落ちしたりしつつも……いよいよはじまった年明けカウントダウン。年が明ける十秒前。テレビを眺めたまま、マキナは口元を綻ほころばせて呟つぶやく。

「夜中にみんなと一緒にいるのって、なんだか変な感じね」

　年明け八秒前。テレビから視線を移し、母さんは温かくみんなを見つめる。

「今年は家族が増えて華やかになって……いい年だったわ」

　年明け六秒前。母さんを倣ってみんなに目を移し、エルニは向日葵ひまわりのように微笑ほほえむ。

「……家族っていいな。こんな風にずっと一緒がいいな」

　年明け四秒前。エルニの微笑みにつられるように、ルナも柔らかな笑みを湛たたえる。

「来年の年明けも、みんなと一緒に過ごせたらいいですね」

　さあ年明け二秒前。みんながテレビに目を戻して無言になる中、それまでコタツの上に頬ほおを預けて眠っていた妹。なずなが不意に勢いよく顔をあげたかと思ったら、寝ね惚ぼけ眼まなこのまま慌てた様子で声をあげた。

「し、新年！　明けましておめでとうございます！」

「……フライング気味に年を越しちまったなお前」

　と、そんな風にオレの突っ込みと同時に、我が家でも新しい年を迎えた。それからルナ達は母さんの手を借りて着物に着替え、その間に昼間の電話通り、聖ひじりとかおるんがうちに来てくれたので、準備を整えたのち、早速オレ達は初はつ詣もうでに向かうことにした。
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　星が綺き麗れいに瞬く空の下、周囲から賑にぎやかに響く新年の挨あい拶さつ。神社の境内に所狭しと立ち並ぶ様々な屋台。そしてオレの傍そばには、家族や友人達の横顔。

　先程家でも見た通り、彼女達はみんな着物姿だ。

　ルナは上品な白の着物。マキナは煌きらびやかな朱の着物。エルニはあでやかな薄桃色の着物。なずなは明るい薄水色の着物を身につけていて……それは母さんからのプレゼント。母さんも娘達の晴れ姿が見たいということで奮発したそうだ。

　もっとも、当の母さんはいまこの場にはいない。どうやら父さんが帰ってくることもあり、明日夫婦水入らずで参拝に行くつもりらしい。相変わらず仲が良くていいと思う。

　なんてことを考えつつ、オレは家族から友人二人に視線を移し、密ひそかに口元を緩めた。

　お揃そろいの紺の着物を身に纏まとった聖とかおるん。二人ともよく着物が似合っていて、どこか艶あでやかな雰囲気を醸し出している。口元が綻ほころぶのも無理はないだろう。

　しかし改めてルナ達や聖達を見ると……みんな物もの凄すごくレベルが高いと実感する。

　全員顔立ちが整っていて、それぞれの着物が彼女達の魅力を見事に引き立てている。参拝に並ぶ人々のうっとりとした視線が、みんなに集まっていくのもよくわかる。

　ちなみに、実はかくいうオレも着物姿だったりする。シックな黒の着物。ドッキリというやつなのか、家を出る前に突然母さんがプレゼントしてくれたのだが……いいセンスだ。こんな風に着物を着ていたら、まるで文豪にでもなった気分である。

　……ともあれ。神前へと続く参道。人々で混雑した参拝への道すがら。

　お参りの順番を待ちながら、わずかに気持ちが高揚するのを感じていたところ、我が家の家族達。ルナとエルニとマキナとなずな。彼女達はうきうきとした様子で先頭に立ち、こちらがそんな四人の背中を眺めている中、ふと左隣にいたかおるんがデジカメを取り出し、心持ち頬ほおを染め、ピースサインと共にオレとのツーショットをカメラに収めた。

　続いて彼女は弾んだ足取りでルナ達の下へ向かい、頬を緩めて写真撮影に勤いそしみはじめる。一方、右隣にいた聖ひじりは穏やかにかおるんを眺めつつ、こちらにも笑顔を向けてくれた。

「忍しのぶくんは普段から精せい悍かんな雰囲気があるから、着物姿だとお侍みたいだな」

「な、なかなか様になっているだろう？」

　……文豪じゃなくて侍に見えるらしいオレ。つい肩を落としそうになったが、ジョーク混じりにそれを抑え、オレはじっと着物姿の聖を見つめる。

「しかしオレが侍なら、聖は武家の若奥さんって感じだな。普段から綺き麗れいに背筋を伸ばしてテキパキ動いているお前が着物を着ると、いつも以上に凛りんとしているように見えて、落ち着いた雰囲気も相まって、その、なんだ、つまり様になっていて可愛かわいいんだよ」

　多少の照れも手伝い、途中で褒め言葉を簡潔に纏まとめてみた。

　すると聖は「ありがとう」と嬉うれしそうに頬を染め、こちらの話を聞いていたのか、かおるんが写真撮影の手を止め、オレ達に目を向けて悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「おふたりが並ぶと本当に絵になりますね。侍風の忍様。武家の若奥様風の聖ちゃん。こうして少し離れた所にいると、おふたりが若い夫婦のようにも見えます」

　一応断っておくが、かおるんとの距離はたいして離れていない。間違いなく冗談なのだろうが、真に受けてしまったらしく、聖は真っ赤になって俯うつむき、かおるんの傍そばにいたルナはといえば、切なそうな羨うらやましそうななんとも複雑な表情を覗のぞかせていた。

　けれどいつもと同じだ。すぐに気持ちを切り替えたみたいで、ルナは先頭を歩くみんな、なずなとマキナとエルニにやんわりとした笑みを向ける。

「えっと、私初はつ詣もうでなんてはじめてなんですけど、確かこれから鈴を鳴らしてお願い事をするんですよね？　みんなはどんなお願いをするんですか？　なずなちゃんはどうです？」

「今年もわたしは魔性の女になれますようにってお願いするよ。マキナお姉ちゃんは？」

「あたしはお母さまみたいになれますようにって事と、それから、その……忍たちとずっと一緒にいられますようにって頼んでおくわ。エルニの方はどうなの？」

「わたしはやっぱりあれだな。お願い事はいっぱいあるけど、一番に頼むことはもう決まっているぞ。ここはひとつ──忍に早く子供ができますようにって頼んでみる」

　いきなりの爆弾発言。みんなが一斉に『子供!?』と目を丸くしてはいたものの、エルニは気にした様子もなく、どこか自慢するように小さく胸を張る。

「実はな、子供の名付け親になってくれって、忍がわたしにそう言ってくれたんだぞ？」

　それはクリスマスの日に、エルニと紡いだ大切な思い出。成長の止まった彼女とずっと家族でいられる方法。彼女を繋ぎとめた温かな約束。その絆きずなを大切に想おもってくれているようだ。エルニは笑顔を輝かせ、明るく声を弾ませ……何な故ぜかマキナの肩に手を載せた。

「マキナ、わたしは忍しのぶの子供と会えるのが楽しみで仕方がないんだ。名前だってたくさん考えた。だからなマキナ、よかったら忍の子供を産んでやってくれないか？」

「任せておきなさい。忍の子供だったら何人でも欲しいもの──って、なんでいまあたしに振ったのよ!?　どうしてお姉さまを差し置いてあたしなの!?」

「ん？　マキナがさっき『お母さまみたいになれますように』ってお願いすると言っていたから、これは丁度いいなと思ったんだ。マキナもお母さんになれるぞ。楽しみにしているから頑張ってくれ」

「そ、それじゃあ、あたしが子供を産んだら、エルニがいい名前を付けてね──じゃないわよ！　子供はまだ早すぎるでしょう！　もちろん将来的には欲しいわよ？　でもあたしがきちんと人間界で暮らせるようになって、子供が安心できるような環境を整えて……」

　普段の乗り突っ込みこそ飛ばしたものの、その後マキナは妙に真剣な面持ちで将来について延々と語り出し、そのまま一向に止まる気配がない。もしかしたら元がん旦たんということでテンションが高くなっているのかも知れない。マキナは頬ほおを桜色に染め、

「……それでね、子供と一緒にお風ふ呂ろで忍の背中を流すの……」

　などと口走りはじめている。そんなマキナにみんなは優しく相あい槌づちを打っていたが、かおるんだけは話を戻すようにエルニへと声を掛けた。

「エルニさん、忍様のお子様が爆誕された際には、どうかこのわたくしを頼って下さい。わたくしが完かん璧ぺきなメイドとして、色んな意味でお子様のお世話をしたり遊び相手になったりして差し上げます。おそらくお子様もわたくしに夢中になることでしょう」

「それはあり得るな。かおるんみたいな楽しいメイドさんがいてくれたら、きっと忍の子供も喜ぶと思う。だけどなかおるん、子供にエッチなことをしたらダメだからな？」

「──約束できません」

「ど、どうしてだ！　約束してくれ！　子供が小さいうちは絶対にダメだぞ！」

　案外エルニも過保護になるのかも知れない。珍しくかおるんの冗談にも合わせず、わりと真面目まじめに注意を促すエルニ。対してかおるんは素知らぬふりで肩をすくめて応じた。

「ですがエルニさん、わたくしをよく見て下さい。この魅力ですよ？　お子様がエッチな気分になること請け合いです。もし求められでもしたらわたくしは迷わず……その告白の言葉を録音して脅迫の材料に使うでしょう」

「……あんまり子供をいじめたらダメだぞ？」

「大丈夫ですよ。そのうち虐いじめられることにも快感を覚え──あっ、申し訳ありません冗談が過ぎました。新年なので浮かれていたんです。そんな怒った目で見ないで下さい」

　新しい年が来てもエルニには頭が上がらないかおるん。エルニはそんな彼女としばし談笑したのち、微笑ほほえみと共に「ところで」とオレに話を振ってくる。

「忍しのぶはいつ頃ごろ子供を産むつもりなんだ？」

「残念ながらオレは男なんだよ。いまは侍風の紳士なのだ。子供を産める身体からだではない」

「う～ん、それなら……代わりにわたしが産んでやろうか？」

　瞬間、驚きのあまり「ぶっ！」と勢いよく噴き出してしまった。こいつは物もの凄すごい提案が飛んできたものだ。オレが胸中で動転する中、エルニは屈託のない笑顔で言葉を続ける。

「わたしはマキナや聖ひじりのような学生じゃないし、ルナみたいに大学に行くつもりもないからな。いつでも子供を……あっ、でも、子供を育てるのにもお金が掛かっちゃうな。みんなと海外旅行にも行きたいし……ちょっと困った」

　いやいや、そんな真顔で悩まれても、どう答えたらいいのかわからねえよ。これはいつもの冗談なのかそれとも本気なのか、今日のエルニに限っては見当が付かない。さすがにオレが慌てふためいていると、こちらの様子を窺うかがっていたルナが真っ赤になって手をあげ、

「し、忍さん！　私も忍さんの赤ちゃんが──って、きゃっ！　あ、ごめんなさい……」

　言葉の途中で参拝客とぶつかってしまった。言いたいことも満足に言えないままぺこぺこと頭を下げるルナ。そんな我が家の金髪お姉さんは、瞬く間にぶつかった参拝客からナンパを受けはじめ……なんだか不ふ憫びんにも思えてきた。

　とりあえずオレはそのナンパ君を直ちに撃退。気遣うようにルナへと視線を戻したところ、彼女は礼を口にしつつも、

「あのですね忍さん、赤ちゃんのことなんですけどね……」

　などと赤い頬ほおのまま懸命に話を戻そうとしてはいたが、参拝の順番が回ってきたこともあり、彼女はしょんぼりと口を閉じ、オレ達と肩を並べて神前へと足を運び、続いてみんなと一緒に参拝。みんなは揃そろって柏かしわ手でを打ち、目を閉じて思い思いにお願い事をする。

　……ふむ、オレはルナにちゃんと気持ちを伝えられますようにと頼んでおこう。

　と、そんな風にルナたちとお参りを済ませ、みんなと共に神前を離れていたところ、かおるんがふと神社の社務所に目を向けたと思ったら、オレの着物の袖そでを引き、「どうぞあちらをご覧下さい」と軽い口調で嘯うそぶく。

「忍様の愛してやまない巫み女こさんですよ。ここは忍様らしく、『君と、参拝したい』などといった感じでナンパを仕掛け、その後巫女さんが袴はかまの下に下着を身につけているのかどうか、この際ですから確認して来ては如何いかがです？　長年の疑問だったんでしょう？」

「はは、お前のおかげで巫女さんたちが一斉に振り返っちまったな。みんなギラついた熱い瞳ひとみでオレを見つめているぞ？　冬だけど溶けちまいそうだ」

　まあ、巫女さんの中にはウインクをくれた人もいたが、基本的にみんな警戒するようにこっちを見ている。一歩間違えれば不審者だ。しかし慌てず騒がずクールに肩をすくめ、オレはそっとかおるんの頭に手を載せた。

「まったく、年が明けてもお前は相変わらずだな。新年早々とんでもない冗談を抜かしやがる。だけどそんなお前でも──今年もよろしくな」

「こちらこそよろしくお願いします。愛していますよ、忍しのぶ様」

　……今度はとんでもないことをサラリと言いやがった。このメイドは色んな意味で卑ひ怯きようだろう。自分の顔が赤くなるのを感じていたところ、近くにいたルナが「わ、私も、忍さんのことを──」と、小声で口を挟もうとしてはいたものの、

「お兄ちゃん、一緒におみくじを引きに行こう！」

「私もなずなちゃんに賛成だ。忍くん、せっかくだからどうかな？」

「……あたし凶とか引かないかしら？」

「大丈夫だぞマキナ！　わたしには強い確信がある！　このメンバーの中で凶なんかを引くような運のない輩やからは誰だれひとりとしていないはずだ！」

　と、なずなの提案を受け、意図せず聖ひじりとマキナとエルニが口々にルナの発言を遮っていき、みんなは巫み女こさんの下へと移動。一方ルナは再び切なく口を閉じつつも、みんなに倣っておみくじを引き、早速オレとかおるんもそれに続くことにした。

　その結果、オレは縁起のいいことに大吉。かおるんは中吉。そしてなずなはといえば、

「お兄ちゃん！　わたしまつ吉だったよ！」

「うん、それは末すえ吉って読むからな？　今年はもうちょっと頑張って漢字の勉強しような？　ちなみにオレは大吉だったんだが……聖とマキナの方はどうだ？」

　おバカな妹の頭を撫なでつつ、オレが聖とマキナに視線を移すと、二人の傍そばにいたかおるん。彼女は聖とマキナの手元を覗のぞき込み、二人がなにか言うよりも早く口を開いた。

「忍様、聖ちゃんもマキナも大吉ですよ。しかもおふたりとも出産の内容が『安し』です。これなら聖ちゃんもマキナも安心して忍様のお子様を産むことができますね」

　ただのジョークなのだろうが、聖もマキナも揃そろって真っ赤になってしまい、かおるんはそんな二人を微笑ほほえみながら眺めたあと、すっとルナとエルニに視線を飛ばす。

「ルナさんとエルニさんはどうでしたか？　先程エルニさんが『このメンバーの中で凶なんかを引くような運のない輩は誰ひとりとしていないはずだ』とおっしゃって……」

　言葉の途中で失言だと悟ったのか、素早く自身の口を片手で覆うかおるん。確かにあれはやばそうだ。かおるんの視線の先を追うと、エルニもルナもおみくじに目を落としたまま、どんよりと表情を曇らせていて、それぞれ眉まゆ尻じりを下げて声を落とす。

「……凶って本当にあったんだな。今年のわたしは出産もよくないそうだ」

「私もエルニちゃんと同じで凶でした。恋愛も縁談も健康運も壊滅的です。でも不思議と出産だけは大丈夫みたいなんですけど……これはどういう意味なんでしょう？」

　言いながらますます沈んでいくエルニとルナ。ふたりは揃ってため息をつき、互いに顔を見合わせ……どうやらおみくじを引き直すつもりみたいだ。

　ふたりはそれぞれ無言で巫女さんの下へと向かい、再びおみくじに挑戦。ルナは引いたおみくじに恐る恐る視線を落としたあと、こちらに駆け寄りながら美声を弾ませた。

「忍しのぶさん！　私も大吉を引けましたよ！　出産も安産みたいです！」

「……色々と生み出してください。クリエイティブな意味で」

　一瞬、『オレの子供を産んでくれ』みたいな告白の言葉が脳裏を掠かすめたが、ソッコーでそれを振り払い、冗談めかしてルナの頭を撫なでていたところ、彼女に続いてエルニもこちらへと走り寄り、涙目で声を嗄からした。

「し、忍ぅ！　今度は大凶を引いてしまった！　なんか『今より底はない』とか書いてある！　健康運に至っては、『覚悟しておけ』とかまるで脅し文句みたいだ！　もうわたしはダメだな！　しばらく立ち直れそうにない！　お先も目の前も真っ暗だ！」

「そ、それだけ暗いと明かりが必要だな。オレで良ければ明かり代わりになってやってもいいぞ。ほら、屋台でたこ焼きが売っているだろう？　奢おごってやるから元気を出してくれ」

「……なんか一瞬で元気が出てきた。やっぱり忍がいれば将来安泰だな！　明るい未来しか見えてこないぞ！」

　なんとも切り替えの早いエルニ。落ち込んでいたかと思ったら、瞬まばたきひとつで笑顔になり、嬉うれしそうにこちらの腕に抱きつき、そのままオレを引っ張って屋台へと足を伸ばす。

　が、どうにも気恥ずかしく、オレは控え目にエルニに注意を促した。

「あの、慣れない着物で歩き辛づらいから、お前ちょっと離れてくれない？」

「……今日はやだ。こんな人ひと混ごみでもし忍とはぐれでもしたら、絶対にわたしは泣く。手に残った大凶を握り締めて滂ぼう沱だすると思う。だから家に帰るまで、ずっとこのままがいい」

　珍しくエルニが甘えん坊だった。けれど可愛かわいいから黙認していると、ルナが躊躇ためらいがちにこちらへと目を向け、「わ、私もはぐれたくな……」となにかを呟つぶやいていたのだが、

「忍様、聖ひじりちゃんが寒くて凍えそうだというので、どうかその身体からだで温めてあげて下さい」

　などと嘯うそぶき、かおるんは聖の背中を押し、半ば強引にオレの腕にくっつける。続いて彼女はオレの背中に抱きつき、甘く耳元で囁ささやいてくる。

「ふふ、気持ちいいでしょう忍様。このまま美女たちに包まれて暖をお取り下さい」

「……今年の冬は暖房要らずだな」

　照れを隠してオレが軽口で応じる中、聖はこちらにくっついたまま「……温かいな」と赤い頬ほおを緩め、エルニは「忍、たこ焼きもいいけど、巴ともえお母さんになにかお土産を買って帰らないか？」と、真面目まじめな面持ちで境内の屋台を見渡していく。

　一方、なずなは「わたしたちは手を繋つなごう」とルナとマキナの手を取る。それだけでマキナは口元を綻ほころばせていたが、ルナは少し複雑そうに「……なんだか今日の私、また空気みたいになっています」と、なにか呟いていたが、残念ながらよく聞こえなかった。

　しかしそれにしても、結局ルナに告白できないまま、こうして新年を迎えてしまったわけだ。一体どうしてここまでなにも言えないのか。

　……実は薄々気づいている。本当は怖いんだと思う。子供の頃ころからずっと想おもいを寄せてきた大切な人。オレを救ってくれたルナ。もし彼女に告白して見事に玉砕でもしてみろ。情けない話、考えただけでも胃に穴が空きそうになる。

　……別に焦る必要はないし、もう少しこのままでもいいかも知れないな。

　と、賑にぎやかな神社の中、みんなと境内を歩きながらも、新年早々弱気になるオレだった。
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　……なんだか少しドキドキしてきた。

　あれから聖ひじりとかおるんと別れ、神社から自宅に戻ったのち、オレ達はリビングで母さんが用意してくれた甘酒を飲み、夜更けながらも家族団だん欒らんを満喫していた。

　こちらの目に映る家族たち。母さんをのぞいて、ルナにマキナにエルニ、そしてなずなはあでやかな着物姿のまま、談笑を続けてそれぞれ甘酒に舌鼓を打っている。

　そんな中、オレと母さんはみんなの話の輪には入らず、静かに甘酒を嗜たしなんでいたのだが、『……実はルナちゃんたち、穿はいてないのよね』

　と、不意に愚母が不用意な発言をしてくれたおかげで、現在変に胸が高鳴っているというわけだ。しかもオレの動揺を他よ所そに、母さんはにやにやと表情を緩めて耳打ちしてくる。

「意外にエルニは引っ掛からなかったんだけど、ルナちゃんもマキナちゃんも外国人でしょう？　ふたりに『本来、着物を着るときは下着をつけないのよ』なんて冗談を言ったら、ルナちゃんもマキナちゃんも真に受けちゃって……いまも穿いていないってわけよ」

「なんだその緩み切った顔は。珍しく上機嫌だなおい。やっぱりあれか？　父さんが明日、いや正確には今日戻ってくるのが嬉うれしくて、それでついはしゃいじまったのか？」

「なによその妙に大人びた顔は。見当違いも甚だしいわね」

　そのわりには母さんの頬ほおが赤かったが、オレは優しくスルーしてあげることにした。

「まあ父さんのことは置いておくとしても、母さんもいい大人なんだから、あんまりルナたちをからかうのもどうかと思うぞ？」

「……まったくもってその通りなんだろうけど、アンタに言われると不思議と腹が立ってくるわね。ちょっとその憎たらしい頬を軽く抉えぐってみてもいい？」

「お好きにどうぞ。正論さえ許されないオレだ。もうなにも言えねえよ」

「なんか今日のアンタ……今年で一番クールね」

「……今年もまだはじまったばかりだけどな」

　なんて風に、少しテンションの高い母さんとオレがホットなコミュニケーションを交わしている間、ルナたちはふたつのグループに分かれてお喋しやべりを続けていた。エルニとマキナは互いに今年の目標なんかを語り合い、一方ルナとなずなはといえば、

「……聞いてくださいなずなちゃん。なんだか私、たまに空気みたいになっちゃうときがあるんです。やっぱり私もみんなみたいに、乗り突っ込みとか明るい笑顔とか、凛りんとした空気とか大胆な悪戯いたずらとか、そういった武器を身につけた方がいいんでしょうか？」

「う～ん……にゃあ……」

「そうですよね。確かに自分らしさも大切です。だけど私の武器ってなんなんでしょう？」

「にゃにゃ……うにゃあ……」

「なずなちゃんの言いたいことはよくわかりますよ。でも、最近忍しのぶさんも構ってくれませんし、やっぱりそれだけだと足りないと思うんです。実は私、とあるＤＶＤを見て色々と勉強しているんですけど、それを試そうかどうか迷っていて……」

「ぐうぐう……にゃあ……」

「わかりました。なずなちゃんの言う通りです。なんだか猫の鳴き声のようにも聞こえますけど、恥ずかしがっている場合じゃないですよね。私も頑張ってみます」

　もしかして二人とも甘酒で酔っているのか？　先程からなずなは船を漕こぎながら不ふ明めい瞭りような相あい槌づちを打ち、それにルナは独自の解釈を乗せ、珍しく熱い口調で饒じよう舌ぜつである。そんな二人の様子を認め、母さんは苦笑を浮かべつつ、ルナたちに軽い注意を飛ばしていく。

「ルナちゃん、甘酒でもあまり飲み過ぎない方がいいと思うわよ？　ルナちゃんもお酒は弱いんでしょう？　あとマキナちゃんも結構飲んでいるけど大丈夫？　エルニがちゃんと見てあげるのよ？　それとなずなはそろそろ部屋で寝なさ……って、あんた寝てるの？」

「──はっ!?　明けましておめでとうございます！」

「それはさっき済ませたでしょう？　なずなはもう部屋に戻りなさい」

　と、母さんがたしなめたものの、時すでに遅し。瞬く間に眠りこけてしまうなずな。

　いい初夢が見られるといいな。オレはそっとなずなを抱きかかえ、リビングを出て妹の部屋へと向かう。それからなずなをベッドに寝かしつけ、再びリビングに顔を出したものの、オレが席を外している間に、女性陣たちは甘いガールズトークを繰り広げていた。

　……あれに交ざるのは難しそうだ。ルナなんか甘酒の影響なのか、微妙に瞳ひとみがとろけている。もちろん気にならないと言えばウソになるが、オレはその場で回れ右。自室に戻って着物から私服に着替え、ベッドに寝転がって天井を見上げた。

　さて、明日はなにをしようか。父さんも帰ってくるみたいだし、また少し賑にぎやかになりそうだ。一いつ旦たんルナへの告白は忘れ、オレはベッドの上でしばし頬ほおを緩めていた……。



　……これが虫の知らせというやつなのだろうか？

　不意に背筋が凍るような感覚を覚え、オレはベッドの上で勢いよく上体を起こした。

　が、自室にこれといった変化はなく、ベッドの上で部屋の壁時計に目を向けると、どうやら一時間ほど寝落ちしていたようだ。おそらくこんな時間であれば、リビングのルナたちも解散しているのだろうが……さっきの悪寒は気のせいじゃないよな？

　怪け訝げんに感じてベッドの上で首を傾かしげていると、微かすかに廊下から足音が響いたかと思ったら、やはり気のせいではなかったらしい。ひどい悪寒が身体からだを突き抜けていった。

　……この身体の震えはなんだ？　野生の勘なのか？　不可思議な身体の反応に戸惑っていたところ、足音が部屋の前で止まり、続いて自室の扉がノックされ、「お邪魔しますね」と、ルナが輝く金の髪を揺らし、先程と同じ白の着物姿で中に入って来た。

　しかしなにがあったというのか、着物の着崩れがかなり激しく、豊満な胸元からはくっきりと深い谷間が顔を覗のぞかせ、長く伸びた眩まぶしい美脚も露あらわとなっている。

　妖よう艶えんとも言える姿だ。こちらがわずかに動揺する中、ルナはあでやかに歩みを進め、ベッドに腰掛けながらオレをじっと見つめ、艶つやのある表情で告げる。

「忍しのぶさん、遊びに来ましたよ。今夜は私と一緒に、楽しい時間を過ごしましょうね」

「……もうじき夜も終わると思うぞ？　というかお前、そんなに着崩してどうした？」

「さっき巴ともえさんたちと遊んでいたんですけど、ふふ、そのときにちょっと……」

　あっ、なんかまた悪寒が走った。母さんたちとどんな遊びを繰り広げたのかは知らないが、どうにもルナの様子がおかしい。先程見たときよりも瞳ひとみがとろけていて頬ほおも赤い。

「えっと、まさかお前、甘酒で酔ったとかないよな？」

「そんなことあるわけがないじゃないですか。巴さんも似たようなことを言っていましたけど、私は全然平気ですよ。いつも通りの私です。だからキスさせてください」

「いやいや、なにが『だから』なんだよ。やっぱりお前少し変だぞ？　もう時間も遅いだろう？　今日はそろそろ休んだらどうだ？」

「そんなのいやです。忍さんで遊び……コホン。忍さんと遊びたいです」

「……いまにも弄もてあそばれそうなので勘弁してください」

　甘酒ということもあり、おそらくまだ酔いも浅いのだろう。ルナは酔った際には少しＳっ気が出る上に、好意を持っている相手に頻繁にキスをしてくる。しかしまだその兆候は薄い。今回はきちんと説得すればなんとか……なるよな？

　こちらが微かに身体を震わせる中、ルナはオレの対応を受け、小さく頬を膨らませる。

「なんだか忍さん、最近私にちょっと冷たいです」

「そうか？　オレは基本的に誰だれにでも優しいと思うぞ？　いわゆる八方美人というやつだ。そのうちきっと八はつ方ぽう塞ふさがりに陥るだろう──なんてな。はは、今オレ上う手まいこと言った」

「……もし同じような冗談をもう一度口にしたら、その唇を遠慮なく塞ぎますからね？」

　ひょっとしたら、オレはジョークで緊張を解ほぐそうとしていたのかも知れない。

　今夜のルナさん、時折Ｓっ気が垣かい間ま見えて怖い。彼女はゾクッとするような妖艶な微笑を見せたのち、普段の表情に戻って再び頬を膨らませる。

「せっかくの冬休みなのに、ここのところ忍さん、薫かおるさんと楽しそうにしていたり、聖ひじりさんのうちに行ったりで……全然構ってくれません。やっぱり冷たいです」

「まあ確かにあまり話もできなかったが、別にオレはお前に冷たくした覚えはないぞ？」

「じゃあ素っ気ないです。お出迎えの時だって、私が抱きついたら、忍しのぶさんすぐに逃げちゃうじゃないですか。それなのに忍さん、エルニちゃんやなずなちゃんが相手だと、いつも二人の頭を撫なでてあげていて、私もそんな風に構って欲しいですから……」

　一度言葉を止め、恐ろしいほど長い沈黙を挟んだあと、ルナはすっとこちらの両肩に手を添え、瞳ひとみにありありとＳの光を宿して続ける。

「やっぱり忍さんには──もうお仕置きしかありませんね」

「い、異議があるんだけどいいか？　なんで急にお仕置きなんだよ？」

「ふふ、そっちの方が忍さんも嬉うれしいでしょう？　私知っているんですよ。忍さんはＳＭが好きなんですよね？　ベッドの下にＳＭのＤＶＤを隠すほどです。忍さんはいじめられることが大好きな……いやらしくて可愛かわいいブタさんなんでしょう？」

　……やばい。ルナの言うＳＭのＤＶＤとは、間違いなく修しゆう君が持っていたものだろう。

　確か五ご行ぎよう家に泊まる際、かおるんがオレの着替えを取りにうちまで足を伸ばし、悪戯いたずらがてらひとのベッドの下にＳＭのＤＶＤを設置しようとしたが、そのときルナと遭遇。ひどい誤解が発生。かおるんの話だと、ルナはＳＭについて勉強するとか口走ったそうな……。

　いや、もちろん忘れていたわけではない。ルナが相手であれば、放っておいてもそのうち誤解も解けるだろうと考え、それよりも彼女にどうやって気持ちを伝えようかと悩んでいたのだが……まさかその楽観が、こんな事態を招いてしまうとは夢にも思わなかった。

　こちらが冷や汗を浮かべる中、ルナは瞳にＳの色を湛たたえたまま言葉を続ける。

「素っ気ない忍さんにもっと構ってもらえるように、私いっぱい勉強したんですよ？　今夜の私が相手なら、きっと忍さんもたくさん満足してくれると思います」

「あの、本当に今更なんだが、あのＤＶＤは修君の──んんぅ」

　こちらの言葉を遮るように、不意打ち気味の甘いキス。一瞬で唇を奪われてしまった。さらにルナは柔らかな唇でこちらの口を覆ったまま、艶なまめかしく口内に舌を伸ばしてくる。その滑らかな舌は熱を帯びながらオレの舌を絡からめ、愛いとおしそうに動き回っていく。

　目と鼻の先にあるルナの表情は非常に艶つややかだ。とろけたエメラルドグリーンの瞳がまるで『気持ちいいですか？』と語っているようにも思え、次第に身体からだから力が抜けていく。

　その上ルナは薄桃色の唇を離したかと思ったら、挨あい拶さつでもするようにピンクの舌先でオレの唇をつんつんと軽く突っつき、それと同時に彼女はこちらの耳に触れる。

　耳たぶの輪郭をなぞるように指先を這はわせ、すっと整った顔立ちを寄せ、今度は舌先でこちらの耳を突っついてくるルナ。しかも彼女は悩ましい吐息をもらしつつ、オレの耳穴へと舌を侵入させていき……もうダメだ。なにも考えられそうにない。

　こっちまでとろけたような気分になってきた。そんな中、ルナは扇情的に微笑ほほえみ、ベッドの上でやんわりとこちらの身体を押し倒し、そっとオレを仰向けに寝転がらせる。

　あまりにも優しい仕草だった。うっかり抵抗も忘れていたところ、ルナはこちらの腰の上あたりに桃もも尻じりを載せ、オレの身体に跨またがってくる。

　もう好きにしてくれ……じゃねえよ。告白どころか新年早々とんでもない展開だ。

　一体どうしてこうなった？　いくら誤解があるとはいえ、ルナがオレの意思確認を無視するなんてほぼはじめてじゃないだろうか？　着崩れた衣服のまま、ルナはこちらを見下ろし、「ふふ……」と蠱こ惑わく的に微笑み、オレも誤魔化すように笑ってみる。

「あ、あははは……ははは、それじゃあオレ、そろそろ礼拝の時間だからこの辺りで──」

　席を外させてもらう、なんてことはできなかった。

「ダメですよ忍しのぶさん。これからが本番なんですからね？」

　こちらの動揺を他よ所そに、ルナはオレの腰の上で背中を反らし、身体を軽く後ろに倒す。続いてゆっくりと長い両脚を開き、あろうことか着物姿のままオレの腰の上でＭ字開脚。加えて金髪お姉さんはすっと美脚を伸ばし……片足でオレの頬ほおを撫なでてくる。

　この間、短い時間ながらも年明けまでの行動を思い返してみたのだが……確かに最近はルナと二人きりでいることが滅多になかったと思う。もしその不満が今ここで爆発しているのだとしたら、告白前にとんだアクシデントだ。きっとルナも怒っているのだろう。

「どうです？　踏まれて嬉うれしいんでしょう？　忍さんはこれが気持ちいいんですよね？」

















　すりすりと素足でオレの頬ほおを擦さすってくるルナ。しかし彼女自身も本当に踏むつもりはないみたいで、足の動きはとても優しく、こちらを気遣っているようにも感じられた。

　ひょっとしたらあまり怒っていないのかも知れない。相変わらずルナの足の動きはソフトなままである。だがしかし、彼女の言葉はちょっぴりハードだった。

「……踏まれているのに、忍しのぶさんは平気なんですか？　ああ、ドＭの変態さんだから耐えられるんですね。むしろ快感ですか？　本当に気持ちの悪い人です」

「マ、マジでやめて。頼むからそんなことを言わないでくれ……」

「どうしてです？　身体からだの方はこんなにも嬉うれしそうですよ？　お仕置きでこんなにも悦ぶだなんて最低のクズですね。もっと気持ち良くなりたいのなら、ちゃんとおねだりしないとダメですよ。『大好きなルナさん、もっとしてください』──って」

「あ、いや、オレは別に喜んでいるわけでは……」

「忍さん、ちゃんと『好き』って言ってくれないと、もう気持ち良くしてあげませんよ？」

　こちらの言葉を遮り、色香を漂わせて舌した舐なめずりをするルナ。彼女はどこか期待するような目をしていたが……まさかこんなところで告白の言葉を口にする羽目になるとは思わなかった。鼓動が高鳴るのを感じつつも、オレはルナに小声で応じる。

「えっと、ルナ、お前のことは、その、なんと言うか、……だよ」

「聞こえません。もっと大きな声で、『大好きだ』と言ってください。そうしたら、もっと気持ちいいことが待っていますよ？　朝までお仕置きしてあげます」

「さ、さっきみたいな罵ば倒とうを朝まで続けるつもりなのか？　そんなことになったらオレの心がへし折れちまうだろうが！　お願いだから勘弁してくれ！　お前のことは、その、大好きだ！　ほら、これでもう十分だろう？　そろそろ本当にやめてくれ」

「──はい。わかりました。朝まで気持ちいいことをしましょうね」

　か、会話が成り立っていないみたいだ。こちらが愕がく然ぜんとする中、ルナは両脚を左右へと広げていき……今度は両の足でオレの頬を撫なでてきた。

　もはや笑うしかない。

　ルナは両脚で上下左右にオレの頬を擦り、時折円を描くような動きを見せ、その度に身につけている着物が一層はだけていく。もう柔らかそうな白い太ふと腿ももが完全に露出していて、その先にあるものがチラリチラリと……いや待て。これはおかしい。

　と、違和感を覚えた瞬間、先程母さんと交わした会話の内容を思い出した。

　そういえば母さんが言っていたな。ルナもマキナも『着物を着るときは下着をつけない』という冗談を鵜う呑のみにしたらしく、彼女たちは下着を穿はいていないとか……。

　つ、つまり、ルナは下着を身につけていないのにも拘かかわらず、先程からＭ字開脚の姿勢なんかを保っているわけだ。こいつはやばすぎる。瞬く間に動揺が強くなる中、こちらの視線に気づいてしまったのか、ルナはくすりと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「忍しのぶさんはどこを見ているんですか？」

「いえ、これはその、なんと言いますか……」

「うふふ、可愛かわいい顔が真っ赤ですよ？　本当は気になっているんでしょう？　ほらほら、こんな風に激しくしたら、ちょっと見えちゃうかも知れませんよ？」

　こちらの反応を楽しむかのように、蠱こ惑わく的に足の動きを大胆にしていくルナ。

　……ほんとにダメかも知れない。彼女が動きを強くするたび、こちらの身体からだの上に載っているお尻しりがぷりぷりと弾はじけ、さらに着崩れが激しくなったせいで、量感たっぷりの乳房が半分以上も顔を出し、そのまま誘うようにたゆんたゆんと揺れ動いている。

　理性がもつかどうか危うい状態だ。彼女の艶えん美びな肢体から目を離せない。そんなオレをじっと見つめ、ルナは吐息混じりに甘く囁ささやいてくる。

「もし忍さんが『愛してる』って言ってくれたら……全部見せてあげてもいいですよ？」

「……ジュテーム、ルナ」

「あぁん、忍さん、私も愛しています」

　おっと待ってくれ。なんで色っぽくもあっさりと受け容いれてしまうんだよ。

　懸命に理性を振り絞って冗談を飛ばしたのにも拘かかわらず、期待した突っ込みもなく、まずいことにルナは迷いなく着物に手を掛け、先程のＳの瞳ひとみはどこへやら。頬ほおを朱に染めながら、こちらが止める間もなく、オレの腰の上で着物を脱いでしまった。

　途端、たわわな乳房が無邪気に弾んで揺れ動き、ルナは頬を染めたまま、あでやかに前まえ屈かがみの姿勢を取る。

　すると以前Ｇカップと聞き及んだ彼女の美巨乳がゆっくり眼前に迫り、オレの鼻先で左右に揺れ惑い、またルナはこちらを見下ろし、声音を普段の優しいものに戻した。

「忍さん、踏んじゃったりしてごめんなさい。痛くなかったですか？　やっぱり私、ＳＭとか向いていないみたいで……こっちの方がずっといいです」

　柔らかな言葉と共に、ルナはぎゅっとまろやかな乳房をオレの顔に押しつけてくる。

「ふふ、忍さん、もう痛いことなんかしませんからね。今度は私のおっぱいで、たくさん気持ち良くさせてあげますよ」

　これが俗にいうところの飴あめと鞭むちというやつなのだろうか？　よくわからなかったが、理性が壊滅的な被害を受けたのは事実だ。

　顔全体に押し当てられたふっくらとした乳房。それは恥じらいのためか微かすかに熱を帯びていて、甘い匂においや魅惑的な弾性が堪たまらない。しかし大ぶりの乳房は見事にオレの鼻と口を覆ってしまい、もはや呼吸さえもままならなかった。けれどこれでいい。このまま酸欠でも起こして倒れてしまえば、ルナにおかしなことをする心配もないだろう。

「うぅん、忍さん、気持ちいいですか？　はぁん、忍さん、大好きです、あぁん……」

　お、落ち着け。ルナは甘酒で酔っているだけだ。そんな相手に妙な気を起こしてどうする。このままなにもせず……おっ、ようやく意識が朦もう朧ろうとしてきた。これなら大丈夫だ。

　しかしそれにしても、こんな調子でルナに気持ちを伝えることなんてできるのだろうか？　漠然とした不安を抱えたまま、オレはため息すら吐つけずに意識を手放した。
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　……なにやら妙に心地いい。身体からだに当たる甘やかな感触。これはなんだろう？

　朧気な意識の中、目を閉じたまま手を動かすと、大きく丸みを帯びた何かが掌に触れたのだが……これはすごいな。柔らかく温かい上に、程よい重さと瑞みず々みずしい弾性が手て応ごたえの良さを生み出している。

　何度触っても飽きることがなく、しばし夢中で手を動かしていると、

「やぁん……忍しのぶさぁん……悪戯いたずらしちゃ……ダメです……あぁああん……」

　は、ははは、さすがに目が覚めちまったよ。でも覚めなければよかった。

　耳元で小さくあがったソプラノボイス。それを受けてなんとなく察しがつき、おそるおそる瞼まぶたを開けたところ、視線の先では切なく眉まゆを寄せたルナの寝顔。何な故ぜか彼女は一糸纏まとわぬ姿であり、そのまま目を落とすと、オレはルナの豊潤な胸を鷲わし掴づかみにしていた。

　しかも寝ね惚ぼけて触っていたせいか、胸元の淡いピンクの蕾つぼみがツンと尖とがりはじめている。

　や、やっちまった──とベッドの上で絶叫しそうになったが、紳士らしくグッと耐えた。

　まずはよく思い出せ。確か昨夜はルナが酔ってＳＭの女王様で最後はおっぱいだった。

　……やはりオレも冷静じゃないな。だけど少しずつ思い出してきた。そういや昨日、酔ったルナに胸を押しつけられて、そのまま意識を失ったんだったな。

　しかし、どうしてルナは裸で眠っているんだ？　ひょっとして昨夜オレに胸を押し当てたあと、ルナもそのまま眠ってしまったのだろうか？　彼女はずいぶんと熟睡しているらしく、またどんな夢を見ているのか、

「いやぁん……忍さん……おっぱいばっかりダメです……んぅん……」

　などと悩ましく腰をくねらせ、艶つやのある寝言をもらしている。

　こんな姿を見ていたら、告白どころか昨日のように理性がおかしくなりそうだ。オレは素早くベッドの上で身体を起こし、そっと優しく掛け布団でルナの裸体を隠して一息つく。

　と、そこで、突然自室の扉がノックされ、

「忍君もう昼だＹＯ！　ＹＯ！　せっかく帰ってきたのにいつまで寝ているんだＹＯ！」

　聞き覚えのある懐かしい男性の声が耳に触れ、彼は短い間妙に上う手まいラップを刻み、

「……忍君、もう飽きちゃったから開けるよ？」

　相変わらず熱しやすく冷めやすいらしく、こちらの制止を待たないまま、笑顔と共にひとりの男性が部屋に姿を見せた。どこかなずなと似た顔立ちの優やさ男おとこ。身に纏っている雰囲気は非常に柔らかく、いままで多くの女性がその容よう貌ぼうに心を惑わされたそうだ。

　南なん条じよう樹いつき。オレの実の父親。おそらく昨日の電話通り、今日うちに帰ってきたのだろう。

　が、この状況はまずい。父さんもはじめのうちは爽さわやかな笑みを湛たたえてはいたものの、ベッドの上で穏やかに眠るルナを認め、微かすかに目を瞬しばたかせた。

「えっと、忍しのぶ君、そちらのお嬢さんなんだけど……」

「か、可愛かわいい彼女だろう？」

「まあ、巴ともえほどじゃないけど、金髪の愛らしい彼女が出来てよかったね。もしかして巴が話していたルナちゃんって……その娘このことかな？」

　言いながらルナに目を戻したと思ったら、何な故ぜか父さんは微かに眉まゆをひそめ、その表情から冗談を消した。だがそれも束つかの間ま。父さんは普段のように飄ひよう々ひようとした口振りで嘯うそぶく。

「しかし金髪は底なしだってよく聞くけど、どうやら昨日は寝かせて貰もらえなかったようだね。お疲れさま忍君。あとついでにただいま」

「おかえり父さん。直ちに消えろ」

「……忍君はずいぶんと冷たいね。エルニとマキナちゃんとは大違いだ。さっき軽く挨あい拶さつしたんだけど、二人ともボクを歓迎してくれたよ？　見事なボケ返しと乗り突っ込みで」

　どうやらオレが寝ている間に、エルニとマキナと自己紹介を交わしたらしい。父さんは上機嫌な様子で口元を緩め、「ところで忍君」と話を振ってくる。

「今度半ば強引にエルニを出張先まで連れて行ってもいい？」

「どれだけエルニを気に入ったのかは知らんが──そのときはあんたを殺す」

「……なんて物騒なことを口走るんでしょうかこの子は。母親の顔が見てみたいわ。きっと天使みたいな顔をしているんだろうね。ちょっと確認してくるよ」

　久し振りに再会しても、やはり父さんの口調は適当で冗談混じりで、母さんへの惚のろ気け以外はどれも嘘うそくさい。けれど今日はいつもと様子が違うようだ。父さんは部屋のドアノブに手を掛けつつも再びルナに視線を投げ、非常に珍しいことに声音を真剣なものに変える。

「忍君、大切な話があるんだ。あとで少し時間をくれないか？」

「……断るに決まっているだろうが。その真面目まじめな顔に何度騙だまされたと思っている。またオレを拉ら致ちってわけのわからない所に連れて行くつもりなんだろう？」

「残念ながら今回は違うよ。ボクがうちに戻ってきたのは、もちろん巴やなずなちゃんに会いたいというのもあったけど、一番の目的は、忍君と二人で話をすることなんだ」

「なんか怖いぐらい真面目な顔をしているけど……なんだよ話って？」

「いまここで言えることはひとつだけだ」

　こちらに背中を向けた、父さんはコホンと咳せき払ばらい。声音に艶つやを乗せて告げる。

「ジュテーム、しのむん。もう大好き。どうでい、今夜辺り親子の垣根を越えて──」

　話の最中だったが、オレは無言で手元の枕まくらを手た繰ぐり寄せ、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなくそれを父さんに向かってぶん投げた。けれど予想通り、父さんは背中を向けたまま無造作に枕まくらを弾はじき返し、オレの枕は上空でトンボを切りながら緩やかに手元へと戻って来た。

　案の定オレの攻撃など意に介さないみたいだ。父さんは「あとで話そうね」と平然とした様子で立ち去って行き……多分騒いでいたせいで目を覚ましたんだと思う。それまで眠っていたルナがむくっと身体からだを起こした。

「忍しのぶさん、おはようございます……」

　わりと寝起きの悪いルナ。彼女はほわんと緩んだ表情で朝の挨あい拶さつをひとつ。続いてぼんやりと視線を巡らし、わずかな間のあと、自分が裸でオレと一緒にベッドにいるという状況に気づいたようだ。瞳ひとみから眠気を飛ばし、困惑したように再び辺りを見回しはじめる。

「え？　あら？　どうして私、こんな格好で忍さんの隣にいるんですか？」

「……昨日のことは覚えていないのか？」

「えっと、昨日はみんなで甘酒を飲んで、それから私……何かしちゃったんでしょうか？」

　どうやら酔ったときの記憶がすっぽりと抜け落ちているようだ。やはりルナは酔うと記憶を失なくしてしまうタイプの人らしい。そんな彼女に事実を伝えるのも酷な話だろう。オレはルナに優しいウソをつき、深夜のことは曖あい昧まいに誤魔化しておくことにした……。



　そういえば……父さんの話ってなんだろう？

　あれから深夜の出来事を隠いん蔽ぺいしてルナに伝え、着替えのため部屋へと戻って行った彼女と別れたのち、オレは自室を出て階段を降りながら、顎あごに手を添えて思い返す。

　……先程珍しいことに、あの父さんが真面目まじめな顔をしていた。もしかしたら言葉通り大切な話があるのかも知れない。

　けれど、父さんは一種のトラブルメーカーなのだ。また妙なことに巻き込まれる可能性も高いと思う。もし仮にそんなことになったら、ルナと話す機会がますます減り、彼女に気持ちを伝える日が一層遠のいてしまうような気がする。

　と、少し不安を感じていたところ、階段を降りたあたりで、一匹の猫と遭遇した。

　黄色と赤茶の縞しま模様を持った虎猫。我が家の飼い猫のカガリだ。きっと父さんと一緒に帰って来たのだろう。カガリはこちらを認めるなりぴょんと跳ね、緩やかにオレの身体を登って肩に載る。続いて何な故ぜか拗すねたようにひとの頬ほおに猫パンチをかましてきた。

「……なんだよお前。再会の挨拶がそれか？　一体なにを怒っているんだ？」

　理由がわからずオレが首をひねっていたところ、廊下の曲がり角からマキナとエルニが顔を覗のぞかせ、二人はオレに気づくや否やそれぞれ涙目で声をあげる。

「ちょっと聞いてよ忍！　カガリったら全然あたしたちと仲良くしてくれないの！　ただおやつをあげようとしただけなのに、あたしのことを引っ掻かいたのよ！」

「わたしなんか噛かみ付かれた上に猫キックまでかまされたんだぞ！　その猫は少し変だ！　カガリがなにを言っても『にゃあ』としか聞こえない！　動物の言葉がわからないだなんて生まれてはじめてだ！　その猫にはなにか不思議なものでも憑ついているんじゃないか!?」

「はは、まさか。まあ自慢のかぎ尻尾しつぽならついてはいるがな」

　動物と話せるらしいエルニも、おそらく今日は不調なのだろう。あまり気にも留めず、オレはマキナとエルニの話を受け、やや呆あきれ気味に肩の上のカガリに視線を移す。

「なあカガリ、お前のその嫉しつ妬と深い性格はなんとかならないのか？　マキナとエルニになんてことをするんだよ。ちゃんとふたりに謝ったらどうだ？」

「にゃあ！　にゃにゃあ！　ふしゃああああ！」

　こちらの注意も聞かず、ビンタでもするように前足でオレの頬ほおを叩たたき、『この浮気者！』とでも言いたいのか、カガリは不満そうな鳴き声をあげ、不機嫌そうに立ち去って行く。

「……変な猫」

　肩をすくめてそう呟つぶやき、とりあえずオレは慰めるようにマキナとエルニの頭を撫なで、そのまま廊下で立ち話をはじめた。なんでも二人が言うには、なずなはまだ部屋で寝ているらしく、やはりすでにマキナもエルニも父さんとの挨あい拶さつを済ませていたみたいだ。

　ちなみに父さんの印象だが、マキナ曰いわく『ちょっと忍しのぶに似ている』で、エルニの方は『なずなに似ている』とのこと。

　まあそれはともかく。オレたちがそろそろリビングに行こうかと話していたところ、身支度を整えてきたのか、小さな足音と共にルナが階段から降りて来た。

　が、意外なことにルナは胸にカガリを抱いていて、何な故ぜか我が家の飼い猫は妙にしおらしい表情を見せている。というか、微妙に震えていた。

　そんなカガリの姿を認め、少し前に攻撃的な対応を受けたこともあるのだろう。マキナとエルニは揃そろって目を丸くしたあと、それぞれおずおずと口火を切った。

「あの、お姉さま……カガリに一体なにをしたの？」

「もしかしてわたしみたいに噛み付かれて、それで『めっ！』とかしちゃったのか？」

「え？　私はなにもしていませんよ？　さっき部屋の前でばったり会ったんですけど、声を掛けたらすぐに仲良くしてくれました。大人しくていい子ですね」

　……野生の勘ってすごいな。この家の新たなボスが誰だれなのか一瞬で見抜いたようだ。未いまだにルナの胸の中で震えているカガリ。それにつられるようにマキナとエルニも震え出し、

「な、なんか、昨日のことを思い出しちゃったわ」

「もうルナにお酒を飲ましたらダメだ。逃げ遅れていたらどうなっていたことか……」

　昨夜酔ったルナになにをされたのか、若干顔を蒼あおくする二人。そんなマキナとエルニを不思議そうに眺めるルナ。隙すきを見てルナの胸から逃げ出すカガリ。

　どうにも変な空気になってきた。ひとまずオレはルナたちを促し、みんなでリビングへと足を運ぶ。するとまず目についたのは、部屋のテーブルの上に置かれた見慣れぬ灰皿。おそらく喫煙者の父さんのために母さんが用意したものなのだろう。

　なんて考えながら視線を移すと、リビングのソファーの上で父さんが母さんに膝ひざ枕まくらをして貰もらっていて、二人の姿はまるで新婚ほやほやのカップルのようにも思える。

　仲が良くて結構なことだ。なんかエルニは「お餅食べたい」とか言ってダイニングへと消えて行ったが、マキナは二人の様子を眺め、「ああいうのっていいわね」と呟つぶやき、そしてルナはといえば、父さんに目を向けつつ、控え目にこちらの服の袖そでを引いてきた。

「忍しのぶさん、もしかしてあの人が……」

「おう、うちのアホで適当な父さんだ。もうエルニもマキナも挨あい拶さつを済ませたみたいだぞ？　お前も一発ブチかましてきたらどうだ？」

「が、頑張ります！」

　わりと緊張しているのかも知れない。こちらのジョークに突っ込みを返すこともなく、ルナは大きく深呼吸をひとつ。それで心の準備を整えたらしく、彼女は迷いのない足取りでソファーへと向かい、母さんの膝枕を楽しんでいる父さんの前で深々と頭を下げた。

「は、はじめまして！　私はその──」

「ああ、君のことは知っているよ。君が噂うわさのルナちゃんなんだろう？」

　ルナの言葉を遮り、父さんは母さんの太ふと腿ももから顔をあげ、何な故ぜか目つきを鋭くする。

「巴ともえが言うには、料理が上手で気配りもできておしとやかで、忍君のお嫁さん候補ナンバーワンらしいんだけど、ボクが君に聞きたいことはひとつだけだ」

　一度言葉を切り、父さんは目つきをさらに鋭くして続ける。

「君は……忍君のなんなんだい？」

　父さんからの静かな問い掛け。それにルナは、真まっ直すぐな笑顔で答えた。

「私は──忍さんの家族ですよ」

　以前までは自分のことを、オレの奴隷だなんて口にしていたルナ。そんな彼女の変化を、父さんは知らない。しかしルナの想おもいを受けてなにを思ったのだろう？　父さんはなにかを諦あきらめたように「そうか」と微かすかに笑い、懐から取り出した煙草たばこに火をつける。

　意外にもそこからは冗談もなかった。ただ穏やかにルナと言葉を交わし、紫煙をくゆらせ、しばしの談笑の後、父さんはおもむろに腰をあげ、オレに目を移して切り出す。

「こうして帰って来たわけだし忍君、せっかくだからボクと組手でもしないかい？　そろそろジジイ相手の稽けい古こも退屈になって来た頃ころだろう？　いい加減ジジイも歳としだからね」

「ジジイこと爺じいちゃんなら、この前会ったとき『婆さんごめん、ワシいま絶頂期』とか口走って、門下生たちとメイド喫茶に……まあそれはいいか」

　おそらく組手はただのついでなんだろう。きっと父さんも、さっき口にしていた大切な話がしたいんだと思う。しかし父さんとの久々の組手だ。覚えず鼓動が速くなってくる。

　父さんが家を離れている間に色んなことがあった。オレはもう昔のように父さんや爺ちゃんを目指してはいない。自分らしく退魔の道を歩みはじめている。多分オレ自身も成長しているはずだ。果たしてその成長がどの程度のものなのか、一度確かめておきたい。

　父さんの誘いに大きく頷うなずいて返し、オレは密ひそかに拳こぶしを握り締めた……。
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　鼻先を掠かすめる懐かしい煙草たばこの匂におい。口の中に広がる鉄の味。視界に映る澄んだ青空。

　父さんとの組手は完敗に終わり、庭の中央でしばらく寝転がったのち、痛む身体からだに鞭むちを打ってオレが上体を起こす中、父さんはこちらの隣に腰を下ろして煙草を吹かし、

「……まさか当てられるとは思わなかったよ」

　微かすかに赤く腫はれた頬ほおを片手で押さえ、そのまましみじみとこぼす。

「しばらく見ないうちに、忍しのぶ君もずいぶんと成長したみたいだね。やっぱりボクと同じように……悪魔とやり合ったりしたのかな？」

　父さんが『悪魔』という単語を口にしても、特に驚きは感じなかったと思う。

　少し前、聖ひじりのうちで世話になる際、宗そう悟ごさんが色々と教えてくれた。父さんと宗悟さんが友人であること。父さんに退魔の才があったこと。宗悟さんの話を思い返しながら、オレは父さんの質問には答えず、軽く肩をすくめて返す。

「宗悟さんから聞いたよ。父さんも爺ちゃんも、昔は退魔士だったそうじゃないか」

「まあ、そうなんだけどさ……ボクもこの前電話で聞いたよ。宗悟ちゃんは忍君に退魔の稽けい古こをつけているみたいじゃないか。まったく、余計なことをしてくれたものだ」

「その口振りから察するに、やっぱり父さんは反対なのか？」

「……君がジジイの道場に戻ると言ったとき、ボクは反対なんかしなかっただろう？　今回もそれと同じだ。死ぬほど心配であることは確かだけど、忍君の気持ちを尊重するよ」

　煙草を口に含み、紫煙を吐き出しながら、父さんは「ただ」と言葉を続ける。

「忍君に言わないといけないことが、ふたつだけある。こうして戻って来たのは、忍君にそれを伝えるためだ。まずひとつは……」

　静かに言葉を止め、父さんは庭からうちのリビングに目を移し、わずかに口調を正す。

「ルナちゃん達の秘密を、巴ともえにも話すことだ。巴は何も知らない。退魔士のことも悪魔のこともだ。ボクがずっと隠してきた。危険に巻き込みたくなかったからだ。巴のために退魔士も辞めた。だけどもう、隠し続けることはできないようだね。さっき諦あきらめたよ」

　紫煙を吐き出すと同時にため息をつき、父さんは表情に苦笑を浮かべた。

「忍君も知っているとは思うけど、巴はバカみたいに優しい人だ。ルナちゃんにマキナちゃんにエルニ、あの娘こ達の母親にもなろうとしている。そんな人に、隠し事なんかしていていいのかい？　ルナちゃんもマキナちゃんも……悪魔なんだろう？」

「……ルナたちのことも、宗そう悟ごさんから聞いたのか？」

「宗悟ちゃんも親切だからね。全部話してくれたよ。ふたりが放置してもいいタイプの悪魔だとも聞いていたんだけど……それは本当だったみたいだ。実はほんのちょっとだけ疑っていたんだよ。魅惑チヤームでも使って悪さをしているんじゃないかってね」

「ルナもマキナも、そんなことをするようには見えなかっただろう？」

「そうだね。マキナちゃんの乗り突っ込みは最高だし、それにルナちゃんの『忍しのぶさんの家族ですよ』って言葉にやられちゃって……これは早く忍君に伝えるしかないと思ったんだよ」

　苦笑を笑顔に変えて、父さんは柔らかく言葉を紡ぐ。

「巴ともえなら悪魔だって受け容いれる。巴はそういう人だ。だからもう隠し事なんかやめて、全部話して、互いを理解して、本当の意味で家族になったらどうだい？」

「……心に留めておくよ。機会があったら母さんにも話してみる」

　こちらが頷うなずいて返すと、父さんは満足そうに微笑ほほえみ、二本目の煙草たばこに火をつけたのち、青空を見上げてゆっくりと切り出す。

「もうひとつだけ、忍君に話しておくことがある。ボクの失敗談だ。伝えるべきかどうか、ルナちゃんに会ってから決めようと思っていたんだけど、やっぱりあの言葉にやられちゃったみたいだね。これは話すしかないか……」

　……父さんの話とルナとがどう関係あるのだろう？　こちらが疑問に思う中、父さんは青空を見上げたまま煙草を咥くわえ、表情に苦味を乗せて語り出す。

「ボクはね、昔から本音を口にするのが怖くて、いつも冗談ばかりを言って、そんなことをずっと続けていたら……傍そばにはもう巴だけしか残ってくれなくなっていた。でもボクはそんな巴に気持ちを伝えることができなくてね。やっぱり冗談ばかりで、長い間不安にさせてきた」

　言いながら青空から視線を移し、父さんはじっとオレの目を見つめる。

「忍君、ボクと同じような失敗をしたらいけないよ？」

「……父さんがなにを言いたいのか、よくわからないんだが？」

「まあ要するに、女を待たせる男は格好悪いということだね」

　思い当たる節があったせいか、なかなか耳に痛い言葉だった。こちらが押し黙る中、父さんは再びうちのリビングに視線を向け、そのまま柔らかく目を細める。

「これでも色々と知っているんだよ？　巴が送ってくれた写真を見たり、巴の話を聞いたりしているうちに……こう見えても父親だからかな？　気づいちゃったんだよ。巴だってわかっている。忍君が、誰だれのことを一番想おもっているのかをね」

「……それでさっきルナの名前を出していたのか」

　もう隠しても無駄だろう。こちらが小さくため息をつくと、父さんはそっとオレの肩に手を載せ、微笑を湛たたえて告げる。

「忍しのぶ君、ルナちゃんは悪魔だ。人間とは寿命が違う。好きな人と一緒にいられる時間は、悪魔からしてみれば短いものだ。これはただの直観なんだけど、きっとルナちゃんは、その短い時間を一生の宝にするような娘こなんだと思う」

　やんわりとした父さんの言葉に、ひどく胸が熱くなった。

「そんなルナちゃんに抱えきれないほどの思い出をプレゼントするのが、忍君にとってなによりも大切なことなんじゃないのかな？　このまま迷ってばかりいて、短い時間を無駄に過ごしていたら……ボクみたいに格好悪くなっちゃうよ？」

　父さんは十分格好いいだろう──と、口走りそうになったがなんとか堪こらえ、オレは頬ほおをかいて微苦笑を浮かべる。

「しかしまさか……父さんにまで背中を押されるとは思わなかったな」

「ん？　ということは、ボク以外にもこんなクールな仕事をした人がいるのかい？」

「ああ、温かくて優しい人がな、またオレを支えてくれたんだよ」

　意外そうに目を丸くする父さんに、オレは軽く胸を張って答えた。

「オレも昔とは違う。いまは頼れる人がいる。支えてくれる人がいる。そんな人たちが傍そばにいてくれるのなら、オレはなんだってできると思う。大切な人だって守れるはずだ。だからはじめから……迷う必要なんてなかったんだな」

　胸の中で想おもいが溢あふれる。もうなにも怖くないとさえ思えた。父さんはそんなオレを優しく見つめたまま、ゆっくりと立ち上がり、そっと話題を変える。

「忍君、しばらくうちで休暇を取ったら、ボクはすぐに仕事に戻ろうと思う」

「……なんだ、また出張なのか？」

「色々とやることがあるんだ。またしばらくは帰れそうにないから、家のことはよろしく頼むよ。今度は巴ともえも連れていくからね」

「母さんを出張先に？　そんなことはじめてだな」

「……ボクも安心したんだよ」

　表情を緩ませ、父さんは声音にぬくもりを乗せる。

「このうちにはルナちゃん達がいる。巴がいなくても問題はないはずだ。忍君を支えてくれる人は他ほかにもいる。もう巴が忍君を支える必要はない。ただ、なずなちゃんのことは、巴の代わりに忍君が支えてあげて欲しい」

「もちろんそれは構わないが……本気で母さんを連れて行くつもりなのか？」

「別に不安になることはないよ。さっき忍君と組手をしてわかったんだ。少し寂しいけど、君はボクの手を離れちゃったんだよ。もう一人前だ。今の忍君なら、ボク達がいなくても大丈夫だよ。逆にボクは巴がいないとダメだからね。これからは巴と一緒だけど……」

　背を向けて歩みを進め、その途中で格好つけて振り返り、父さんは人差し指を立てる。

「今度ボクと巴ともえが帰って来たときでいい。ちゃんと巴に伝えるんだよ？　ルナちゃん達のことを伝えて……それから本当の家族だ。あとついでに告白も頑張ってね。もしフラれでもしたら……大爆笑で応じてあげるよ。もしくは寝取り」

　シリアスな空気を無視して冗談をぶっ飛ばしてくる父さん。本来ならオレも辛しん辣らつな突っ込みで返すところなのだが、先程父さんにも背中を押して貰もらったばかりである。感謝の意味も込め、軽く手を振るだけに留とどめていたのだが……それが不満だったのかも知れない。

　なにを思ったのか、父さんは庭からリビングへとダッシュ。間髪を容いれずに部屋の窓を開け、大きく息を吸い込んで両手をメガホンにするや否や、室内に向かって叫んだ。

「みんな！　大変だ！　ボクと巴が留守の間に、親の目を盗んで忍しのぶ君がルナちゃん達にあんなことやこんなことをするつもりらしい！　みんな気をつけて！」

　……真面目まじめな状態が続かないのかあの人は。こちらが呆あきれ果てる中、父さんの妄言を受けてか、リビングの方からルナたちの騒ぎ声が聞こえてきて……これは一ひと悶もん着ちやくあるかも知れない。オレはため息混じりにリビングに足を伸ばし、そのまま頭の片隅で考える。

　やはり父さんがうちにいる間は、告白なんてできないんじゃないだろうかと……。
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　少し大おお袈げ裟さかも知れないが、まるで嵐あらしのような日々だった。

　我が家のトラブルメーカーこと父さん。在宅中彼は様々な騒動を巻き起こし、いつも以上に我が家は賑にぎやかになり、目まぐるしく時間が流れ……思った通り、ルナに告白する機会は訪れないままだった。

　けれど、父さんと過ごす日々が楽しくなかったといえば、それはウソになるだろう。

　冬休みの終盤。以前話した通り、父さんは母さんを連れて出張先へと旅立って行き、騒がしくしていた人が急にいなくなったせいか……夜になると、家の中が妙に静かに感じた。

　ただ、不思議と心は落ち着いている。静かな夜の中、次第に想おもいが固まっていく。ふと目を閉じると、脳裏を過よぎるのは、ルナの柔らかな表情。素直に会いたいと思い、家の廊下を歩きながら彼女の姿を捜していたところ……微かすかに子守唄うたが聞こえてきた。








エピローグ



　……子守唄うたが聞こえてきた。

　異国の歌声。その澄んだ声に導かれるまま足を伸ばすと、家のリビングの奥で、ルナの背中を見つけた。彼女は縁側に腰掛けて星空を見上げ、優しい子守唄を紡いでいる。

　──もう迷いはなかった。ゆっくりと歩みを進めて隣に並ぶと、彼女はそっと歌声を止め、エメラルドグリーンの瞳ひとみをオレに向け、月に照らされながらふんわりと微笑ほほえむ。

「忍しのぶさん、今夜は星が綺き麗れいですよ」

「ああ、本当に綺麗だな」

　短い相あい槌づち。いつもの冗談も出てこなかった。緩やかに鼓動が高鳴っていく中、ルナは子守唄──以前エルニからプレゼントされた歌を再び奏でたのち、「そろそろ私も、受験勉強をはじめないといけませんね」と、柔らかく語り出す。

　今年はオレも聖ひじりもマキナも高校三年生だ。

　来年の今いま頃ごろは、みんなも大学を目指して勉強中なんだと思う。多分そのときには、ルナもかおるんも一緒なのだろう。この先の未来を想像してか、

「みんなと一緒に大学生になれたら、いい思い出がたくさんできそうですね」

　夢を見るようにやんわりと頬ほおを染め、ルナは嬉うれしそうに声を弾ませる。

　彼女と紡ぐ思い出。人間とは違う彼女と歩んでいく日々。それはオレにとって、決して短いものではないのだろう。

　しかしルナにとっては、一生の何分の一の出来事でしかないのかも知れない。オレは彼女の思い出の中にずっといたいのか、それとも彼女のために思い出を残してあげたいのか。

　きっとその両方なんだと思う。

　ふと、背中を押してくれた聖と父さんの言葉が脳裏を掠かすめる。

　傍そばにいてくれる人たち。支えてくれる人たち。守ってくれる人たち。人間と悪魔の違い。本当の家族。そして昔よりも強くなれた自分。

　……もう、我慢しなくてもいいんだ。

　星と月が綺麗な夜だった。

　静かで澄んだ夜だった。

　こんな夜のことを、今日の出来事を、彼女がずっと覚えていられるように、伝える言葉がルナにとってささやかな永遠になればと思って、

「なあ、ルナ……」

　彼女のこともずっと繋ぎとめておきたくて、オレも彼女と繋つながっていたくて、胸の中から溢あふれてくる想おもいを、温かく彼女に打ち明ける。

「──オレは、ルナが好きだよ」

















番外編　魔法少女も楽じゃない



　……もしお兄ちゃんが部屋にいたら、どんな反応をしていただろう？

　自室に設置されたスタンドミラー。そこに映る自分の姿を眺め、わたしは小さく口元を綻ほころばせる。たくさんのフリルで飾られた衣装。手には魔法のステッキ。いまのわたしの姿は、前にみーちゃんが見せてくれたアニメに出てくる魔法少女とそっくりだった。

　できればお兄ちゃんにも見て貰もらいたかったけど、今日はもう無理そうだ。お兄ちゃんも寝ているみたいだし、明日にでも感想を聞いてみよう。

　そう考えて鏡から視線を移すと、わたしのベッドに腰掛けているのは、憧あこがれの魔性の女こと薫かおるさん。南なん条じよう家の優しい次女ことエルニお姉ちゃん。薫さんはビデオカメラで、エルニお姉ちゃんはデジカメでわたしを撮影しながら、それぞれ頬ほおを緩めて口を開く。

「──こうしてなずなちゃんは魔法少女として、忍しのぶ様の平和を守るために日夜戦うのでした。頑張って下さいなずなちゃん。負けないで下さいなずなちゃん。忍様を守れるのは、もはやなずなちゃんだけだったりそうじゃなかったりします」

「おお、その設定はいいなかおるん。きっと忍も喜ぶと思うぞ。せっかくだからなずな、ちょっと魔法の呪じゆ文もんでも唱えてみてくれ」

「──にゃあ！」

　実はわたしが身につけている魔法少女の衣装。

　これはエルニお姉ちゃんと薫さんからのプレゼントだったりする。寝る前にふたりが部屋に来たときはちょっと驚いたけど、いまはわたしも口元の緩みを抑えられない。

　ふたりが贈り物をしてくれたことが嬉うれしかった。少し恥ずかしいけど素敵な衣装。それを着たままわたしが自分なりの呪文と一緒に軽くポーズを取ると、エルニお姉ちゃんは拍手をくれて、薫さんはビデオカメラを片手にやんわりと声を掛けてくれる。

「なずなちゃん、『にゃあ』という呪文も愛らしくていいのですが、ここはひとつ、『萌もえセリフ』を魔法の呪文にしてみてはいかがですか？」

「萌えセリフ？　あ、わたしそれ知ってるよ。『今夜は空いてるのん』とかでしょう？」

「ま、まあ、そういうのも有りのような無しのような、むしろあり得な──コホン」と、気まずそうに咳せき払ばらい。薫さんは笑顔に戻って、提案でもするように人差し指を立てる。

「元気一杯のなずなちゃんであれば、『お兄ちゃん、今夜は一緒に寝てもいい？』とか『お兄ちゃん、お背中流しに来たよ』とか『お兄ちゃん、実はわたしたち、本当の兄妹きようだいじゃないんだよ……なんてウソ。ドキドキした？』とかいうのはどうでしょう？」

　すごく勉強になる。わたしは魔法のステッキを一いつ旦たん机の上に置き、真剣にメモを取った。

　もしかしたら、これでわたしも魔性の女に一歩近づけるかも知れない。しばらく薫さんの言葉に耳を傾けたあと、わたしはもう一度ステッキを手に持ち、魔法について思いを馳はせつつ、エルニお姉ちゃんと薫かおるさんの意見も聞いてみる。

「ねえ、もし魔法が使えたとしたら、エルニお姉ちゃんと薫さんならなにをする？」

「う～ん、わたしは空を自由に飛んでみたいな！　それで天空の城を目指すんだ！　それから忍しのぶと一緒にたくさんご飯も食べたい！　かおるんの方はどうだ？」

「わたくしなら迷わず銀行強盗ですね。魔法の力で巨万の富を手に入れ、札束のプールの中で忍様と愛を語り合う……なんていうのは冗談ですよ。本気にしないで下さいね？　わたくしならそうですね。やはり魔法で悪戯いたずらをします。まずは忍様たちの……」

　薫さんの語る魔法は面白いけど、もし現実で起こったら大変だと思う。薫さんは魔法でお兄ちゃんたちの性格をへんてこに変えるみたい。そうすれば自分が変態メイドでも違和感がないとか。でも薫さんは変態じゃないし、いつものジョークのような気がする。

　わたしはエルニお姉ちゃんと一緒に相あい槌づちを打って薫さんの話を聞いて、それから楽しい時間はあっという間に過ぎて……もう夜も更けて眠くなってきた。

　仕方がないから、わたしはエルニお姉ちゃんと薫さんに『おやすみ』と挨あい拶さつして、魔法のステッキを机の上に飾ってパジャマに着替えて、名残惜しさを抱えたまま床に就く。

　今日はわりと夜更かししちゃったけど、明日はお休みだから大丈夫。わたしは夢うつつなまま目を閉じ、寝る前にもう一度魔法について思いを馳せてみた。

　……わたしが魔法を使えたらなにをしよう？　やっぱり魔性の女に変身？

　もちろんそれもいいけど、お兄ちゃんみたいにクールに振る舞ったりしてみたい。それにいつも守って貰もらってばかりだから、お兄ちゃんが困っている時に、魔法の力で助けてあげられたらと思う。そうしたらお兄ちゃんも、頭を撫なでながら褒めてくれるかも知れない。

「……お兄ちゃん……」

　考え事をしているうちに、次第に意識が曖あい昧まいになってきた。でも魔法少女の衣装を着たおかげかな？　なんだか今日はいい夢を見られそうな気がする。わたしは頬ほおを緩めて意識を手放し、ゆっくりと夢の世界へ潜っていった……。
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　……ん？　あれ？　さっき寝たばかりなのに、ひょっとしてもう朝なの？　ふんわりと身体からだを揺り動かされ、どこか遠くから優しい声が聞こえてくる。

「なずな、朝よ。そろそろ起きて……ん……ちゅっ……」

　まどろみの中、ふと頬に覚えた柔らかな感触が、わたしの意識を呼び起こしていく。

　もしかしてルナお姉ちゃんからのキスかも知れない。ルナお姉ちゃんはこういうスキンシップが大好きだ。自分の表情が緩むのを感じつつ、そっと瞼まぶたを開けてみると、カーテン越しの朝日と共に両目に飛び込んできたのは……予想外の人物の姿だった。

　胸元が大胆に開いたメイド服。どうしてかそれを着こなしているマキナお姉ちゃん。思わずベッドの上で跳ねるようにして身体からだを起こすわたし。そんなわたしの顔を覗のぞき込み、マキナお姉ちゃんは少し心配そうに声を掛けてくれた。

「……怖い夢でも見ちゃったの？　そんなにびっくりしてどうしたのよ？」

「ど、どうしたって……マキナお姉ちゃんの方こそどうかしちゃったの？」

　失礼だけど別人みたいだ。普段の気の強そうなイメージが全然なくて、メイド服を着ていることもあるんだと思う。ルナお姉ちゃんみたいな癒いやしのオーラを身に纏まとっているマキナお姉ちゃん。わたしは驚いたままマキナお姉ちゃんを見つめ、率直な疑問を口にする。

「マキナお姉ちゃんは、なんでメイド服なんかを着ているのかな？」

「今更どうしてそんなことを聞くの？　理由なんか決まっているじゃない」

　一度言葉を止めて頬ほおを薔ば薇ら色いろに染め、マキナお姉ちゃんは躊躇ためらいなく断言。

「──大好きな忍しのぶにたくさんご奉仕するためよ。あたしは忍のメイドさんなんだもの」

「お兄ちゃんのメイドさん？　え？　あれ？　一体いつからそんなことに？」

「そしてなずなは魔法少女よ！　今日もプリティーね！　血の繋つながりはないけど、あたしもなずなのような妹がいてくれて幸せだわ！」

「そ、そう言ってくれるのはすごく嬉うれしいよ。でもねマキナお姉ちゃん、わたしの話も少しは聞いて欲しいな──って、うわっ！　なにこれ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。

　ビシッとマキナお姉ちゃんが指差した先。自分の身体に何気なく視線を落とすと、そこにはエルニお姉ちゃんと薫かおるさんがプレゼントしてくれた魔法少女の衣装。確かに昨日ちゃんと脱いだはずなんだけど、どうしてこの服を着ているんだろう？

　二回目のびっくりだ。ちょっと固まってしまう。でもそんなわたしの驚きを他よ所そに、

「……きっとなずなは、太陽に導かれた魔法少女なのね」

　ＲＰＧで出て来そうなセリフを口にして、マキナお姉ちゃんはわたしの机の前に移動。机の上に昨夜飾った魔法のステッキ。それを手にしてマキナお姉ちゃんはベッドの前に戻って来て、戸惑ったままのわたしにすっとステッキを差し出してきた。

「なずな、今日も魔法少女としてプリティーかつキュートに街の平和を守ってね。これがあればなずなは完全無敵よ。はい、エルニが燃えないゴミクズで作った魔法のステッキ」

「ゴミクズ!?　魔法のステッキなのに主成分はゴミクズなのこれ!?」

「……萌もえるゴミクズだったかしら？」

「ど、どっちにしてもゴミクズなんだね」

「あら？　星ほし屑くずだったかしら？」

「それだと別物だよ！　一体どっちなの!?」

　わたしが突っ込みを入れるなんて珍しいと思う。こんな乗り突っ込みもなくボケまくるマキナお姉ちゃんははじめてだ。若干だけど混乱気味のわたし。でも再びこっちの戸惑いをスルーして、マキナお姉ちゃんはルナお姉ちゃんみたいにやんわりと微笑ほほえむ。

「うふふ、なずなは今日も元気一杯の魔法少女なのね。そのまま元気にご飯を食べましょう。今朝は期待していいわよ。あたしの自信作なの」

「……マキナお姉ちゃんがご飯を作ったの？　ルナお姉ちゃんじゃなくて？」

「なにを言っているの？　お姉さまは料理なんて生まれてこのかたしたことがないのよ？　それに料理はあたしの仕事だもの。忍しのぶが毎日『美お味いしい』って褒めてくれて幸せだわ。これはもうあたしにとっての生き甲が斐いと言ってもいいわね」

「その生き甲斐、よくルナお姉ちゃんが口にしているものだよね？」

「こら、そんなことをお姉さまの前で言ったら怒られちゃうわよ？　ほら、いつまでも寝ね惚ぼけていないで、さあ、いつものように魔法のステッキを持って、はい、これで完かん璧ぺき。それじゃあなずなも早く降りてきてね。一緒にご飯を食べましょう……ん……ちゅっちゅ」

　愛いとおしそうにわたしの両頬ほおにキスしてくれるマキナお姉ちゃん。

　なんだか胸がぽかぽかしてきた。うっかり突っ込みを忘れていると、マキナお姉ちゃんはわたしに魔法のステッキを握らせ、踵きびすを返してメイド服のまま部屋を出て行く……。

　やっぱりわたしには突っ込みの才能はないみたいだ。物もの凄すごく気になることがあったんだけど、なにも聞けなかった。今度お兄ちゃんに突っ込みの極意でも聞いておこう。わたしはベッドから降りて、とりあえず身支度を整えようとは思ったものの、

「……あれ？　おかしいな」

　不思議と魔法のステッキが手から離れてくれない。それどころか魔法少女の衣装さえ脱げなかった。どんなに「にゃあ！」と力を込めて引っ張ってもダメだ。こいつは大変だよ。なんてこった。わたしはこのままずっと、魔法少女の服を着ていないといけないの？

　……まあいいや。マキナお姉ちゃんだってメイド服を着ていた。わたしはあまり深く考えない。いまは考えたら負けだと思う。というわけで、わたしは魔法のステッキと魔法少女の衣装を標準装備したまま、部屋から見慣れたうちの廊下に出る。

　すると少し見慣れない女の人がお兄ちゃんの部屋の前にいた。あの胸の大きな人は、確かお兄ちゃんの学校の友達の南みなみさんだったはずだ。わたしが見ていたせいかな？　南さんはこっちに気づくと、にっこりと明るく微笑んでくれた。

　……ルナお姉ちゃんがふんわりとした柔らかな月だとしたら、南さんはキラキラと輝いた太陽みたいなイメージ。笑顔を向けられて嬉うれしいんだけど、以前会ったときと同じ。

　妙に懐かしくてひどく胸がざわつく。この感覚はなんなんだろう？　疑問に思ってじっと眺めていたら、南さんは明るい表情のまま大きく手を振ってきた。

「おはよう魔法少女ことなずなちゃん！　今日も相変わらず魔性の女みたいな空気を身に纏まとっているね！　もう大胆不敵電光石火って感じだよ！」

「どうもありがとう！　そんなことを言われたのははじめてだよ！　にゃあ！」

　考え事はやめてお礼を言い、わたしは南みなみさんに歩み寄りながら質問をひとつ。

「今日はどうしたの？　お兄ちゃんになにか用事？」

「用事というか、いつも通り忍しのぶちゃんを起こしに来ただけだよ？　でもね、昨日から忍ちゃんのことをぎゅってしたくて堪たまらなくて、いまも胸がきゅんきゅんしているの」

　きゅんきゅん中らしい豊かな胸をぷるんぷるんと揺らし、南さんは色っぽい吐息をもらして「だからね」と悪戯いたずらっぽく笑う。

「今日はあたしも大胆にいってみるよ」

「すでに大胆だと思うんだけど、なんだかすごいね。それ以上セクシーになれるんだ！」

　ちょっと尊敬の眼まな差ざしとかを送ってみたりする。そんなわたしに、南さんは「なずなちゃんは見たらダメだよ？」とコケティッシュにウインク。続いて鼻歌混じりにお兄ちゃんの部屋に入ってドアを閉める。でもなにをするのか気になって仕方がない。

　悪いとは思いつつも、わたしはそっとドアを開け、こっそり部屋の様子を窺うかがってみる。

　と、目に映ったのはお兄ちゃんの寝顔。普段は精せい悍かんな顔つきでワイルドかつクールで優しいお兄ちゃんなんだけど、寝ている姿はあどけなくて、妹のわたしから見ても可愛かわいくて、ルナお姉ちゃんたちが夢中になる気持ちもよくわかる。

　きっとそれは南さんも同じなんだと思う。南さんはお兄ちゃんの眠るベッドの前に立ち、寝顔を眺めて「お寝坊さんなんだから」と頬ほおを染めたあと、何な故ぜかビシッと敬礼。

「南桜おう花か──いきます！」

　どこへ行こうというのだろう？　あれかな？　大胆にいく──って、なんで南さんは服を脱いで下着姿になるの？　確かに紺の下着姿だとさっき以上にセクシーだ。それに南さんはすごく胸が大きい。服を脱いでいる間も弾むように胸が揺れ動いて……え？　あれ？　な、なんで下着姿のままお兄ちゃんのベッドの中に入るの？　これが大人の世界？

　南さんは顔を真っ赤にしながらも、掛け布団で自分とお兄ちゃんの姿をすっぽりと覆っちゃって、ベッドの中でなにが行われているのか見当もつかない。微かすかに聞こえてくるのは、お兄ちゃんと南さんの色っぽい吐息だけだった。

　でもそれもすぐに終わり、今度は南さんのじゃれるような甘い声が聞こえてくる。

「うふふ、忍ちゃんが起きないと、うぅん、もっとおっぱいで気持ちよくしちゃうぞ？　どうだどうだ、んぁ、気持ちいいだろう？　あたしと結婚したら毎朝こんな風に気持ちよくなれるぞ？　んんぅ、あたしと結婚するって言え～」

「……やれやれだぜ。妙な演技をしている仔こ猫ねこちゃんは誰だれだ？　また聖ひじりか？」

　すごいことが起こっているはずなのに、お兄ちゃんは普段のように焦ることはなかった。いつも以上にクールに身体からだを起こして掛け布団を引っぺがし、ベッドの上で下着姿の南さんを認めてもまだクール。お兄ちゃんはとても優しい目で南みなみさんを見つめる。

「なんだサクラちゃんか。今日は昨日よりも輝いているね。まるで太陽のようだ」

　お、お兄ちゃん？　どうしたの？　お兄ちゃんが冗談も照れもなく褒め言葉を口にするなんて変だし、それにいまサクラちゃんって言ったよね？

　サクラちゃんはお兄ちゃんとわたしの大切な幼おさな馴な染じみのあだ名。そういえばわたし、お兄ちゃんから『サクラちゃん』としか紹介されていなかった。だから幼馴染なのに本名も知らないままだったんだけど……南さんがサクラちゃんだったの？

　事実を確認するためにも、今度こそ切り込まないと。わたしは扉の前で一歩踏み出そうとした。でもそれよりも早く、お兄ちゃんは苦笑気味に驚くべきことを口にする。

「しかし相手がサクラちゃんなら嬉うれしい誤算だな。てっきりまた聖ひじりの悪戯いたずらかと思った」

　なにそれ？　聖お姉ちゃんはあんな大胆な悪戯はしないよね？

「五ご行ぎようさんはエッチな悪戯が大好きだからね。あたしも五行さんに対抗してみたの」

　……大好きなんだ。聖お姉ちゃんエッチなんだ。

　突っ込むどころか、わたしは扉の前で目を見開いたままだった。視線の先でお兄ちゃんと南さんが恋人チックな甘いひと時を満喫しはじめたけど、わたしは無言で部屋のドアを閉め、手から離れないままの魔法のステッキをじっと見つめて、

「ふむ、にゃるほど……じゃなかった。なるほどな」

　お兄ちゃんを真ま似ねて小さく頷うなずいてみた。いくらわたしでもそろそろ気づく。これはわたしの夢なんだ。夢ならマキナお姉ちゃんがメイド服を着ていることとか、魔法少女の衣装が脱げないこととか、お兄ちゃんが冗談を挟まないことなんかにも説明がつく。

　それに南さんが本当にサクラちゃんなのかどうかはわからないけど、今日みたいな朝が来ることを……子供の頃ころに何度も夢見ていたことがある。

　大好きなお兄ちゃん。幼い頃、わたしの大親友だったサクラちゃん。ふたりがずっと一緒だったらいいな。結婚してくれたら嬉しいな。子供の頃、本当はそう思っていた。

　でも、わたしが交通事故なんかに遭ったせいで、サクラちゃんはもう……って、暗いことを考えていたらダメだ。わりと意識もはっきりしているし、夢の中のわたしは魔法少女。

　きっとこれから楽しいことが起こるに違いない。寝る前に考えていた通り、夢の中ではクールに振る舞ってみよう。そう、お兄ちゃんの如ごとくクールかつハードボイルドに。

「──男は度胸と顔だ。そして女は年齢じゃない。見た目だぜベイベー」

　う～ん、なんか違う気がする。お兄ちゃんはこんなことを言わないよね。もっとクールにならないと。わたしは魔法のステッキを片手に、これから起こる出来事に期待を寄せて階段を降りつつ、今日は神妙な顔を作ってリビングに顔を出した。

　途端、目に飛び込んできたのは、リビングの床に倒れ伏しているメイド服姿のマキナお姉ちゃん。何な故ぜかマキナお姉ちゃんはボロ雑ぞう巾きんの如く憐あわれとも言えるような状態で、琥こ珀はく色の瞳ひとみにハイライトもなく、あまりに予想外のことに裏返りそうになる声を抑え、

「ふぅ、やれやれだにゃん。こいつはハードだぜ──とか言ってる場合じゃないよ！」

　やっぱりクールになりきれないわたし。でも無理もないと思う。いきなり期待とは裏腹の出来事が起こったこともあって、わたしは八つ当たり気味にリビングの床を踏んだり蹴けったりしながらマキナお姉ちゃんのもとへと駆け寄る。

「しっかりしてマキナお姉ちゃん！　大丈夫？　一体なにがあったの？」

「うぅ……あのねなずな……今日のあたし……忍しのぶが望むような癒いやしオーラ全開の完かん璧ぺきご奉仕メイドさんみたいでしょう？」

「確かにさっきまではそうだったね！　でもいまは減量中のボクサーよりもげっそりしちゃってるよ！　繰り返すけどなにがあったの!?」

「……忍は大好きなご主人様だから……あたしも止めようとしたの……だけどあたし全然ダメで……お姉さまが……飴あめと鞭むちで……お仕置き……それで……忍を──」

　途切れ途切れに言葉をもらしていたマキナお姉ちゃん。その小さな声を遮るように、不意に二階の方から女の人の悲鳴。間髪を容いれずに響いた大きな物音。話の途中で力尽きたように、ガクリと気を失ってしまうマキナお姉ちゃん。そして絶賛混乱中のわたし。

　もうなにが起こっているのかさっぱりだ。でももしかしたら魔法少女の出番なのかも知れない。ひとまずマキナお姉ちゃんを抱きかかえて床からソファーに……うん、手にくっついたままの魔法のステッキが邪魔で上う手まくできない。

　フーズ・バッド──と、叫びそうになったけど、今日は淑女らしくグッと耐えた。少しだけクール。わたしはなんとかマキナお姉ちゃんをソファーに寝かしつけ、リビングから廊下に飛び出して階段を駆け上がり、悲鳴が聞こえてきた二階まで移動。

　すると、二階の廊下は妙に静まり返ってなんだか不気味だった。夢だしゾンビとか出て来そうな雰囲気がある。でもわたしはクールに肩をすくめ……微妙に肩が震えていても気にせず、足の震えは気のせいだと誤魔化し、堂々と廊下を進む。

　今日のわたしはお兄ちゃんみたいに振る舞う予定。傍はたから見たら堂々どころか怖おず々おずかも知れないけれど、わたしは胸を張って廊下を突き進み、お兄ちゃんの自室の扉が開いていたので、渋い顔を作り、事件現場であろう部屋の中へと一歩踏み出し、

「……こ、こいつは迷宮入りになりそうだ」

　またセリフを間違えてしまった。でも素すっ頓とん狂きような声をあげなかっただけでも良し……とは言えないね。すごい事件だと思う。一瞬で心が折れそうになった。改めて視線を向けると、ベッドの上には南みなみさんの姿があったんだけど、

「ゆ、許して女王様……そんなことしたら……堕おちちゃう、あたし堕ちちゃう……」

　本当になにがあったんだろう？　何な故ぜか南さんは裸でベッドに横たわっていて、目を閉じたままうわ言のように「女王様」と繰り返してはどこかうっとりとしている。

　けれど気になるのは南みなみさんだけじゃない。もしかして口紅で書いたのかな？　お兄ちゃんの部屋の壁一面に大きく綺き麗れいな赤い文字で、

『忍しのぶさんは預かりました。これから忍さんと一緒に心身ともに蕩とろけ合う予定です。しばらくはうちに帰りません。ちなみに、もし私の邪魔なんかをしたら……マキナたちのようにお仕置きしちゃいますからね♡　ｂｙルナ』

　という言葉が書き残されていた。

　……にわかには信じがたい話だ。まさか、ルナお姉ちゃんがお兄ちゃんを攫さらっちゃうだなんて。わたしの夢の中で、ルナお姉ちゃんはずいぶんと過激になっているみたい。

　でも、ルナお姉ちゃんが相手ならお兄ちゃんもいやがらないと思う。

　それにルナお姉ちゃんも基本的に運がなくて、たまになにもないところで転んじゃったり、お兄ちゃんに構って貰もらえなくて寂しそうにしていたりするときがあるから……夢の中でくらい好きにさせてあげてもいいよね？

「こいつは迷宮入りにした方が良さそうだ」

　お父さんを真ま似ねて煙草たばこを吹かす仕草をひとつ。

　クールな優しさも必要だと思う。わたしは南さんを掛け布団で包み、若干の後ろめたさを感じつつも、次なる事件に思いを馳はせて部屋を出る。

　と、そこで、廊下の奥から「おーい、なずなー、大変だ！」と大きな声が聞こえてきた。この声はエルニお姉ちゃんに違いない。そういえば、エルニお姉ちゃんは夢の中でどんな風になっているんだろう？　興味を惹ひかれて振り返ったところ、

「よ、妖よう精せいさんだ！」

　びっくり仰天な光景が目に飛び込んできた。視線の先のエルニお姉ちゃん。その身体からだは何な故ぜか掌サイズ。本当に小さかった。缶ジュースと同じぐらいの身長しかない。その上エルニお姉ちゃんはツインテールの髪をはためかせ……気持ち良さそうに空を飛んでいた。

　これは最高に格好いい。ツインテールを上下に大きく動かし、悠々と空を飛んでいるエルニお姉ちゃん。その姿を認めるや否や、わたしはクールも忘れて声をあげた。

「すごいよエルニお姉ちゃん！　それなら天空の城だって目指せるね！　空を自由に飛んでいるよ！　どうしてそんなことができるの？」

「──飛べないマッドドッグは、ただの犬ころだからだ」

　ニヒルな笑みで答え、エルニお姉ちゃんは「そして」と空を飛んだまま胸を張る。

「このミニサイズの身体であれば、どれだけご飯を食べても怒られることはない！　もう盆と正月がいっぺんに来たような気分だ！　空だって変幻自在に飛べちゃう！　どうだなずな！　格好いいだろう！」

　自慢するようにエルニお姉ちゃんはピュンピュンと廊下を飛び回り、見事なトンボ返りを披露。続いて華麗なターンを……決めることができずに廊下の壁に激突。鈍い音と共に気まずい沈黙が落ちる中、エルニお姉ちゃんは片手で赤い鼻を押さえながらわたしの肩に飛び移り、何事もなかったかのように真顔で話を戻す。

「なずな、大変なんだ」

「……エルニお姉ちゃんの鼻がトナカイみたいになっちゃったもんね。大丈夫なの？」

「もうこうなったらサンタに弟子入りするしか──じゃない！　事件だぞなずな！」

　赤い鼻のままわたしの肩の上で声をあげ、エルニお姉ちゃんは真剣な面持ちで切り出す。

「実は昨日から妙に風がざわついているとは思っていたんだが、さっき庭で忍しのぶを攫さらっていくルナの姿を見て確信した。どうやらこの街で悪さをしているやつがいるようだ。きっとそいつがみんなの性格をへんてこに変えてしまったに違いない！」

「そ、それじゃあ、マキナお姉ちゃんがメイド服を着ていたのは……」

「間違いなくその悪いやつの仕業だ！」

「お兄ちゃんが冗談を言わなかったのは……」

「もはや疑いようもない！　全部その悪いやつの仕業だ！」

「ルナお姉ちゃんがお兄ちゃんを攫っちゃったのも……」

「疑問の余地すらない！　この命に賭かけてもその悪いやつの仕業だ！」

「つ、つまり！　エルニお姉ちゃんがそんな風に掌サイズになっちゃったのも、その悪いやつの仕業だというわけだね！」

「……そうとは言っていませんよ。わたしは望んでこうなっただけです。はい」

　付け焼き刃のわたしと違って、エルニお姉ちゃんはクールそのものだった。

　インテリチックに不可視の眼鏡を中指で押し上げるエルニお姉ちゃん。でも涼しい顔はすぐにやめたみたい。エルニお姉ちゃんは表情を真面目まじめなものに戻して言葉を続ける。

「まあ要するに！　その悪いやつを倒さない限り！　みんなはずっとおかしいままだということだ！　いまなにもしないでその悪いやつを放置していたら、忍もルナに攫われたまま二度とこのうちに戻ってくることはないだろう！　これは大事件だぞ！」

「……そこでクールな魔法少女の出番というわけだね」

「おお！　今日のなずなはちょっと忍風だな！　それなら話は早い！　いまこそ魔法少女の出番だ！　悪の権化を打ち倒してみんなを元に戻してやってくれ！　さあ魔法少女ことなずな！　直ちに現場に急行せよ！」

「バッチ・コイ！」

　あっ、気合いを入れるあまり素に戻っちゃった。

　でも今日のわたしは魔法少女。魔法の力でみんなを救済。クールに事件を解決。もしそんなことができたら、お兄ちゃんも褒めてくれるかも知れない。

　わたしは手にくっついたままの魔法のステッキをぎゅっと握り、ミニサイズのエルニお姉ちゃんを肩に載せたまま勢いよく一歩を踏み出し……はたと足を止めて首を傾かしげた。

「ところでエルニお姉ちゃん、わたしもエレガントに現場へと急行したいんだけど、悪いやつの居場所なんてちんぷんかんぷんだよ？」

「少し待っていてくれ。いま調べてみる。う～ん──ツインテールに念力集中！」

　言葉と共にエルニお姉ちゃんのツインテールがくるくる回ったかと思ったら、ダウジングの要領なのかな？　ツインテールの毛先がピンとある一定の方向を指した。

「うむ、あっちの方で魔の気配がする。早速外に出るぞなずな！」

「そのツインテール……痺しびれるぐらいに格好いいね！」

　わたしもエルニお姉ちゃんに負けてはいられなかった。未いまだに衣装は魔法少女のままだったけれど、せっかくの夢だから気にしない。わたしは躊躇ためらいを捨て、エルニお姉ちゃんと一緒に、今日はワイルドに外へと繰り出した……。



　……こいつは珍事だな、おい。

　と、お兄ちゃんならそう嘯うそぶいて、この光景を眺めて渋い苦笑いを見せるかも知れない。

　家を出ていまは街の中。道行く人々はみんなわたしに好意的で、お巡まわりさんからは『魔法少女さん、今日もパトロールご苦労様です』と敬礼されたりしたんだけど……やっぱりエルニお姉ちゃんが言う悪いやつの仕業なんだと思う。

　住宅街でスクール水着を身につけたお姉さんや巫み女こさんや女騎士みたいな格好の人たちとすれ違い、何な故ぜかムーンウォークで歩みを進めている男の人まで見掛けた。

　そんな中、エルニお姉ちゃんのツインテールに導かれるまま、魔法のステッキを片手に歩き続けた末に辿たどり着いたのは……聖ひじりお姉ちゃんの大きなお屋敷だった。

　少し意外に感じて、わたしは肩の上に載ったエルニお姉ちゃんに目を落とす。

「もしかして、聖お姉ちゃんのうちに悪いやつがいるの？」

「わたしのツインテールがこう言っている。庭の奥が怪しいと。とりあえず五ご行ぎよう家に侵入だ！　ＲＰＧの勇者が人様のうちでアイテムを手に入れても咎とがめられないように、魔法少女にも住居不法侵入は適用されない！　だけど！　一応チャイムを鳴らしておこうか……」

「……礼儀を忘れたやつにクールを名乗る資格はないからね」

　スマートに頷うなずき、わたしがインターホンに手を伸ばすと、不意に「あら？」という涼やかな声が耳に触れたかと思ったら、庭の方から薫かおるさんがひょこっと顔を覗のぞかせた。薫さんは普段通りメイド服姿で、わたしとエルニお姉ちゃんを認めて小さく微笑ほほえむ。

「おはようございます、魔法少女ことなずなちゃん。妖よう精せいのエルニさん。今日も仲良くパトロールですか？　おふたりともご立派ですね。もしわたくしが魔法を使えたとしたら、微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく銀行を襲っているところですよ。あとお茶目な悪戯いたずらですね」

　あれだけみんながおかしくなっているのに、なんだか薫さんはいつも通りに見えた。ちょっと怪け訝げんに感じて、わたしは薫さんをじっと見つめる。

「……薫かおるさんはあまり変わったりしないんだね」

「もちろんですよ。わたくしはいかなる状況下でも、良いご主人様にはエッチなひと時を、悪いご主人様にはエッチなお仕置きを施す、愛とご奉仕のエンジェルメイドです。ふふ、なずなちゃんも、変わらないわたくしの方が好きでしょう？」

「相変わらず魔性の女みたいで羨うらやましいです」

「……何な故ぜなずなちゃんがわたくしをそのように思っているのかはわかりませんが、ご期待に添い続けるためにも、わたくしはこのあたりで失礼させて頂きます。これから面白愉快になったみなさんの姿をビデオカメラに収めるという任務が控えていますので……」

　懐からビデオカメラを取り出し、そのまま歩みを進めていく薫さん。だけどその途中で足を止めて振り返り、薫さんは「ちなみに」と声音を真剣なものに変える。

「なずなちゃん、エルニさん、これから我が家をパトロールするのは構いません。ただ、言っても無駄でしょうが、庭の土蔵には近づかない方がいいですよ？　それと聖ひじりちゃんに会ったら注意して下さい──以上、脇わき役やくメイドさんからのアドバイスでした」

　冗談めかしてウインクをくれる薫さん。負けじとウインクで返すわたしとエルニお姉ちゃん。それから薫さんと別れたあと、パトロールの許可を貰もらったこともあり、わたしは再びエルニお姉ちゃんのツインテールを頼りに聖お姉ちゃんの家の庭へと足を運ぶ。

　と、数分ほど広い庭を歩き続け、やってきたのは大きな土蔵。さっき薫さんに近づかない方がいいと教えてもらった場所だけど、わたしは扉の前でニヒルを気取ってみる。

「ふむ、こいつはくさいね。腐った卵以下の臭においがぷんぷんするよ！」

「……そんな臭いをかいでよく平気だな」

　またセリフを間違えたみたい。エルニお姉ちゃんはわりと冷静に切り返し、ツインテールの毛先を扉に向けたまま、今度は熱い口調で本題に入る。

「なずな、わたしのツインテールがこう言っている。この扉の向こうに今回の騒動を巻き起こした犯人がいるとな！　早速乗り込むぞなずな！　クールに事件を解決しよう！」

「さ、さっき失敗したばかりだけど、わかったよエルニお姉ちゃん！　クールに頑張る！」

　気合いを入れ直し、わたしは勢いよく土蔵の扉に手を掛けたんだけど……あれ？　鍵かぎが掛かっているのかな？　どんなに力を込めても扉はうんともすんともいわない。これはダメだ。わたしはため息混じりに肩をすくめ、エルニお姉ちゃんに視線を戻して告げる。

「どうやら……わたしたちの冒険はここまでのようだね」

「クールに諦めてどうするんだなずな！　諦あきらめんなよ！　諦めんなよお前！　どうしてそこでやめるんだよそこで！　魔法少女になるって言っただろう！　クールに頑張るって言っただろう！　頑張れば絶対に目標を達成できる！　だから──もっと熱くなれよ！」

「そ、そんな某熱血先生みたいに言われても、わたしはクールになればいいの？　それともホットになればいいの？　どっちにしてもこの扉は開かないよ？　どうすればいいの？」

「魔法の力で扉を破壊する！　解体屋だバカ野郎……とかできたらいいな」

「ただの妄想だったんだ!?　でもわたしいま、見た目通り魔法少女なんだよね？　扉を壊すつもりなんかないけど、こう、魔法の力で鍵かぎを開けたりすることはできないの？」

「そんなことわたしに聞かれても……困る」

　エルニお姉ちゃんは見事な弱り顔である。

「あの、ひとつ聞きたいんだけど、エルニお姉ちゃんはこの夢の世界で、魔法についてわたしに色々とアドバイスをしてくれる人じゃなかったの？」

「いまのわたしはアホみたいに空を飛んでいるだけの妖よう精せいだぞ？　確かになずなの魔法のステッキはわたしが資源ゴミで作ったんだけど……」

「や、やっぱりこのステッキ、ゴミの集大成なんだ」

　でもエルニお姉ちゃんがくれたものならなんだっていい。それよりも気に掛かることがあって、わたしはエルニお姉ちゃんの言葉を遮り、珍しく冴さえた頭で質問を続ける。

「だけどこのステッキを作ったのがエルニお姉ちゃんなら、魔法についての知識がないとおかしいような気がするよ？」

「う～ん、なんかな、こんな風に身体からだが小さいせいか、脳みそまでミニマムみたいで、肝心なことを忘れちゃったんだ。もう笑うしかないな」

「わたしもたまに肝心なことを忘れちゃって、この前のテストのときも笑うしかなかったんだけど、要するにいまのエルニお姉ちゃんには、魔法の知識はないってことだよね？」

「多少は残っているぞ。敵のことだって探索できる。そのステッキに念を込めて特別な呪じゆ文もんを唱えたら、魔法が発動することだって覚えている。でもどんな呪文だったのかもうさっぱりだ。どんなことが起きるのかも曖あい昧まいになっちゃった」

「……もし悪いやつと遭遇したら、わたしはこのステッキを武器に肉弾戦を挑むよ」

「もしかしてなずなも呪文を忘れちゃったのか？　わたしはよく覚えていないけど、ほら、かおるんが一緒に呪文を考えてくれただろう？」

　薫かおるさんが？　それっていつの話だろう？　思い出そうとわたしが顎あごに手を当てていると、背後から微かすかに足音が響き、透き通った声が聞こえてきた。

「あっ、魔法少女のなずなちゃんと妖精のエルニじゃないか。こんなところでなにをやっているんだ？　いつものパトロールかな？」

　パトロール？　いいえ、ロックンロールです……なんてセリフはやっぱり間違いだよね。口走りそうになる言葉を抑えて振り返ったところ、視線の先には聖ひじりお姉ちゃんの姿。

　なにやらいつもの凛りんとした瞳ひとみにセクシーな色が垣かい間ま見えたようにも思えたけど、あまり気にせず、わたしは今度こそクールを装い、平然と聖お姉ちゃんに言葉を掛ける。

「どうも、魔法少女として出張サービスに来ました。これから土蔵に潜む悪を退治します。でも土蔵の鍵が閉まっている上に、魔法の呪文を忘れちゃったのでもう笑うしかありません。すぐに思い出しますので、しばしご歓談でもしてお待ち下さい」

「……なんか、今日のなずなちゃんは薫かおるさんみたいだな」

　それならクールだ。満足してわたしが頷うなずく中、聖ひじりお姉ちゃんは笑顔で手招きをひとつ。

「なずなちゃん、こっちにおいで。土蔵の鍵なら私も持っているし、考え事もうちでした方がリラックスできて、なにか思い出せるかも知れないぞ？」

　その通りだね。言葉に甘えるようにわたしが近寄ると、聖お姉ちゃんはこっちの手を取って、そのまま庭から家の方に向かって歩き出す。

　わたしの肩に載ったエルニお姉ちゃんも「魔法少女にも休息は必要だな」と頷いてくれている。でもわたしはまだなにもしていないし、さっき薫さんに聖お姉ちゃんに会ったら注意するようにアドバイスされたけど……まあいいや。

「エルニ、居間にお茶菓子があるから、先に行っていてもいいぞ？」

　優しくエルニお姉ちゃんにお菓子を勧めてあげる聖お姉ちゃん。居間のお菓子を食べに行くつもりらしく、「この身体からだの本領発揮だ！」と、わたしの肩からツインテールの髪を羽ばたかせ、嬉うれしそうに飛んでいくエルニお姉ちゃん。

　きっと聖お姉ちゃんも薫さんと同じで普段通りに違いない。

　聖お姉ちゃんの掌は柔らかくて温かくて、手を繋つないでいるだけでクールもどこかに飛んで行く。わたしは誘われるまま「にゃあにゃあ♪」と口ずさみながら聖お姉ちゃんの部屋にお邪魔して、今度は促されるままベッドに腰掛けたんだけど、

「──フフ、ようやくふたりきりになれたな、なずなちゃん」

　もしかしてわたしいま……ピンチなのかな？　何な故ぜか聖お姉ちゃんは部屋に鍵を掛け、色っぽく舌なめずりなんかをしてベッドへとにじり寄り、吐息混じりに訊たずねてくる。

「なあ、なずなちゃんは魔法少女なんだよな？」

「頭に『クール』がついた魔法少女だよ。今日はお兄ちゃんたちを助けてあげるの」

「……やっぱりダメだ。可愛かわいすぎる。初めから我慢なんて出来るはずがなかったんだ」

「ひ、聖お姉ちゃん、我慢は身体によくないと思うけど……一体なんの話なのかな？」

「なんでもないんだ。気にしなくてもいい。ところでなずなちゃん、本物の魔法少女になるためには、一種の通過儀礼を通る必要がある事は知っているかな？」

「……ぞ、存じませぬ」

「それなら教えてあげるぞ。魔法少女の通過儀礼は──こうして襲われるという事だ！」

　言葉と共に聖お姉ちゃんはがばっとわたしをベッドの上に押し倒し、瞬く間に組み敷き、

「あぁ……どうしてなずなちゃんはこんなにも可愛いんだろう……ん、ちゅっちゅ……」

　芳しい花の香りを漂わせながら、さっきの強引な仕草とは裏腹に、わたしの頬ほおに優しくキスをしてくる。だけどそのキスは頬だけじゃ済まなくて、額や耳や首筋……。

「って、聖お姉ちゃん、待って、んぁ、そんなところダメだよ」

「ごめんななずなちゃん。本当に我慢ができないんだ。んぅ、ちゅっ、赤くなったなずなちゃんも可愛かわいくて、その上魔法少女で……ちゅっちゅ、あむ……んんぅ……」

　止まってくれないまま、わたしの身体からだの色んなところにキスをしていく聖ひじりお姉ちゃん。

　このとき思い出した。今朝お兄ちゃんと南みなみさんが、聖お姉ちゃんはエッチな悪戯いたずらが大好きだと口にしていたこと。薫かおるさんが注意してくれたこと。

　……聖お姉ちゃんも夢の中でおかしくなっているみたい。

　でも聖お姉ちゃんは包み込むようにわたしを抱き締めてくれて、キスもずっと優しい。これもただの悪戯なのかも知れないけど、ピンチであることに変わりはない。それでもわたしはお兄ちゃんの仕草を思い出し、懸命に平静を装った。

「こ、こら、やめなさい。悪戯好きの仔こ猫ねこちゃんには、その、『めっ！』しちゃうぞ？」

「あぁ……背伸びしているなずなちゃんも……すごくいい……」

　思いっ切り逆効果だった。さっきのキスがさらに激しくなって、腕や太ふと腿ももにまで滑らかなピンクの舌が伸びてきて、わたしは冷静さもなく控え目に声を掛ける。

「聖お姉ちゃん、わたしね、今日は魔法少女としての仕事があるの。そろそろお兄ちゃんたちを助けてあげないといけないから、このあたりで失敬させて貰もらってもいいかな？」

「ふふ、大丈夫だぞなずなちゃん。忍しのぶくんなら助ける必要なんてない。これから私とルナさんが一生面倒を見て、交代でたくさんお世話をしてあげるんだ。もちろんなずなちゃんも一緒だぞ？　魔法少女とひとつ屋根の下で暮らせるなんて夢みたいだな」

「そのときはエルニお姉ちゃんやマキナお姉ちゃん、それにお母さんも一緒に一つ屋根の下で──って、うわぁああ！　聖お姉ちゃん！　そこにキスはやめて！」

「怖がらなくてもいいんだぞ？　女の子同士なんだから恥ずかしがることもないだろう？　ほら、魔法のステッキを手から離して、そろそろ私にその身を委ゆだねてくれ」

　魔法のステッキ？　その言葉にピンときた。朝から手にくっついたままのステッキ。きっとこのステッキも、こんなときのためにわたしの傍そばにいてくれたんだと思う。

　このままだとわたしは大変なことになる。もう一か八かだ。相変わらず呪じゆ文もんはわからなかったけど、わたしは魔法のステッキに力を込め、いつものセリフに想おもいを乗せて叫ぶ。

「ううう～ん──にゃぁあああ！」

『ブー、呪文が違います』

　どうやら違うらしい。頑張って叫んだのに、魔法のステッキからはひとを小ばかにしたような声が返ってきた。でもわたしはめげずに再び声をあげる。

「フーズ・バッド！」

『ブー、ＢＡＤなずにゃんでは魔法は使えません』

「そ、それじゃあ、バッチ・コイ！」

『ブー、ふざけるのも大概にしてください』



「…………実はわたし、あなたのことを尊敬しているんだよね」

『ブー、お兄ちゃん直伝の冗談は結構です。というか、ワタクシもパートタイムなので、いい加減にしないともう帰りますよ？』

「待って！　そんなあっさり躊ちゆう躇ちよもなく行かないでよ！　こう見えてもわたし大ピンチなんだから──って、にゃああ！　聖ひじりお姉ちゃん！　スカートを掴つかまないで！　言っておくけどね、この魔法少女の衣装はどんなに頑張っても脱がせられないんだよ！」

「うふふ、下着ならどうかな？」

　……短い夢だった。もうダメだって気がする。それでもまだクールにいきたい。夢の中でくらいお兄ちゃんたちのことを助けて……あ、お兄ちゃんで思い出した。そういえば昨日寝る前に、薫かおるさんが萌もえセリフについて教えてくれたんだ。

　頭の中を昨日の記憶が高速で駆け巡る。

　その途中……な、なんだか色んなことに気づいちゃったけど、いまはそれどころじゃない。聖お姉ちゃんの目がうっとりと蕩とろけている。相変わらずピンチは継続中。わたしは魔法のステッキを握り直し、伸るか反るかの一発勝負に出た。

「えっと……お兄ちゃんの彼女さんが羨うらやましいな」

　途端、こういった萌えセリフが呪じゆ文もんの言葉みたいで、魔法のステッキが眩まばゆい光を放つ。

　さらにステッキから無数のシャボン玉のようなものが次々と放出されて、それが聖お姉ちゃんの身体からだを包み込み、

「やぁあん、はぁああんん」

　シャボン玉が消えると同時に、聖お姉ちゃんは艶なまめかしい声をあげ、くるりと半回転してベッドに横たわり、悩ましく身をよじりはじめ……幻覚でも見ているのかな？

「んぁ、忍しのぶくん、すごい、やぁあ、耳はダメだ、うぅん、んぁああん、はぁはぁ、私ばかり気持ち良くなるのはいやだ。あぁん、忍くんのことも、ちゃんと気持ち良く……」

　……この魔法のステッキ、法律に引っ掛かったりしないかな？

　聖お姉ちゃんはあでやかな吐息をもらし、もじもじと太ふと腿ももを擦り合わせ……このまま放置なんてできそうにない。わたしは魔法のステッキを翳かざして、

「お、お兄ちゃんの布団、あったかいな」

　安眠できるようにと想おもいを込めてみたら、ステッキから柔らかな光が溢あふれ、それが今度は優しく聖お姉ちゃんの身体を包み、すぐにベッドの上から穏やかな寝息が聞こえてきた。

「……おやすみ。悪戯いたずら好きな仔こ猫ねこちゃん」

　魔法の呪文は少しだけ照れくさいものだった。でも最後のセリフだけはクールに決めて、聖お姉ちゃんに掛け布団をかけ、わたしは颯さつ爽そうと踵きびすを返す。

　これでようやくわたしも魔法少女としての力を発揮できる。この力で早いところ事件を解決しないとまずいと思う。

　実はさっきの萌もえセリフと一緒に思い出したんだけど……この夢、昨日薫かおるさんが語ってくれた話とそっくりだったんだ。魔法の力でへんてこになったみんな。ご奉仕メイドのマキナお姉ちゃん。クールすぎるお兄ちゃん。エッチな聖ひじりお姉ちゃん。

　薫さんは自分のことを話さなかったから、わりとそのままで、エルニお姉ちゃんは望み通り空を自由に飛べてご飯もたくさん食べられる身体からだになっている。

　そんな話の中に、わたしの魔法少女という夢や、サクラちゃんの事とかが混ざっているんだと思う。だけど薫さん……ルナお姉ちゃんのことをなんて言っていたかな？

　不意にお兄ちゃんの部屋で見た、壁一面に書かれていた赤い文字が脳裏をよぎる。

　お兄ちゃんを攫さらっていったルナお姉ちゃん。一体いまどんな状態なのか。薫さんの話通りなら、多分ルナお姉ちゃんは……うっ、もう思い出したくない。どうか今回ばかりはルナお姉ちゃんと遭遇しませんように。

　そう祈りをささげ、直ちに土蔵の悪いやつを倒してお兄ちゃん達を、特にルナお姉ちゃんを元に戻そうと考え、わたしはステッキを握ったまま聖お姉ちゃんの部屋を後にする。

　と、廊下に出たところで、さっき別れたエルニお姉ちゃんと再会。なにやらエルニお姉ちゃんはミニサイズの身体に鍵かぎのようなものを両手で持っていて、ツインテールの髪で空を飛びつつ、わたしの肩に緩やかに着地。続いて笑顔で口を開いた。

「なずな、さっき氷雨ひさめと闇やみ取とり引ひきしたらな、虚うつろな表情で快く土蔵の鍵を貸してくれたぞ」

「……なかなかダーティーなお姉ちゃんだね。そういうのは嫌いじゃないよ。さあ準備も整ったことだし、早速土蔵に乗り込もう。これから説教タイムだ」

「また忍しのぶ風のなずなになったな。しばらくそのままで頼む。忍の代わりにボケと突っ込みを器用にこなしてくれ。それとなずな、もう魔法の呪じゆ文もんは思い出せたのか？」

「悪戯いたずら好きな仔こ猫ねこちゃんのおかげでね」

　……ひょっとしたら、わたしはいま絶好調なのかも知れない。そんな状態のまま、肩に載ったエルニお姉ちゃんに事の顛てん末まつを簡単に説明しつつ土蔵に足を運ぶ。でもその時、さっきの聖お姉ちゃんの言葉を思い出し、それが妙に引っ掛かり、次第に胸騒ぎがしてきた。

　確か聖お姉ちゃん『忍くんなら助ける必要なんてない。これから私とルナさんが一生面倒を……』とか口にしていたけど、なんでルナお姉ちゃんの名前が出てきたんだろう？

　聖お姉ちゃんの口振りから察するに、お兄ちゃんが攫われたことを知っている風にも捉とらえられるような、見当違いのような……口調はクールなのに頭がホットになってきた。

　オーバーヒートを起こす前に深く考えるのはやめて、でもイヤな予感を覚えながら、わたしはエルニお姉ちゃんとふたりで、悪いやつがいるという庭の土蔵へと向かった。



　……こ、怖くなんかないよ？

　目的の場所。聖ひじりお姉ちゃんの家の庭の大きな土蔵。鍵かぎを開けて中に足を踏み入れると、中は薄暗くてひんやりとしていて、微かすかに白い靄もやみたいなものが掛かっている。

　なんでも肩の上のエルニお姉ちゃんの話によると、退魔士の家系ということもあって、五ご行ぎよう家の土蔵にはいわくつき、要するに呪のろいのアイテムみたいなものがたくさん封印されているとか。わたしも冬休みに土蔵の掃除を手伝って、お札の貼はられた刀とか鎧よろいとか見たから、その影響でこんな夢を見ているのかも知れない。

　もちろんわたしも夢の中でぐらい、引き続き涼しい顔で事件を解決したい。

　けれど、銀のツインテールを頼りに悪いやつの気配を辿たどっているエルニお姉ちゃん。その指示に従って土蔵の奥へと進んでいくと、遠くからピシッピシッと鞭むちでも打つような妙な音や、誰だれかの低いうめき声まで微かに聞こえてきて、少しだけ不安になってくる。

　でもわたしと違って、エルニお姉ちゃんは平気みたいだ。こっちが魔法のステッキを強く握る中、エルニお姉ちゃんはあっけらかんとした顔で嘯うそぶく。

「なんだか、いまにもゾンビとかが出て来そうだな」

「バイオでハザードな展開だね。でもいまのわたしにとっては心地いい空気だよ。ひどい武者震いが止まらないぐらいだもん。もうどんな相手でもバッチ・コイ！」

　見え透いた虚勢を張り、わたしはおっかなびっくり足を伸ばしたんだけど……すぐにさっきの発言を取り消したくなった。不意に前方からコツ、コツと、ハイヒールの怪しい靴音みたいなのが響いて、

「──ウフフフ、誰か入って来ちゃったんですか？」

　ひどく妖よう艶えんチックな声がわたしの鼓膜を震わせ、

「聖さんじゃないですよね？　聖さんは交代の時間まで来ないはずです。となると、ふふ、お仕置きされたい仔こ猫ねこちゃんが迷い込んで来ちゃったんでしょうか？」

　土蔵の白い靄の中から姿を見せたのは……ルナお姉ちゃんだった。

　やっぱり昨日の夜、薫かおるさんの話してくれた通りの姿だ。露出度の高いボンテージファッション。手には鞭なんかを装備していて、いつもは優しいエメラルドグリーンの瞳ひとみ。そこにＳの色を輝かせているルナお姉ちゃん。

　思った通りみんなと同じようにすっかり変へん貌ぼうしている様子だった。ルナお姉ちゃんは普段のようにやんわりと微笑ほほえむこともなく、わたしにＳの瞳を向けてくる。

「あらあら、誰かと思って来てみれば、魔法でなんでも解決できると考えているアホ娘のなずなちゃんと、同じくアホの妖よう精せいエルニちゃんじゃないですか。ふたりとも今日も見事なアホ面ですね。可愛かわいくていじめたくなっちゃいます」

「……や、優しくいじめてね？」

　じゃないよ。うっかり無抵抗服従するところだった。気を抜くと魔性の瞳に吸い寄せられそうになる。でもお腹なかに力を込め、わたしはなんとか毅き然ぜんと返す。

「ル、ルナお姉ちゃんはどうしてこんなところにいるの？　この先ここではハードボイルドな展開しか待っていないんだよ？　危ないからもう家にお帰り──」

「なずなちゃん、あなたは誰だれに向かって物を言っているんです？」

　ビシッと鞭むちを床に打ちつけてわたしの発言を遮り、ルナお姉ちゃんは声を低くする。

「自分の立場を忘れたんですか？　敬語はどうしたんです？　それと誰が質問を許しました？　お仕置きされたいんですか？　されたいんですよね？　いいですよ。一度どっちが上か、その可愛かわいい身体からだにきちんと教えてあげましょうね」

　生半可なクールなんかぶつけるんじゃなかった。普段はおっとりほんわかしているせいかな？　ギャップが激しすぎて、その、つまり……ルナお姉ちゃんが物もの凄すごく怖い。

　肩の上のエルニお姉ちゃんも土下座の準備をはじめ、本気なのか冗談なのか、「こんなときのために、わたしは飛べるのかも知れない」と逃げ出す五秒前の顔をしている。

　そんな中、ふとルナお姉ちゃんは表情をいつものように柔らかくする。

「怯おびえなくても大丈夫ですよ。私はなずなちゃんもエルニちゃんのことも大好きなんです。私の邪魔をしない限りは、ふたりにお仕置きなんかしません。それと特別になずなちゃんの質問にも答えてあげますよ。どうしてここに私がいるかですが……」

　一度言葉を止めたあと、ルナお姉ちゃんは爆弾発言をひとつ。

「この場所であれば、好きなだけ忍しのぶさんを監禁できると思ったからです。色々と道具も揃そろっていますしスペースも広いですし、それに鍵かぎだって掛けられますからね。これから私と聖ひじりさんと交代でじっくりと時間をかけて慎重に花を愛めでるように、忍さんを調教します」

「こ、この先ここでは、本当にハードボイルドな展開しか待っていないみたいだね。でもルナお姉ちゃんと聖お姉ちゃんは……ほんとにお兄ちゃんを監禁＆調教なんてするの？」

「もちろんです。忍さんの身も心も蕩とろけさせて堕おとし尽くして、私たちなしでは生きられなくしてあげちゃいますよ。だから邪魔しないでくださいね？」

　お、お兄ちゃんにかつてないほどの危機が迫ろうとしている。これは絶対に助けないといけない。きっとエルニお姉ちゃんも同じ気持ちなんだと思う。少しの間静かだったエルニお姉ちゃんは人差し指を立て、提案でもするようにルナお姉ちゃんに交渉を持ち掛ける。

「なあ、ルナ……女王様。怖いからわたしたちは女王様の邪魔なんかしないぞ？　ただ、ここで悪さをしているやつがいるんだ。そいつを退治したら、わたしたちはなにも見なかったふりをして真まっ直すぐうちに帰る。だからそこを通してくれないか？」

「……そんなことを言って、私の隙すきを狙ねらって大好きな忍さんを奪うつもりですね？　そうはさせませんよ。ここから先は一歩も通しません」

　あっという間に交渉が決裂。やっぱりこれはハードだよ。悪いやつを倒してみんなを元に戻す前に、ルナお姉ちゃんをなんとかしないといけないみたいだ。わたしと同じ結論に至ったのか、エルニお姉ちゃんも肩の上からそっと耳打ちしてくる。

「なずな、あの様子だとルナ女王様は梃て子こでも動きそうにない。こうなったら魔法の力で、ソフトタッチに女王様をなんとかするしかないな」

「……うん、女王様にはお眠りになって貰もらうことにするよ。聖ひじりお姉ちゃんに使った魔法でいくよ。それじゃあ──お兄ちゃんのお布団、あったかいな！」

　呪じゆ文もんと共に魔法のステッキから柔らかな光が満ちる。それがルナお姉ちゃんに向かって飛んで行ってくれたんだけど、

「──悲しいものですね。力の差がありすぎるというのは」

　ルナお姉ちゃんは無造作に鞭むちを一振り。それだけで魔法の力が一瞬で掻かき消える。しかもルナお姉ちゃんはＳの瞳ひとみをぎらつかせ、嫣えん然ぜんと微笑ほほえんでわたしを見つめてくる。

「なずなちゃん、私は仔こ猫ねこ一匹の反逆も許しません。逆らう方は例外なく折せつ檻かんですよ。なずなちゃんとエルニちゃんに判決を言い渡しますね──お仕置きです♡」

　……早くも暗礁に乗り上げたよ。今日一番のピンチかも。さすがにもう余裕もなく、わたしは肩の上のエルニお姉ちゃんに助言を乞こう。

「ど、どうしようエルニお姉ちゃん！　わたしの魔法がちっとも通じないみたい！」

「落ち着けなずな！　クールになるんだ！　いまのなずなは魔法少女なんだぞ！　ルナに打ち勝つ方法がひとつだけある！」

「そんな方法があるの？　さすがはエルニお姉ちゃんだね！　早速教えて！」

















　わたしが笑顔で促すと、エルニお姉ちゃんは腕を組み、目を見開いて叫んだ。

「──ドーピングだ！」

「へっへっへっ、実は葉っぱをやるとな、ロウソクの火をじっと見ているだけでも、楽しいんだ──じゃないわよ！　なんて乗り突っ込みをマキナお姉ちゃんなら繰り出すんだろうけどね！　それはダメ！　絶対だよ！　他ほかになにか方法はないの!?」

「それじゃああれだ、ガッツに勝るドラッグはなしの方向で行こう！　魔法のステッキに忍しのぶへの想おもいとかを込めて魔力を打ち出すんだ！　いいか！　なずなが拳こぶしの先にどんなお兄ちゃんを見るかだ！　魔法少女なずな！　目を覚ませ！」

「目を覚ましたら夢が終わっちゃうけど──今日何度目かのバッチ・コイだ！」

　なんかエルニお姉ちゃん、魔法の事忘れちゃったとか言っていたから、わりと適当なことを口にしているのかも知れない。でも信じる。諦あきらめたらそこで試合終了だよ。わたしはルナお姉ちゃんに向き直り、魔法のステッキにお兄ちゃんへの想いを込めて叫ぶ。

「いま奥さんって言われたよ。お兄ちゃんのお嫁さんに見えたのかな？」

　呪じゆ文もんと同時に、今度はステッキから無数のシャボン玉が放出された。だけど、ルナお姉ちゃんは鋭い風切り音を響かせながらも優雅に鞭むちを振るい、瞬く間にシャボン玉を全すべて叩たたき潰つぶし、Ｓの瞳ひとみのまま淡々と告げる。

「──で、お仕置きの準備はいいですか？」

「まだまだ！　雨の日はお兄ちゃんがうちにいてくれて嬉うれしいな！」

「少しはできるみたいですけど──お仕置きは決定事項です」

「お、お仕置きはいやだよ！　だからえっと……お兄ちゃんなんて嫌い！　一緒にお風ふ呂ろに入ってくれないんだもん！」

「愉しみですね。なずなちゃんとエルニちゃんにどんなお仕置きをしましょう」

「フーズ・バッド！　お兄ちゃん！　あの、その、大好き！」

「あまり調子に乗らないでくださいね。なずなちゃんがなにをしようと魔法少女だろうと、私に及ぶことはありません。永久に……」

　本当にそうなのかも知れない。もうネタが尽きてきた。ステッキから出てきたシャボン玉もピンクの光もシャワーみたいな光線も、全部鞭で弾はじかれている。攻撃が通じない。ただ、呪文を唱えるたびに魔法のステッキが熱を帯び、次第に輝きを放ちはじめている。

　それを認めてなにかに気づいたらしい。固唾かたずを呑のんでわたしたちの攻防を見守っていたエルニお姉ちゃんが小気味よく手を叩いた。

「ようやく思い出した。わたしの灰色の脳細胞が言うことには、そのステッキに妹パワーがフルチャージされた時、物もの凄すごい必殺技が放てるそうだ。今がチャンスだぞなずな！」

「……でも、またあの鞭で弾かれたら、もう完全に打つ手はなしってことだよね？」

「大丈夫だ！　わたしに任せろ！　ルナの動きを封じて見せる！　とう！」

　わたしの肩の上から大きくジャンプ。エルニお姉ちゃんはツインテールをはためかせ、小さな身体からだでルナお姉ちゃんへと突撃する。

　対してルナお姉ちゃんは間髪を容いれずに鞭むちを振るったものの、エルニお姉ちゃんは「ぬうっ！　捻ひねり込み！」と、空中で華麗に身を翻し、ギリギリのタイミングで鞭を躱かわし、ルナお姉ちゃんに突貫しながら熱い声をあげる。

「うぉおおお！　怨えん嗟さでその身を支えているルナにわたしたちは倒せまい！　なぜなら！　わたしとなずなは義によって立っているからな！」

　誰だれかのセリフをリスペクトしつつ、エルニお姉ちゃんは鞭をかいくぐってルナお姉ちゃんの視界をミニサイズの身体で塞ふさぎ、振り返り気味に叫んだ。

「なずなぁああ！　いまだぁあああ！」

「え？　いまなの？　エルニお姉ちゃんにも攻撃が当たっちゃうよ？」

「わたしに構わなくてもいい！　疑問を持ってないで早いところ攻撃してくれ！」

「そ、それなら、お兄ちゃん、実はわたしたち、本当の兄妹きようだいじゃないんだよ……なんてウソ。ドキドキした──って、うわぁあああ！　危ない！　ふたりとも避けて！」

　魔法のステッキから放たれたのは、いままでとは比べものにならないほど大きな蒼あおのビーム光線。それは止める間もなくルナお姉ちゃんとエルニお姉ちゃんの身体を一気に包み込み、光でふたりの姿が見えなくなってしまった。

　な、なんてこった。やっぱりこの夢ホラーだったの？　魔法少女殺人事件だ。

　なんだか血の気が引くのを感じていたんだけど……どうやらわたしの魔法は誰かに危害を加えるタイプのものじゃないらしく、光が消えたあと、ルナお姉ちゃんは床に横たわって安らかな寝息を立てていて、一方エルニお姉ちゃんはといえば、

「うわっ！　びっくりして身体が大きくなっちゃった！」

　なんとも軽い乗りで元の身体のサイズに戻り、

「ぐすん、もう空も飛べないしご飯もいっぱい食べられないけど……まあいいか」

　あまり気にした様子もなく、エルニお姉ちゃんは立ちあがってわたしに目を向ける。

「なずな、ルナもなんとかしたことだし、いまから土蔵にいる悪いやつを倒しに行くぞ！　そう！　わたしたちの戦いはこれからだ！」

「……それって打ち切りパターンだよね？　ふぅ……やれやれだにゃん。ようやくわたしの夢もクライマックスを迎えるわけだ」

　少し落ち着いたこともあって、わたしは再びクールに応じた。

　それからエルニお姉ちゃんに導かれるままに辿たどり着いたのは、土蔵の奥のこぢんまりとした小部屋。その部屋の中央では大きな赤の水晶玉がいかにも怪しく「クケケケ」と笑い声をあげていて、エルニお姉ちゃんはその水晶をぺちぺち叩たたきながら言う。

「なずな、こいつが諸悪の権化だ。こいつがみんなをおかしくした。こいつを破壊すればみんな元通りになる。身動きも取れないみたいだから、案外簡単に壊せそうだな」

「わりと呆あつ気けないんだね。でもよかったよ。夢の中だけど、これでわたしもお兄ちゃんたちを守れたってことになるよね？」

「……夢の中だけじゃないぞ。現実の世界でも、なずなは忍しのぶたちをちゃんと守っている。わたしだってなずなの笑顔にいつも元気を貰もらっている。なずなは夢の中でも現実の世界でも変わらない。優しくて面白くて可愛かわいい……最高の妹だ」

　穏やかに言葉を紡ぎ、柔らかく目を細めてわたしを見つめ、短い間のあと、エルニお姉ちゃんは水晶玉に視線を落とす。

「でもあれだな、こいつのおふざけもここまでくると立派だと思う。あまり怒ったりはせず、最後まで温かな目で見つめつつ、そのステッキで優しく『めっ！』してやってくれ」

「う～んと、じゃあ──もう悪いことをしたらダメだよ！」

　エルニお姉ちゃんに言われた通り、わたしは魔法のステッキで優しく水晶玉を小突いた。

　瞬間、水晶玉が小さくひび割れたかと思ったら──眩まばゆい光があたりに弾はじける。わたしもエルニお姉ちゃんもその光の中に包まれて、眩まぶしすぎて目も開けていられない。でも不思議と身体からだが温かくて、ふわふわした気持ち。すごく心地良い。

　そんな中、ゆっくりと瞼まぶたを開けると、不思議と隣にエルニお姉ちゃんの姿はなく、視界いっぱいに真っ白な世界が広がっていた。どこだろうここ？　まだ夢の中なんだよね？　きょろきょろしながらしばらくあたりを歩き、ふと前方で、

「……お兄ちゃんだ」

　大好きな笑顔を見つけた。やっぱり気分がふわふわしているせいかも知れない。わたしは真まっ直すぐにお兄ちゃんの下へと駆け寄り、甘えるようにぎゅっと抱きつく。

「あのねお兄ちゃん、今日はすごいことがたくさんあったんだよ」

　聞いて欲しいことがいっぱいあった。子供っぽいと思われるだろうけど、お兄ちゃんに褒めて欲しかった。でもわたしは話をまとめるのが下手で、うまく伝えられたかどうかわからない。だけど、それでも……お兄ちゃんは小さく微笑ほほえんで、

「そいつは大冒険だったな。さすがにもう疲れただろう？　そろそろ休んだらどうだ？」

　いつもみたいに大きな手で、わたしの頭を撫なでてくれた。それでお兄ちゃんは少し照れくさそうに「守ってくれてありがとう」と小声で、だけどとても嬉うれしい言葉をくれる。

　やっぱりお兄ちゃんはいいな。温かくて優しくて胸がほんわかする。ふわふわした気分のまま、わたしはぼんやりと少しだけ恥ずかしいことを思う。

　……本当にお兄ちゃんの妹でよかったって。

　妹だからずっと傍そばにいてもいいだなんて、そんな風に考えてしまう。お兄ちゃんはずっと家族だ。大切な家族で、大好きなお兄ちゃんだよ。

「……お兄ちゃん……ずっと一緒にいてね……」

　自分の口からこぼれた小さな囁ささやき。魔性の女になることよりも大切な望み。子供の頃ころから一度も変わらない気持ち。それを言葉に出したとき、夢の終わりを告げるように、やんわりと視界が真っ白に染まっていった……。
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　夢から覚めて瞼まぶたを開けると、目に映るのは見慣れた自室の天井。ベッドの上で身体からだを起こして視線を落としたら、当たり前だけど魔法少女の衣装じゃなくて、わたしはいつものパジャマ姿。そのまま目を移したら、机の上には昨夜飾られたままの魔法のステッキ。

　……最後の方はすごくいい夢だったと思う。今日はしっかり夢の内容も覚えている。そのせいか、なんだか現実でもお兄ちゃんに頭を撫なでて欲しくなってきた。

　と、ベッドの上でひとりにこにこしていたら、小さなノック音のあと自室の扉が開き、エルニお姉ちゃんが部屋に顔を出した。エルニお姉ちゃんは「おはよう」とわたしに目を向け、いつものように明るく笑う。

「なあなずな、せっかくの休みだし、そろそろ起きてわたしと遊ばないか？」

　夢の中でもわたしと一緒にたくさん笑ってくれたエルニお姉ちゃん。

　さすがに夢とは違って空は飛べないけれど、わたしは頬ほおの緩みを感じながらベッドから降りて、夢のことを聞いて欲しくて、抑えきれずにエルニお姉ちゃんに抱きついた。

「あのねエルニお姉ちゃん、実はわたし、すごい夢を見たんだよ」

　エルニお姉ちゃんの手を引いて、一緒にベッドに腰掛けてわたしは夢の内容を語る。

　その間エルニお姉ちゃんはころころと表情を変えて、時には笑い声をあげて、楽しそうに相あい槌づちを打ってくれて、わたしの話を聞き終えたら、ふと真剣な面持ちで顎あごに手を当てる。

「しかしひょっとしたら、本当はみんなも、なずなの夢の中に出てきたような性格になりたいのかも知れないぞ？」

「……それってどういうこと？」

「かおるんもなかなか鋭い所があるだろう？　みんなが望んでいる姿。みんなが描く理想の自分。そういったものに気づいていて、昨日は魔法でみんなの性格を変えるだなんて言ったんだと思う。だからそのうち、みんなも理想の自分を目指して、なずなが夢で見たような性格に変わってしまう可能性は高い──なんてな」

「あはは、いくらわたしでもいまのは冗談だってわかるよ。だって、ルナお姉ちゃんなんてＳＭの女王様だったんだよ？　鞭むちなんか持っているの」

　なんて風にしばらくふたりでお喋しやべりしたのち、一いつ旦たんエルニお姉ちゃんとは別れて、わたしは着替えを済ませて廊下に出る。それから階段を降りたところで、ばったりマキナお姉ちゃんと鉢合わせた。

　もちろんマキナお姉ちゃんは夢で見たようなメイド服姿じゃない。普段通り気の強そうな美人さんだった。だけどわたしが「にゃあ」と鳴き声をあげて抱きつくと、マキナお姉ちゃんは柔らかく抱き締め返してくれて、

「ふふ、なずなは甘えん坊さんね……ん、ちゅっ……」

　挨あい拶さつでもするみたいに、わたしの頬ほおにキスをひとつ。夢の中よりもずっと嬉うれしいスキンシップ。わたしはちょっとだけマキナお姉ちゃんの大きな胸で甘えたあと、ひとりリビングへ向かって足を伸ばす。

　そういえば、夢の中でルナお姉ちゃんはとても強烈だった。でも失礼な話だ。ルナお姉ちゃんは女王様なんかじゃない。きっと会えたら、いつもみたいに癒いやされると思う。

　わたしは鼻歌混じりにリビングに移動。いつものようにリビングに顔を出すと、普段の見慣れた部屋の中央に……夢で見た女王様がいた。

「……え？　あれ？　夢だけど、夢じゃなかった？」

　夢で見た格好と全く同じ。露出度の高いボンテージファッション。手には鞭むちを装備しているルナお姉ちゃん。はたと目が合うと、ルナお姉ちゃんの澄んだ瞳ひとみの中にＳの色が微かすかに覗のぞき見えた気がして、そのときわたしは夢の内容を鮮明に思い出して身体からだを震わせる。

「エ、エルニお姉ちゃんの話は冗談じゃなかったんだ。まさかルナお姉ちゃんが、ＳＭの女王様になりたかっただなんて……これからお兄ちゃんを監禁するつもりなんだね」



「え？　なにを言っているんですかなずなちゃん──って、どうして逃げるんです？　待ってください！　なにか誤解していませんか！　この格好は薫かおるさんが半ば強引に……」

　夢と同じことが起こったら大変だ。なんか後ろでルナお姉ちゃんの上擦った声が聞こえてきたような気がしたけど、もう気にしてはいられない。現実でもお兄ちゃんがピンチだ。わたしは慌てて階段を駆け上がり──大好きな人の下へと急いだ。








あとがき





　……今年の夏も、もうじき終わろうとしています、後ご藤とう祐ゆう迅じんです。

　本巻が発売になる頃ころ、世間では夏休みも終盤に差し掛かっているかとは思いますが、皆様はお休みを満喫されているでしょうか？

　ちなみに私は学生時代、夏休みになったその日に……盲腸で入院したことがあります。病院のベッドの上からはじまる夏休み。いまではいい思い出ですね。

　そして今年の夏でも……少しだけ切ない出来事がありました。

　実はちょっとした私用で数日出掛けることになったのですが、そのときに携帯電話を家に置き忘れてしまったんです。

　……皆様はどうですか？　携帯電話を忘れてしまったとき、妙に不安になったりしませんか？　少なくとも私は何度か『やっちゃったなあ』と後悔することがありました。変に不安になったものです。

　そんな中、用事を済ませて数日振りに我が家へと戻り、すぐに携帯をチェックしたのですが、私が留守の間……メールも電話も一切ありませんでした。

　このとき、今度は自分の人生に不安を覚えたものです。

　少し前にホラー映画で『着信○リ』なんてものをやっていましたが、私にとっては『着信ナシ』の方がよっぽど怖かったですね。

　もう誰だれでもいいのでメールを下さい。



　閑話休題。



　突然なのですが、ここでひとつ告知をさせて頂きます。

　本巻が発売されるのとほぼ同時期に、柴しば嶺みねタカシ先生によるコミック版『つきツキ！』の単行本五巻が発売予定となっております。コミックの中では、原作四巻の『誘惑の花嫁対決！』が勃ぼつ発ぱつ。今巻でも見所が満載です。こちらも是非よろしくお願いします。

　さて、本編を読んで下さった方はもうご存じかとは思いますが、今巻では番外編としまして、『なずなが魔法少女になる』みたいなエピソードが収録されています。

　実はこの話、『つきツキ！』の画集が出る際、梱こり枝え先生とご対談させて頂いた時、『なずななら魔法少女の衣装も似合いそうですね』といった感じの話題が出まして、『魔法少女なずな』といった具合に話が進み、それが今巻で実現したというわけです。

　詳しい事情は画集の方に掲載されていますので、そちらをご覧頂けたらと思います。

　ところで、魔法少女って素敵ですよね。色々と夢が膨らみます。

　もっとも、番外編を書く際、はじめのうちは魔法少女であるのにも拘かかわらず、妙にシリアスな展開になったり、なずなの精神年齢がおかしくなったりと、様々な紆う余よ曲きよく折せつを経た末に、ようやくいまの形に落ち着きました。

　できればあまり深く考えず、軽い乗りで読んで下されば幸いです。

　また、今巻では年明けの行事、初はつ詣もうでのエピソードも書かせて頂きました。

　やはり女の子と一緒に初詣に行くというのもいいですよね。相手が着物姿であれば尚なお良しです。どうにも心が躍ります。

　それに初詣の雰囲気も賑にぎやかで楽しいですよね。あちらこちらで新年の挨あい拶さつが聞こえてきたり、境内の屋台からは食欲をそそるようないい匂においが漂ってきたり、しかも神社には巫み女こさんがたくさんいたりと、個人的には初詣の空気がわりと好きだったりします。

　が、こう言えるのもいまだからこそかも知れません。

　実は数年前の大おお晦みそ日か、神社で意中の女性とばったり遭遇したことがあるんです。そのとき私は乗りと勢いに任せて告白。瞬く間に玉砕。挙げ句の果てに間髪を容いれずに除夜の鐘が鳴り響き、無情にも雪が降り出し……まあ、これもいまではいい思い出ですね。



　このあたりで謝辞を。

　担当の神かみ長なが様。私が崖がけっぷちまで追い込まれていた際、電話で懇切丁寧にアドバイスをして下さり、時には冗談を挟んで笑わせて下さりと、今回も大変お世話になりました。もう神長様に足を向けて寝られません。どうかこれからもよろしくお願いします。

　梱こり枝えりこ様。原稿が非常に遅れてしまったせいで、また多大なご迷惑をお掛けしたかと思います。ですがそんな中、今巻でも愛らしく美麗なイラストでキャラクター達を彩って下さり、なんとお礼を申し上げていいのかわかりません。本当にありがとうございました。

　コミック版を描かいて下さっている柴しば嶺みねタカシ様。毎月のコミックアライブを心待ちにしております。また、単行本五巻の裏表紙では一体どんなことが起こるのか、そちらの方も楽しみにしています。

　編集長の三み坂さか様、編集部の皆様、校正様、装丁様、営業様、出版や販売に携わって下さった方々、そして読者の皆様にも厚くお礼申し上げます。



　最後に、モバイルアンケートにて素敵なメッセージを送って下さった方々。皆様のお言葉に何度救われたかわかりません。──甚謝です！
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　著者
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　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　大阪在住のメガネ時々コンタクト野郎。

　　先日、昔の日記を読んでみたら、『○月×日　僕はチンパンジーのことを、チンパン人だと思っていたよ』とか書かれていました。もう二度と日記なんかつけません。



　イラスト

　梱枝りこ（こりえ・りこ）

　　普段はゲームの原画家、イラストレーター。

　　好きなものはヴィジュアル系、可愛いもの。

　　趣味はライブに行く事と薄い本を読むこと。

　　ＨＰ「無人少女」http://nekomimi.ws/~non-girl/
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